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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ガタガタガタッ──と強風が木製のドアを叩たたく音が、間断なく小屋の中に響ひびいていた。

　結構大きな音のはずだけど、今の秋あき晴はるにはどこか遠い国で地じ震しんが起きているのと同じで、まるで現実味が感じられない。

　なのに自分へ向けられた声は、直接耳元で言われたくらいハッキリと聞こえてきた。

「──どうかしましたか？」

「い、いやっ、別に……」

　すぐ近くにいる相手から呼びかけられたっていうのに、死角から不意打ちを食らったような反応をしてしまう自分が情けない。さっきから、どこかの囚とらわれのお姫ひめ様さまですかって感じでビクビクしている。

　でも、ある意味では間違っていないのかもしれなかった。

　薄うす暗ぐらい、古びたランプの灯あかりと暖だん炉ろの火が照らす小屋の中で。

　外はうるさいくらいに吹ふ雪ぶいていて、一歩も外に出られなくて。

　そして目の前には、

「問題がないのであれば、貴方あなたも早くするように」

　そんな要求してくる、同年代の女生徒とはやはり一ひと味あじどころかおろし立ての山葵わさびと作り立てのアップルパイくらい違う魅み力りよくに溢あふれた、メイド服の従育科教師。

　……いや、訂てい正せい。『メイド服の』という部分は、既すでに正しくない。

　何な故ぜなら、生徒と理事長に恐怖を与えるクールビューティーな深み閑かんは、メイド服を着ていなかった。

　というか──メイド服どころか、まともな衣服を身に着けていない。

　上下共に白の下着、同色のガーターベルトに、ヘッドセットを外して髪かみは下ろしていた。

　普段は鉄壁のメイド服に身を包んでいる深閑が、今は露ろ出しゆつ度九十％な勢いで、ランプの灯りにほんのり赤く染まった背中を向けて。

　山小屋という密室で、他には誰もいない二人きりの状況。

　しかも素す肌はだと精せい緻ちなレースの下着を晒さらした状態で、




「さあ──早く日ひ野のさんも、脱ぬいで下さい」




　下へ手たをすれば致命傷な破壊力のあるその言葉に、秋晴は夢の中にいるようなふわついた感覚のまま、唾つばを呑のみ込み……

　誘さそわれるままに、コートのボタンを外し始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　そろそろ長袖そでのシャツ一枚だと風か邪ぜを引いてしまいそうな気温になった、ある日の午後。

『世界各国の風土と服飾』という何だか大学の民俗学でやりそうな従育科授業が終わり、日ひ野の秋あき晴はるはこっそりとため息を吐ついた。

　懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれた深み閑かんには悪いけど、専門用語が多すぎてイマイチどころか殆ほとんど頭に入ってこなかった。講義をまとめたノートを見ても、最も早はや何語か意味不明。

　これは後で復習しないとまずいなぁ、と思いながら秋晴は筆記用具をまとめる。

　チャイムも鳴り終わったので、いつもならすぐに『では、本日はここまでとします。お疲れ様でした』というお決まりの言葉が聞ける……が、今日は随ずい分ぶんと間があった。

　どうかしたんだろーかと秋晴が教きよう壇だんを見ると、

「本日の授業はここまでになります──が、今から少々、連絡事項があります」

　藍あい色のメイド服に銀縁ぶちの細いフレームの眼鏡めがねを掛け、メイドの柔やわらかな印象を完かん膚ぷ無きまでに凍こおり付かせた美人教師は、淡々とした声音でそう言った。

　この発言に、秋晴はやや背筋を硬くする。深閑がこんなことを言うのは、大抵が月例の従育科試験がある時か、理事長の厄やつ介かいな思いつきで妙みようちくりんなイベントに強制参加させられる時だからだ。

　どちらにしても吉きつ報ぽうとは遠すぎで安心出来る要素ゼロ。他の連中はそれをとっくに理解しているみたいで、授業終了でやや緩ゆるみかけた空気が俄にわかに緊迫し始める。

「突然ですが、明後日あさつての水曜日から土曜日にかけての四日間、従育科生のみ参加の特別授業を組むことになりました。申し訳ありませんが、予定を入れてしまった方々はキャンセルをお願いします」

「……明後日？　それに、四日間も……？」

　口の中でそう呟つぶやき、秋晴は眉まゆを顰ひそめてしまう。

　イベントじゃなくて、授業。それも明後日からという急展開は、かなり予想外だ。

　……というか、木曜の放課後はピナと、土曜はセルニアと鳳フオウの二人と約束があったのに。不可抗力とはいえ、うんざりするくらい文句の雨嵐がきそうだよなぁ。

　だけど今は滅め入いる未来予想図よりも、深閑が話す内容の方が問題だ。

　四日間に渡る授業なんだから、かなり重要な内容のはず。夏休みには合宿で車や船の運転を覚えさせられたけど、今回も似たようなヤツか？　次はヘリとか、もしくは流れ着いた無人島で船を造って四日間で脱出してみようミッションとか。……そんな発想が出る時点でかなり白はく麗れい陵りように毒されている気がしないでもないけど、有りそうなのが困る。

　さあ正解は何なんだろうかと秋晴が深閑に注目していると、メイド服の専任教師はゆっくりと教室を見渡した後で、

「もう幾日も経たてば本格的に寒くなり始めるでしょう。それに合わせ、冬に入る前に皆さんには雪山でスキー等の訓練を受けて貰もらうことにしました」

　──この発言に、沈ちん黙もくを保っていた従育科の面々がざわついた。秋あき晴はるはポカンとしてしまったが、騒さわぐ皆の気持ちは分かる。

　だって、雪山でスキーだなんて……遊びに行くって言われたようなもんだよなぁ。訓練とはいうけど、深み閑かんが『皆でスキーしてウインタースポーツをエンジョイしちゃいましょう』なんて言う訳がないし。

　……うん、段々とわくわくしてきた。スキーなんて小学生の頃に一回やった時以来だ。それに『スキー等』って言ってたから、スノーボードもやれるかもだ。そっちはやったことないから、余計に楽しみになる。

　秋晴だけでなく教室全体が浮かれモードに包まれ始め、そこへ水を差すように深閑の冷たい声が響ひびく。

「訓練内容は順次説明することにします。また、必要な荷物等は夕食時にプリントを配りますから、参照して下さい。尤もつとも、基本的には下着の替え以外は殆ほとんどこちらで用意しますので、体調を崩くずさないよう心掛けるだけで大丈夫です」

「ああ、おるなぁ。遠足になると熱が出て行けなくなるっちゅうベタなヤツとか」

　轟とどろきの軽口に、深閑は何も返さない。あのバカ代表を窘たしなめることも万年筆が飛ぶことも無いなんて、ちょっと珍しい。これは雪が降るのかも──って、雪山で降るなら火の玉とかヒキガエルとかイベリコ豚ぶたとかじゃないとインパクトないか。

　まー、でも、そんなことはどうでもいいか。大事なのは雪山でスキーというこの事実だ。

「──以上です。それでは皆さん、お疲れ様でした」

　そう言うと深閑は頭を下げ、相変わらず流りゆう麗れいな歩みで教室から出て行き……ドアが閉まった瞬しゆん間かん、弾はじけるようにあちこちから歓声が迸ほとばしった。

　秋晴もどうしようもなく緩ゆるんでしまう口元に笑みを浮かべて、隣となりの席に座っていたルームメイトの肩かたをポンと叩たたき、

「スキーだってよ、大だい地ち。泊まり掛けだし、楽しそうだよなー」

「……そうか？」

「何だ、醒さめてるな？　もしかしてスキー出来ないのか？」

　従育科で最も万能な大地だけど、ちょっと世間ズレしている奴やつだから、ウインタースポーツは未経験って可能性はある。

　こっちの予想に勘かん付づいたのか、大地はややむっとしたように口をへの字にして、

「一応言っておくが、雪の上を歩くのは得意だ。滑すべるのだって問題ない」

「ならどうして、そんなつまらなそうな反応なんだよ？　見ろ、他の連中を。あれが正しい姿だぞ？」

「……僕の目には、轟とどろきが机の上で邪じや心しん崇すう拝はいの舞ぶ踏とうをしているように見えるが」

「違う、あれは悪い例だ。そっちじゃなくて、女子連中とかのはしゃぎっぷりに注目してくれると助かる」

「どちらでもいい。僕は単に、深み閑かん先生が遊びに連れて行ってくれるとは思えないだけだ」

「……いやまあ、確かにそうだけど……」

　冷静にそんなことを言われると、返す言葉に困る。こっちだって百も承知だったけど、出来れば当日までは夢と希望に満ち溢あふれていたかった。

　たぶん他の連中も同じだよなぁ、あのちょいと過度な盛り上がり方は。微び妙みように目が笑ってない奴やつとかいるし。

　でもまあ、そうだとしても、

「授業って言ってたから多少キツいことにはなるんだろうけど、自由時間無しってことはないだろ。だからその時に遊び倒そうぜ」

「……そんな体力が残っていればいいな」

　かなり皮肉な言葉……のつもりで大だい地ちは言ったのかも知れないけど、表情を見ればほんの僅わずかに口元が和やわらいでいた。

　だから秋あき晴はるも笑みで返し、

「おう。そうしたら雪合戦でもやるか？　轟を新あら手ての雪像に仕立て上げてやろうぜ」

「……考こう慮りよしておく」

　ぷいと顔を背けてぶっきらぼうに大地は答えるが、秋晴にはそれで十分だった。




　不可抗力とはいえ、自分の都合で予定を潰つぶすことになるのだから、相手に伝えるのは出来るだけ早い方が良い。

　幸か不幸か大事な用じゃ無くて遊ぶ予定みたいなものだったから、まあそんなに固く考えずさくっと済ませるつもりで、まずはピナの元へと赴おもむいた秋晴は、

「なんたる……なんたることじゃ……！」

　絶望と向き合っているみたいな王女様の反応に、世の中って難しく出来てるんだなぁ……と哲学っぽいことを考えてしまった。

　中等部の制服を着た小こ柄がらで色白な銀ぎん髪ぱつツインテールのピナは、肩かたを怒らせてふるふると握にぎった右手を震ふるわせている。ただし左手には読みかけの漫画があるので、いまいち迫力はないけど。怒るんならまずはそれから手を離せと言いたい。

　秋晴が微妙極まりない表情でソファーの上に立っているピナを眺めていると、

「……これは、屈くつ辱じよくじゃ……妾わらわが日本に来てから最大とも言える屈辱じゃぞ……！」

「いやそんな大おお袈げ裟さに言われても。というか、授業の一環なんだから仕方ないだろ？」

「ならアキハルは妾わらわに一人でメイド喫きつ茶さに行けと言うのか！　このピナ＝スフォルムクラン＝エストーが、供ともの一人も連れずにメイド喫茶に……！」

　そんなことを言われても、拘こだわるポイントがちょっと分かりません。突っ込みどころが多いと困るっていい例だ。

　大体、

「前にも訊きいたけど、メイドなら普段から見慣れてるのにどうして行きたがるんだよ？　そこまで言うなら教えてくれてもいいだろ？」

「ぬううっ……………………だ、だって、白はく麗れい陵りようのメイドはオムライスに萌もえな言葉を書いてくれないのじゃ！　スカートの丈たけも長いし、正統派過ぎてつまらんのじゃ！」

　いや顔を真まっ赤かにしてそんなこと力説されても。

　そうは思うも直球で伝えると流石さすがに可哀想かわいそうかと、秋あき晴はるは助け船を求めて室内にいたもう一人へと視線を移す。

　すると、この理事長室の主ぬしにして白麗陵で最も残念な大人おとなと名高い天てん壌じよう慈じ楓かえでは、

「そうですよ〜。秋晴さんは男の子なのに分かってませんねー。フリルは夢とファンタジーを束ねた物で、ミニのスカートとニーソックスの間に生まれる絶対領域は文化の極みとさえ言われているんですから〜」

「したり顔で凄すごい嘘うそを吐つくな」

「それに漫画やアニメの中でしか有り得ないような服装を現実に見られるのは貴き重ちようですよー？　仕し草ぐさも可愛かわいいですし、現代のユートピアと言っても過言じゃないのかもですね〜」

　楓は相も変わらずこっちの言葉をちゃんと聞いてくれない。ここに深み閑かんがいたのなら間違いなく容よう赦しやない制裁がきているだろうなぁ。

　流石にそんな真ま似ねは出来ない秋晴は僅わずかながらの抵抗として、じとっとした温度の低い目で楓を見やり、

「訳の分からない理屈もどきはどうでもいいから。大体だ、理事長がピナに付き合えば解決する話なんじゃないか？」

「プリティーな女の子が二人でメイド喫茶に行くなんて、そんなの良くありませんから。それに先生の場合、お店に行くよりも深閑ちゃんやうちのメイドさん達にあんな格好をして貰もらいたい派ですしー」

　どこの派は閥ばつがそんな変態発言をするのか。というか、そんな要求したらまた正座で写経の罰をくらうだろうに。懲こりない人だよ。

　半ば分かっていたとはいえ、やっぱり理事長は相手にするだけ無む駄だだった。意味のない挑戦を深く反省しつつ、秋晴はまだ怒りモードの解けていないピナへと視線を移す。

　そして幼稚園に入り立ての子供を宥なだめるくらいの心積もりで、手を合わせて頭を下げた。

「悪い、埋うめ合わせはちゃんとする。えーっと、あれだ、前に行きたがってた遊園地にも連れて行ってやるから」

　朋とも美み辺りなら『それで懐かい柔じゆうされると思われてるだなんて』とか言った上にいくつも上乗せ案を出して来そうなところだが、相手はピナだ。

　狙ねらい通り不ふ機き嫌げんオーラは薄うすまり、どこか落ち着かない様子になる。なんというかあれだ、散歩用のリードを見た犬みたいな感じで。

「ぬっ……それは本当じゃな？」

「ああ、勿もち論ろん。……でもお前、遊園地は好きじゃ無いんじゃなかったっけか？」

「乗り物は好かぬ。しかし特とく撮さつのステージは別じゃ！」

「特撮って、あれか。ヒーローショーとかか？」

「うむ、あれは良いものじゃ。妾わらわは漫画もアニメもゲームも好きじゃが、やはり変身ヒーローの格好良さは格別といえよう！」

　力強い感想を述べてくれるけど、同意するにはちょっと理解が追いつかないので、秋あき晴はるはとりあえず頷うなずいておいた。

　ともあれ、これでピナは何とかなりそうだと安あん堵どして……しかしすぐに不安が過よぎって、素直に喜べなくなる。

　──同じ単純な相手でも、セルニアは厄やつ介かいそうだよなぁ……

　特徴的な金きん髪ぱつドリルの持ち主のことを思い浮かべ、秋晴はため息混じりの吐と息いきを吐ついた。




「仕方有りませんわね……次はこのようなことが無いことを願いますわ」

「……………………」

「……何ですの、その不思議そうな目は。良く分からないけれどイラっときますわ」

「いやー、なんっつーか……」

　そんなに物分かりの良い返事が来るとは全く予想してなかった。ほぼ確実にグーで殴なぐるかピンヒールで蹴けられるかするから言わないけど。

　訝いぶかしげにこちらを見てくるセルニアは、珍しく長袖そでのニットを着ていた。ただしニットのワンピース、丈たけは割とミニなセクシー仕様。呼び出してすぐに来たから部屋着だろうに、どうしてこんな目のやり場に困る格好なんだろーか。

　おまけに上育科女子寮りようのすぐ近くという場所の居心地の悪さも手伝い、妙みように落ち着かない気分になりながら、秋晴は言葉を選んで、

「ほら、お前って直情型というか目の前しか見えていないというか、事実がそうなら過程なんて気にしない傾向があるだろ？　だからつい、今回も理り不ふ尽じんに当たり散らしてくるんじゃないかと思って」

「……分かりましたわ！　貴方あなたっ、どうしてもこの私に物理的に性格を矯きよう正せいして貰もらいたいんですのね?!」

　しっかりとオブラートに包んで発言したつもりだったのに、努力も虚むなしく逆上されてしまった。そして物理的に性格を直すって、虐ぎやく待たいか洗脳の二に択たくだと思うんだけど、正解はどっちなんだろーか？

　疑問には思うも実行されては堪たまらないので、秋あき晴はるは両手を挙げて降参の姿勢を示し、

「オーケー、俺おれをどうにかする前に普段の自分の言動を振り返るところから始めてくれ。きっと理解が得られるはずだ」

「無理解が大合唱を奏かなでてますわよっ！　全く、相変わらず……」

　ぶちぶちと文句を口の中で言いながらも、セルニアはそれ以上当たって来なかった。

　ただしいつ凶きよう暴ぼう化するかは分からないので、秋晴はドリルの手の届かない位置をキープしたまま、

「いや、悪かった。さっきピナとは少し揉もめたもんだから、聞き分けが良すぎて逆に意表を突かれちまって」

「……フン、別に何だって構いませんわよっ。秋晴が庶しよ民みんの中でも男の中でも下の下な対応しか出来ないだなんて、今更ですわ。ええ、気にしてませんわよっ」

　どこをどう聞いても気にしているようにしか聞こえないけど、ヤブヘビ地じ獄ごくはもう勘かん弁べんなのでスルーを敢かん行こう。

　しばらく黙だまって様子を窺うかがっていると、セルニアは小さく鼻を鳴らし、自じ慢まんのドリルな髪かみを手で撫なでるように肩かたの後ろに流し、

「……全く、心外ですわね。私が以前、貴方あなたに言ったことを忘れましたの？」

「え？　以前って、どれのことだ？」

「あれは……そう、秋晴が白はく麗れい陵りように編入してからそう間もない時だったはずですわ」

　編入した頃となると、半年とはいかないまでも、かなり前のことだ。それに編入してすぐは色々とあってごたついていたし、イマイチどの話なのか見当が付かない。

　なので秋晴が微び妙みように眉まゆ根ねを寄せていると、思い当たっていないことを悟さとられたらしく、若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうにセルニアが睨にらんできた。

「貧しい記き憶おく力ですわね。辛から子し蓮れん根こんのような色の頭だとは思っていましたけれど、中身の方までスカスカですの？」

　それを言うならお前のドリルはどうなんだと返したくなるのを、秋晴は必死に我が慢まん。忍耐力、この半年弱で培つちかった忍耐力でどうにか乗り切る……！

「…………で、お前は俺に何って言ったんだ？　ギブするから教えてくれ」

「私と貴方、上育科の生徒と従育科の生徒という立場の違いを有り難くも説いて差しあげたはずですわ」

「……あー、そういやそんなこともあったな」

　確か初めて食堂でウエイターの奉ほう仕し活動をした時のことだ。どちらかというと難なん癖くせ付けられたってイメージだけど。

　セルニアは今も脳裏にその時の画が思い浮かんでいると言わんばかりに、誇ほこらしげな笑みを浮かべて目を閉じ、

「あの時、私は言いましてよ──立場の違いを弁わきまえなさい、と」

「だな、そんなこと言ってたっけか。でもそれがどう繋つながるんだ？」

「全く、鈍にぶい男ですわね。秋あき晴はる、貴方あなたが白はく麗れい陵りようにいることが出来るのは、従育科の生徒だからですわ。だからその義務である授業を優先するのは当然のことでしょう？　……って、何ですの、その間抜けな顔は？」

　ちょっとした変態を見る目つきで訝いぶかしげに訊きかれても、秋晴には返す言葉なんてどこにも無かった。

　あの暴走が得意な金きん髪ぱつドリルとは思えないような、真まっ当とう過ぎる意見だ。これに驚くなっていう方が無理な話だろ。

　……だけど少しずつ冷静さが戻って来ると、分かるような気もしてきた。

　高たか飛び車しやな癖くせにやたらと真まっ直すぐなところがあるセルニアは、立場の違いにはうるさいけどまるで融ゆう通ずうが利かないって訳でもない。それに今回の場合、ちゃんと考えればこちら側に非はないんだから、いくら猪ちよ突とつ猛もう進しんが売りのドリルさんでも『仕方ない』と考えてくれてもおかしくない、と。

　自分の中でまとめながら秋晴は頷うなずき、それから改めてセルニアに向けて手を合わせた。

「悪いな、埋うめ合わせはちゃんとするから。来週……は、奉ほう仕し活動が毎日のように入ってるし、そろそろ従育科試験がありそうだから無理かもしれないけど、再さ来週には必ず」

「別に大して期待なんてしていませんわ。そもそも、貴方が私と一緒に食事に行きたいと希こいねがったから仕方なく受けてあげただけですし」

「……いやそれは捏ねつ造ぞう入ってるだろ。お前が『たこ焼きを食べたことがない』だなんて、日本に長くいるとは思えない発言したからだな」

「なっ、私が誘さそったとでも言うつもりですの?!」

　そうは言わないが、大差ないはずだ。

　休み時間に轟とどろき達と、最近須す野の原はらの街に出しゆつ没ぼつするたこ焼きの屋や台たいが美う味まいと評判になっていると話をしていたら、偶たま々たまそれを聞いていたセルニアが『今度連れて行きなさい！』と言い出して……うん、やっぱり大体合ってる。

　記き憶おくと照らし合わせて自分の正しさを確信した秋晴は、だからこそこれ以上の反論は控えることにした。

　結局、約束を破るのには変わりないんだし、こっちも大人おとなの態度を示さないと。

　さてどんな言葉で受け流そうかと秋晴が考えていると、

「……まあ、いいですわ。鳳フオウさんには私から伝えておきますから、貴方は長距離のフライトで体調を崩くずさないよう、精せい々ぜい準備を整えておくことですわね」

「…………なぬ？」

　突然セルニアが変なことを言い出したので、思わず妙みような声を上げてしまった。鳳フオウに伝言してくれるっていうのは有り難い申し出だけど、残りはどこから出てきたのか。

「……長距離、フライト？　何の話だ？」

「ぇ……まさか貴方あなた、気付いてなかったんですの!?」

　今度は驚きの声がきて、益ます々ます訳が分からなくなる。別にからかっている様子でもないし、意味不明だ。

　秋あき晴はるが怪け訝げんに思って眉まゆを顰ひそめていると、腕うで組ぐみをしたセルニアは物覚えの悪い生徒を前にしているような表情を見せた。

　そして当然の常識を告げるように、

「少し寒くなってきたとはいえ、今年は全国的に暖かい気候ですわ。この時期にスキーが出来る程に雪が積もっている山なんて、国内には有りませんわよ」

「……………………それって、つまり……」

「つまり──そういうことですわ」

　具体的な言葉は、告げられなかった。

　それでも秋晴は突とつ如じよテレパシー能力に目覚めたくらい明確に、セルニアが言わんとしていたことを理解出来てしまった。




「珍しく、ドリルの読みが的中したなぁ……」

　白銀に染まった世界を前にして、感嘆混じりに呟つぶやく。

　深しん々しんと粉雪が降り積もるのは日本でも見られる風景だけど、空の色が違う。もう深夜に近いはずなのに、何な故ぜかぼんやりと灰色がかって見える。それでいて暗いっていうのは、かなり不思議な光景だった。

　配られた合宿のプリントに『パスポート』とあった時点で行き先は海外と理解したものの……こうして実際に、七時間以上かけて他よ所その国に来てみると、感かん慨がいも一ひと入しおだ。編入の時にパスポートを取らされたけど、こんな形で使うことになるなんて思ってもみなかった。

　……ただし、予想と違うのはそれだけじゃない。

「ところで──どう見てもこれ、スキー場じゃないよな？」

　現実を確認しようと、秋晴は隣となりにいた大だい地ちに訊きいてみた。

　従育科制服のモーニングコートの上に外がい套とう、それから革かわの手袋とマフラーという重装備でもなお寒そうにしている大地は、睨にらむようにして答えてくれる。

「……ちゃんと管理されたゲレンデで滑すべるとは一言も言っていなかった。雪山の中を、クロスカントリーの要領で走る可能性もある」

「初心者にそれはキツそうだ……まあでも、泊まるところはちゃんとしているみたいだな」

　白一色のゲレンデから視線を右に移すと、山の中腹の平へい坦たんな場所にホテルが建っていた。五階建ての横に長く造られた山やま吹ぶき色の建物で、やや離れたこの位置からでも日本にあるホテルや旅館に比べるとがっしりして見える。

　ここに泊まれるっていうのはかなり嬉うれしい。実は雪山でキャンプ、みたいな罠わなが待ち受けているんじゃないかという危き惧ぐもちょっとはあったので。

　秋あき晴はるが安あん堵どの息を吐ついていると、最後にリムジンバスを降りてきた深み閑かんが手を叩たたいた。

　注目の合図に全員が瞬しゆん時じに整列すると、耳が痛くなるような静せい寂じやくの中で深閑は良く通る声で話し始める。

「それでは皆さん、本日はお疲れさまでした。これより宿舎に入り、各自割り当てられた部屋で就寝の準備を整えて下さい。本格的な訓練は明日あしたからになりますので、今日はゆっくりと休んで体調を崩くずすこと無いよう心がけて下さい」

「深閑センセ、明日はスキーウェアに着替えて集合っちゅう運びかいな？」

「……慎しん吾ご君、それじゃ朝ご飯食べにくいよ」

　気が逸はやっているのか轟とどろきが質問を投げて、いつものように三さん家けがそれに突っ込みを入れる。秋晴としては、そんなことより寒いから早くホテルに入りたい。右耳の安全ピンが冷えてえらいことになってるから、さっさと外さないと凍とう傷しようになりかねないし。

　こっそり耳に手をやりながら状況を見守っていると、深閑は眉まゆについた雪をそっと払はらう仕し草ぐさの後で、

「詳くわしいことは明日の朝食時に話すつもりでしたが……そうですね、心構えもあるでしょうから、明日の予定だけはこの場で発表することにします」

　その言葉に、女子の一部から歓声が上がる。テンションが上がっているからか、それとも発表という単語に脳内でドラムロールでも流れたんだろーか？

　ただ、嬉うれしそうな彼女達とは違って、秋晴は軽く頬ほおを引き吊つらせてしまう。

　……『心構え』って。楽しいレクリエーションのスキーにそんな言葉が合うとは、これっぽっちも思えないのですが、考えすぎだよな？　というか、考えすぎであって貰もらいたい。

　願いを視線に込めて秋晴が見つめる中、深閑の口から紡つむぎ出された説明の言葉は──




「明日は朝から雪山の踏とう破は訓練です。行程にほぼ一日を費やしますので、夜更ふかしはしないように。尚なお、服装は本日と同じく、制服の上から防寒着を着る形としますので忘れないよう気をつけて下さい」




　初海外の浮かれ気分を吹っ飛ばす、氷柱で脳天を刺さされるような発言が来ましたー。

　周りの景色同様に思考が白く染まって、完璧にフリーズする。自分だけじゃなくて、従育科生全員だ。

　無事なのは深み閑かんだけで、爆弾発言をした後もクールな表情を変えないまま雪像化した生徒達の顔を眺ながめて、

「それでは皆さん、また明日あした。朝食は朝の七時半からですので、遅れませんように」

　事務的にそう言うと、スタスタとホテルの中へと入って行ってしまった。

　残される形となった秋あき晴はるは、深閑の背中を建物の中に消えるまで見つめて、その後で無言のまま他の連中と顔を合わせる。

　殆ほとんど皆が『……あ、これが絶望か』って感じの表情をしていた。

　例外なのはため息を吐ついているだけの大だい地ちと、

「ええっと……つまり、今日はゆっくり休んで明日は頑がん張ばりましょう、ってことですよね？」

　ちっとも理解が足りていないようで不思議そうな顔をしている四し季き鏡かがみだけ。

　しばし雪の中に突っ立ったまま放心していた秋晴は、右耳が冷たさを通り越して痛くなり出すまで、他の仲間達と一緒に現実逃とう避ひを続けることになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──翌日は、やや薄い雲が満まん遍べんなく空を覆おおう微び妙みような天気だった。

　ピクニック日和びよりとは、あんまり言えない。そして雪山をただひたすら歩き続ける天気としてはどうなのかといえば、

「悪くありません」

　短く言い切った深閑の言葉が全すべてっぽい。

　でもいまいち腑ふに落ちないので秋晴が手を挙げて質問しようとすると、その機先を制するように深閑は続ける。

「日が照り気温が上がれば雪が溶け、足下が危うくなる部分も出てきます。この分ならば、下へ手たに晴れているより安全に移動出来るでしょう」

　個人的な意見では、それなりに危険な道なんて行かずに楽しくスキーに興じていたいです。

　……などという心の声は勿もち論ろん口にせず、秋晴は黙だまって足下の雪を踏み締めた。ギュッ、ギュッ、という感かん触しよくが心地良い。ただしこれから一日、同じ感触を味わい続けるとなると話は別になるけど。

　でもまあ、一夜経たてばそれなりに吹っ切れる。従育科に編入して以来、どれだけとんでもない授業を受け続けてきたのかを思い返せば、まあ雪山踏とう破はくらい普通にあり得ると思うし。期待しすぎていただけで、冷静になればこの現実も受け入れられた。

　第一、まだ望みはある。確かに『スキー等』って言っていたから、滞在中にスキーもやるはず。筋肉痛でえらいことになっている可能性は激げき高たかでも、それを励はげみに頑がん張ばるしかない。

　前向きに考えて、秋あき晴はるは背筋を伸ばした。背負っているザックが揺れてずっしりとした重さが肩かたに掛かるが、今のところは全然辛つらくない。ただし疲れ始めると大変だろうから、ペース配分には注意するよう心がけないと。

「──では、そろそろ出発します。先頭には楠くすのきと高たか木ぎが、最さい後こう尾びには私がつきますから、問題が起こった時にはすぐに報告するようお願いします」

　心の準備が終わったタイミングで、深み閑かんが引いん率そつする他のメイドさんを紹しよう介かいした。深閑と違って臙脂えんじ色のメイド服を着た二人は、これまで何度も訓練で会ったことがある。どちらもおっとりとした普通のお姉ねえさんっぽいのに、サバイバル技術に定評があるっていうから色々と何かが間違っていると思う。

「それでは二列に整列した後、自分の隣となりの生徒をしっかり確認して下さい。何かあった際には声を掛けて助け合いますように」

　深閑の言葉に、秋晴達は素早く行動を開始する。こういう時は男同士が隣にならないよう言われているので、他の連中に前を譲ゆずる形で秋晴は後ろへと下がった。

　一番後ろに行くと、すぐ前には男にしては小こ柄がらな三さん家けの背中が、そして自分の隣には──

「ええっとぉ……あっ、お隣は日ひ野のさんですね！　不ふつ束つか者ものですが、精一杯よろしくお願いしますっ」

　元気かつとんでもな挨あい拶さつを寄よ越こしてくれたメイド服の同級生を見て、秋晴は思わず『チェンジで』と言いたくなる。

　息を弾はずませてにこにこと笑っている四し季き鏡かがみ早苗さなえの姿に、不安がどっと押し寄せてくるのはたぶん仕方ないことのはず。

　というか、厚めの外がい套とうで前を隠かくしていてもスタイル抜群と分かってしまうような、変則的なザックの背負い方はしないで貰もらいたいです。どこをどうすればあんな、胸を強調するような形になるんだろーか。

　思わず視線がいきそうになるのを鉄の自制心でどうにか堪こらえると、秋晴はガシガシと頭を掻かいて、

「……あー、よろしくな。なんというか、ベストは尽くす」

「はいっ、期待しています！　頑がん張ばって面めん倒どうみて貰えると嬉うれしいですっ」

「…………程々にしてくれると助かるかなー……」

　無む邪じや気きに丸投げ発言をしてくれる四季鏡に不安は倍増するけど……まあ、今更か。これまで散々あったし、まだ死に直結するくらい酷ひどいことにはなってないから、今回も大丈夫だと祈いのることにしよう。

　困ったときの神頼みを出発前から慣行しつつ、秋晴は雪山を登山する用に誂あつらえられたスパイク付きの靴くつの紐ひもを念の為ために結び直して、

　──その拍ひよう子しに靴紐が、ぶつっと切れた。

　新品のはずなのに。とても丈夫な材質だったのに。

「…………」

「日ひ野のさん、どうしま……あっ、大変です！　靴くつ紐ひもの換えを貰もらってきませんと──」

「……………………」

　ホテルに戻って予備の荷から靴紐を貰ったものの、そんなことで心しん機き一いつ転てん晴れやかな気分になれるはずもなく。

　この場でリタイヤしたい本心を抱かかえたまま、スタートすることになってしまった。




　意外というか何というか、雪山をただひたすらに登るという自衛隊か軍隊でやりそうな過か酷こくな訓練の割に、順調に進んでいた。

　流石さすがにザックを背負った肩かたは痛いし、脛すね辺りまで積もった雪を掻かき分けながら進むこともあるので疲れはある。ついでに、音を立てずに数歩後ろをついてくる深み閑かんがちょっと怖い。

　それでも、まだ体力には余よ裕ゆうがある。一時間ごとに休きゆう憩けい、昼過ぎにはおにぎりと魔法瓶びんに入ったみそ汁という昼食がちゃんとあったからかもだ。

　夕方には全行程を踏とう破は出来る予定らしいので、秋晴はあと三時間ばかりの我が慢まんと自分に言い聞かせて、自分の前を行く三さん家けの背中を見ながら歩いていた。

　ちなみに、隣となりを歩く四し季き鏡かがみはというと、

「わぁ……雪兎うさぎとかいそうな、素す敵てきな風景ですね」

「そうだけど、ちゃんと足下も見ろよ。その辺り、踏みならされていて滑すべるぞ」

「えっ、どこが……きゃうっ!?」

　余よ裕ゆう発言をしておきながら、注意してすぐにずるっと転こける。これで何度目か、既すでに数え切れなかった。

　四季鏡らしいといえばそうなんだけど、とても微笑ほほえましく見守れない。雪山でのドジは洒落しやれにならない可能性が高すぎる。

　それに──

「また少し、降りが酷ひどくなったか？」

　見上げると、午前中は曇っているだけだった空から、今は雪が降っていた。

　それも粉雪が舞うように──なんて生なま易やさしいレベルじゃなくて、降ってくる雪で視界の半分が覆おおわれてしまうくらいの量が。これって少し危険なんじゃないだろーか。

　……と思っても、秋晴自身も含めて誰も中止を呼びかける声を挙げないのは、責任者の深閑が何も言わないからだ。信頼と恐怖の実績っていうのはかなり凄すごい。

　まあ実際問題、こんな山の中腹で突然中止と言われても困る。ビバークの仕方も習いはしたけど、あんまり実じつ践せんはしたくないので。

　どうにしろ進むしかないと、秋晴はひたすらにやや緩ゆるい勾こう配ばいの道を進む。顔に張り付いた雪を手袋で拭ぬぐい、行くにつれて道幅が狭くなっているので、慎しん重ちように。

　歩きながらちらりと左側に視線をやれば、かなり急角度の斜面が見えた。落ちたら一巻の終わりです──みたいな崖がけじゃなくて、数十メートル転がり落ちるだけで済みそうだけど、途と中ちゆうにいくつも木が植えられているからぶつかったら骨ぐらい折りかねない。

　こんなところで骨折したら、きっと白はく麗れい陵りように戻る頃にはステルス機よりも早く『スキーする前に骨折した間抜け君』という噂うわさが広まるに違いない。

　なので足を踏み外すことの無いよう、秋あき晴はるは細心の注意を払はらって進んでいく。

　……けど、どうにも右側に気になる存在が。

「四し季き鏡かがみ……お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

「は、はいっ……」

　すぐに返事が来るが、四季鏡の声はやっぱりどこか声が上ずっていて、とても普通の状態には思えない。

　もう何時間も雪の積もる山道を歩いているんだから、息が上がるくらいは当然だ。自分もちょっと息が荒くなっているし、それが普通だっていうのは分かっている。

　ただし四季鏡にもその『普通』が当て嵌はまるかというと、首を捻ひねらざるを得ない。パワフルで元気なこのドジっ子なら、平然としていてもいいはずだ。大だい地ちでも疲れるような訓練をこなしてけろっとしているスタミナの持ち主だし、事実ついさっきまで元気に転んでいた。

　なのに今、四季鏡は頬ほおを赤くして、やや潤うるんだ瞳ひとみをこちらへと向けていた。シビアな雪山登山中だっていうのにとんでもなく場違いな色っぽさがあって、ちょっと反応に困る。
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　やっぱ疲れてるのかなー、と思いながら秋晴は気を取り直し、臨時パートナーの四季鏡の顔を覗のぞき込んだ。

　……やっぱり少し苦しそうで、どこか体調を崩くずしているようにしか見えない。

「どうする、深み閑かんに言って休ませて貰もらうか？」

「日ひ野のさん……私、その……」

　もじもじとどこか遠えん慮りよするような声が返って来たので、秋晴はちらりと自分達の後ろで止まっている深閑を見た。さっきからのやり取りは雪に音が吸われてはいてもこのメイド教師なら聞こえているだろうから、それで何も言わないってことは生徒の自主性に任せているってことなんだろーか？

　とりあえずはそうだと思うことにして、秋晴は言いづらそうにもじもじしている四季鏡の髪かみについた雪を払ってやりながら、

「調子悪いなら素直に言った方が良いぞ。……まあこの場では休めないけど、代わりに俺おれが荷物を持つとか、少し行った先で休きゆう憩けいさせて貰うとか出来るし」

　二人分の荷物となるとかなり大変なことになるだろうけど、仕方ない。体調不良の、それも異性に無理をさせる訳にもいかないし。

　こちらの気持ちが伝わったのか、四し季き鏡かがみは感動したように秋あき晴はるの手を握にぎってきた。

　じっと熱っぽい瞳ひとみを向けて、至し近きん距離で白い吐と息いきを溢こぼしながら四季鏡は、

「日ひ野のさん……実は、実は私……」

「やっぱりどこか悪いのか？」

「そうなんです。朝からずっと、息がしにくくて……」

　長距離移動と慣れない環境のせいかもしれないな──と考えながら、秋晴が続きを促うながすように頷うなずいてみせると、

「あと、ですね……肌はだが痛いというか、胸が窮きゆう屈くつな感じで」

「…………うん？」

「なんというかー……縛しばられているような……？」

「…………」

　無言のまま、秋晴は四季鏡の体を見つめてみた。

　スタート前と同じで、胸を強調するようにベルトをクロスしてザックを背負っていた。

　……これは、どう考えても原因は、

「間違いなく変なザックの背負い方してるのが原因だろっ!?　つーか、何な故ぜに今更?!　朝からずっとだったのに！」

「え？　でもでも、『気になる異性と一緒にいたら胸が苦しくなるんですよ』ってお姉ねえちゃんが言ってましたから、てっきり……」

「俺おれも別の意味で朝からお前のことが気になっていたけど、そういうことじゃねぇっ。単にベルトが胸を──じゃなくて、肺を圧迫してるからだよ！」

　一気に捲まくし立てて、秋晴は何でこんなことを言わなきゃいけないんだと頭を抱かかえたくなる。あと勢いで『ベルトが胸を縛っているから』って事実そのままなのにどーいう訳か問題に溢あふれた発言しそうになって、ちょっと危なかった。

　ともあれ、だ。こんな馬鹿っぽい原因で遅れたとなると深み閑かんから制裁される危機なので、秋晴は慌あわてて小声で、

「とりあえず一いつ旦たん荷物を下ろせ。……待て、真っ先に服のボタンを外そうとするのは大いに間違ってる」

「はっ、はい」

　どこをどう勘かん違ちがいすれば背負った荷物を下ろすのにメイド服を脱ぬごうと思えるのか、不思議すぎる。しかも外がい套とうを着てベルトに締め付けられたまま、どんな技を使えばあの状態から脱だつ衣いに持ち込めるのか、ちょっと見てみたい気もする。いやえろっちぃ意味じゃなくて、純然たる好奇心としてですよ？

　そんな自分すら騙だましきれない言い訳を心しん中ちゆうで呟つぶやいてから、秋晴はもたもたとベルトを弄いじり始めた四季鏡に、

「急げよー。他の連中は進んでるから、あんまり遅れられないぞ」

「はいっ。……ん、しょ…………ここを……こうで…………あれぇ……？」

　四し季き鏡かがみは覚おぼ束つかない手つきでベルトをカチャカチャとやるが、全然外れる気配が無い。そもそも厚い手袋を付けたままだから、細かい作業はしにくそうだった。

　このまま放っておくと一時間経たっても終わりそうにない。仕方ない、と秋あき晴はるは自分の手袋を外して外がい套とうのポケットに突っ込み、

「ほら、ちょっと見せてみろ」

「え？　あ、はい、お願い出来ますか？」

「ああ。……しかしどうなってんだこれ……っと、横向いてくれ」

　本来なら肩かたに背負う為ためのベルトと腰こしに巻く為のベルトなのに、変な付け方をしているせいで正解が分かりづらい。

　しばらく観察して左の腰辺りにあった留め具に目を付けた秋晴は、これを外せば何かが変わるだろうと手を伸ばす。

　早くやらないと、もう指先が悴かじかんできた。こっちの状況に気付いていない三さん家け達の背中は遠くなっていくし、焦あせりつつベルトの留め具を弄いじり……

　パチンッ、という音と共に、弾はじけるようにベルトが解け──その反動で、四季鏡の背負っていたザックが凄すごい勢いでぶつかって来た。

　予想外の衝しよう撃げきに秋あき晴はるは顔を顰しかめ、思わず後ずさりをし、

「てっ…………ぇ？」

「ひ、日ひ野のさんっ?!」

　悲鳴のような四し季き鏡かがみの声が、耳に飛び込んで来る。

　それを聞いて、『なんであいつ叫んでるんだろう』なんて悠ゆう長ちような感想を抱いだけたのは、一いつ瞬しゆんだけだった。

　何な故ぜかというと──さっきまで踏み締めていた雪の感覚が、無い。

　秋晴は咄嗟とつさに足元を見て、




　自分の体が、斜面の向こう側に流れている事実を目撃した。




「…………マジで？」

　あ、これ、落ちる──と思った瞬しゆん間かん。

　秋晴は雪が敷き詰められた斜面を滑すべり落ちていた。

　背筋がざわっと粟あわ立だつ感覚に、息を呑のむ。後ろ向きに倒れ込んだせいで、自分が落ちる先に何があるか分からなくて、猛もう烈れつに怖い。しかも落ちる速度はどんどん上がっていて、あっと言う間に落ち始めたポイントが遠ざかって行く。

「ヤバ……どうする……!?」

　死ぬような高さじゃないってことは分かっていても、これは焦あせる。

　頭からぶつかれば万が一の事態もあるし、道から外れたらどうやってゴール地点のホテル前まで戻れるのかも不安だ。

　秋晴は必死になって速度を殺そうと、落ちながら雪の斜面に手を埋うめてみる……が、殆ほとんど効果は無かった。手袋がないから痛いくらい冷たかっただけだ。

「だあっ…………こうなったら……！」

　やりたくはないが、多少の怪け我がは覚かく悟ごしてわざと木か岩に体をぶつけるしかないと、秋晴は手足をバタつかせ、




「──動かないで下さい」




　耳元でそう囁ささやかれたのと視界が真っ暗に染まったのは、殆ど同時だった。

　異変はそれだけじゃなくて、顔にふわっとした柔やわらかい温ぬくもりが広って、体も正面から何かが覆おおい被かぶさったように動けない。

　それでも秋晴がパニクらずに済んだのは、聞き覚えのある声だったからだ。

　雪に負けないくらい冷たい、それでいて丁てい寧ねいな声。しかも毎日のように聞いているとなれば、今更聞き間違えようもない。

　秋あき晴はるが無理矢理に顔を動かして見上げると──そこにはやっぱり、整いすぎた深み閑かんの顔があった。

「すぐに平地に着きます。障しよう害がい物ぶつもありませんから、じっとしていて下さい」

「…………っ」

　慌あわてて頷うなずこうとして、秋晴は気付く。

　正面から抱だき付かれる形で、しかも顔の位置が上の方っていうことは……もしかしなくても、深閑の胸に顔を埋うずめているってことに……!?

　しかも今までにないくらいに至し近きん距離にいるから、冷たくて鋭い印象が強かった目が意外に物静かそうに見える。それに、薄うすく開いた唇くちびるから漏もれる吐と息いきが自分の額ひたいに掛かっていて……こんな状況だっていうのに、心臓がえらい勢いで跳はねまくる。

　そんな風に場を弁わきまえずに反応している間も滑すべり落ち続けていたが、深閑の言っていた通り、そう長くは続かなかった。

　平へい衡こう感覚で平へい坦たんな場所に出たと分かってからもしばらく滑った後、ずぶずぶと雪に埋うもれながら速度が落ちて……

　最後に何な故ぜか冷たい水の感かん触しよくがあってから、体が止まった。

「……助かった……か？」

　一時はどうなることかと思ったけど、無事に済んだらしい。それもこれも、深閑が来てくれたおかげだ。

　頼りになるメイド服の専任教師は、何事もなかったかのように立ち上がっていた。ジェットコースターくらいの怖さはあったのに、クール過ぎる。

　頼もしいなー、と思いながら秋晴が見ていると、髪かみや服から滴しずくを垂たらした深閑がこちらを向いて訊たずねてきた。

「立てますか？　どこか痛む箇所等は？」

「あ、えーっと……大丈夫っぽいっす」

　寝っ転がったままでいた秋晴は慌あわてて立ち上がり、急いで確認して答えた。

　それを受けて小さく頷うなずいた深閑は、着ていた外がい套とうのポケットから携帯電話を取り出す。

「……もしもし？　不ふ慮りよの事故が起こり、生徒が一人コースを外れました。……ええ、今は私と一緒にいます」

　こんな場所で、しかも水に濡ぬれてるっぽいのに繋つながるのかなー、という懸け念ねんはすぐに始められた会話で解消された。

　それより話しているのを聞いていると、どんどん申し訳ない気持ちが込み上げてくる。雪山で、しかも海外だっていうのに、何をやらかしてるんだ。

「……はい、そうです。私は生徒と一緒に違うルートから戻りますので、そちらは予定通りにお願いします。楠くすのきには私の代わりに最さい後こう尾びに付いて、パートナーが不在となった四し季き鏡かがみさんのフォローもするよう伝えておいて下さい。…………はい、それでは」

　大事な試合だっていうのにユニフォームを自宅に忘れて来た人レベルで秋あき晴はるが落ち込んでいると、通話を終えた深み閑かんが周囲を見渡し始めた。

　それに釣つられて秋晴も周りを見て……ようやく、周回遅れで自分達がどんな場所にいるのかを把は握あくする。

　どうも渓けい谷こくに落ちたようで、雪から大きな岩が頭を覗のぞかせていて、おまけに足下には細い川が流れていた。濡ぬれたのはこれに突っ込んだからだろうけど……これは不幸中の幸いなのかも知れない。硬い岩にぶつかったら間違いなく流血系の怪け我がをしていたはずだから。

　そうだ、怪我は無かったんだから、しっかりしないと。ヘコんだままの足手纏まといなんて最悪にも程がある。

　とはいえ、この状況から上に合流するのは難しそうだと考えて……その途と中ちゆうで、秋晴は先程聞いていた通話の内容を思い出す。

「こっちからもホテルに戻れるんだよな？」

「ええ。距離的にはここからの方が近いですし、ルートも把握しています。ですが……」

「何か問題でもあるのか？」

「衣服が濡ぬれてしまいました」

　それの何が──と訊きく前に秋晴は自力で答えを悟さとった。

　………………………………寒い。

　さっきまでも寒かったけど、今はもっと寒い。というか、冷たい。

　外がい套とうだけじゃなくて、中に着ている服まで水が染しみ込んできたのか、氷の塊かたまりを押しつけられているように冷たい箇所がいくつもある。しかもその範囲が徐じよ々じよに広がっているのが、体で分かる。

　動いていれば少しは温かくなるかもだけど、それにしたってこれはキツい……！　谷間で風がガンガンに吹き込んでくるから、余計に冷たさが倍増するし。

　これは深刻にまずいんじゃないかと秋晴が震ふるえていると、同じく濡れているのに無表情なままの深閑が口を開いた。

「ルートを変更します。到着は大分遅れてしまいますが、仕方ありません」

「それは、いいけど……何とか、なるのか？」

「はい、大丈夫です。解決策はありますので、焦あせらず急ぎましょう」

　そう言って、自分に背を向け歩き出す深閑に、秋晴は慌あわててついて行った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　渓けい谷こくに落ちてから、たぶん十分くらい経たった頃。

　深み閑かんの先導の下で辿たどり着いたのは、煉瓦れんが造りの小さな小屋だった。

　鍵かぎのついていないその小屋に迷わず深閑が入って行くので、秋あき晴はるもそれに続く。小屋の中は暗くて、誰もいなさそうだった。

　室内の温度は外と大差無いんだろうけど、風が防げるだけで十分に暖かく感じられる。空腹の時だと酢す昆こん布ぶでも食べられれば有り難いのと同じかもだ。

　ドアを閉めると殆ほとんど何も見えないので、秋晴は入り口の近くで重い荷物を降ろし、目が慣れるのを待つことにする……が、暗さに目が順応する前に、深閑がどこから持って来たのか古ぼけたランプに火を灯ともして、部屋の隅すみの壁に掛けた。

　まだ薄うす暗ぐらくはあるけど、これでようやく小屋の中に何があるか見える。壁の近くにスコップや鶴つる嘴はし、積まれた木材やロープなんかもあって、ドアとは反対側の壁には暖だん炉ろも設置されていて、如い何かにも山小屋って感じだ。

「ここ、勝手に使って大丈夫なのか？」

「ええ、平気です。有事の際に使用出来ない山小屋など殆ど価値もありませんし──何より、ここは私の所有している山ですから」

「そっか、それなら…………って、ぇ？」

　説明されて納得しかけた秋晴は、さらっと流された情報に疑問の声を上げてしまう。

　今、フツーに言ったけど……所有してるって言ったよな？　しかも、山。山小屋じゃなくて、山ときた。

　つまりそれは、

「この山が、深閑の？　え、じゃあ、俺おれ等らが泊まったホテルは!?」

「経営を任せているのは現地の友人ですが、オーナーは私です。正確に言えば、この周囲一帯が私の土地になりますね」

「…………」

　そんなゴージャスなことを淡々と言われても、正直反応に困る。

　どうリアクションすればいいのか秋晴が迷っている内に、深閑は部屋の隅に積まれていた薪まきを数本取って暖炉に入れて、英字の新聞紙を丸めてから、これも暖炉に。

　マッチを使って暖炉に火を入れると、今度は置いてあったロープを拾ひろい、何やら壁から壁へと掛けて……それも終えてから、ようやく一息吐つくように動きを止めた。

　ちょっとぼんやりしている間にパチパチと火が爆はぜる音がし始めて、秋晴は拍手したい気持ちになる。

　……というか、自分はまるで役に立たなかったなぁ。いくら教えて貰もらう立場でも、手伝いくらい出来たはずなのに。インパクトのある発言の直後とはいえ、気を取られ過ぎだ。

　これじゃ、駄だ目めだ。迷めい惑わくを掛けて、更さらに足手纏まといなんて最悪にも程がある。

　次に何かあればすぐに動けるようにしようと秋あき晴はるが反省していると、室内に張ったロープに外がい套とうを掛けていた深み閑かんがこちらを向いた。

「日ひ野のさん、貴方あなたも服を脱ぬいでこれに掛けて下さい。すぐには無理でしょうが、何時間かかければ今よりも大分良い状態まで乾くはずですから」

「了りよう解かい。でも、どちらかというと上着より…………っ!?」

　返事をしながら外套を脱いでいた秋晴は、自分もロープに掛けようと振り向いて、




　はらりとメイド服が床ゆかに落ち、深閑の背中が露あらわになる瞬しゆん間かんを見てしまった。




「なぁっ?!」

「……どうかしましたか？」
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　奇声をあげてしまった秋晴に、深閑はいつも通りの淡々とした声で訊たずねてくる。

　しゃがんでメイド服を拾い、丁てい寧ねいな手つきで畳たたむ姿も落ち着き払はらっていて──けど、動く度に立体感が凄すごいことになっている大きな胸が揺れて、えらいことに。

　これはまずいと、慌あわてて秋あき晴はるは目を逸そらす。清せい楚そなイメージの強い真っ白い下着に、細いけど柔やわらかそうな足に白色のガーターベルトとストッキングの組み合わせは、下へ手たをすると裸はだかより破壊力がある。

　しかも相手はクールビューティーな深み閑かんだ。それがあんな姿をしているのを直視したら、ダメージが絶大過ぎる……！

　逃げるように視線をやった床ゆかには深閑の影が映っていて、それがまた明確にどんな格好をしているのか教えてくれて──立ったままガーターベルトの留め具を外したり、ストッキングを脱ぬいだりするのがシルエットでも分かる。

　高校生男子には影でさえヤバい光景に、秋晴は無意識に後ずさりながら、

「だ、どっ……どうして、脱ぐ……!?」

　これ以上ないくらいシンプルに訊きくと、授業中と同じく淡々とした声が返って来る。

「服を脱いで掛けなさい、と私は言ったはずですが」

「言ったけど！　確かに言ったが、全部かよ?!」

「水が染しみていないのであれば下着は脱がなくて結構です。制服が濡ぬれているのは見て分かりますから、早く脱いで下さい」

「い、いや、だけど……」

　すぐ傍そばに下着姿の年上美女がいるってだけでもえらいことなのに、自分も脱ぐとか。そこに他意は無くて、服を乾かすには必要なことだっていうのは十分に理解しているけど、身も心も開放的になってしまう危険性が大き過ぎる。

　相手は深閑だから、何かしようものなら間違いなく反撃を食らって叩たたきのめされるんだろうけど、それでもチャレンジしかねない自分がいるし……！

　うだうだと邪じや念ねんに悩まされている間にも視界の端はしでは、深閑が自分の着ていた服を物干しロープに掛けていく。頼むから下着姿でそんな家庭的なことやらないで貰もらいたいです。見た目と行動のギャップがいらん刺激を与えてくれるから。

　ストッキングまで干し終えた深閑が自分の方を向くので、秋晴はどーすりゃいいんだと息苦しなってしまい、

「──異性の前で脱ぐのが恥ずかしいですか？」

「…………っ」

　普段と変わらない怜れい悧りさの込められた声に、図ず星ぼしを突かれた。

　真まっ直すぐにこちらを見る深閑の目は静かで、くだらない思考まで全すべて見透かされているような感覚に陥おちいってしまう。

　絡からめ取られたように視線が外せなくなった秋晴に、深閑は怒るでも呆あきれるでもなく、落ち着いた声で語りかけてきた。

「責めるつもりはありません。成熟した大人おとなでも恥ずかしく思う人が殆ほとんどでしょうから、貴方あなた達のような思春期の若者ならば当然とも言えます」

「…………」

「ですが、羞しゆう恥ち心しんを捨てるべき場面があるというのも事実です。濡ぬれた衣服を纏まとったままでは、暖だん炉ろの熱を受けたとしても風か邪ぜを引いてしまう可能性は大です。しかも今は体力を消費していますから、肺炎になるかもしれません。恥ずかしいのは分かりますが、体調を崩くずし病気に罹かかってしまう事の方が、より大きな問題です」

　淡々と、従育科の授業の時のように丁てい寧ねいに説明してくれる声を聞いて、秋あき晴はるは次第に頭が冷えていくのを感じた。

　深み閑かんの言っていることは正論だ。改めてくだらないことを気にしていると浮き彫りにされて、冷水をぶっかけられた気分になった……というのも、ある。

　でもそれ以上に、言葉の端はし々ばしからこちらを想ってくれているのが感じられたから……っていうのが大きい。口調は変わらないままだから、編入し立ての頃だったらこの微び妙みような違いに気付かないままだったかもだ。

「少なくとも私は、むざむざ教え子が病に倒れ伏すような真ま似ねはさせません。どうしても恥ずかしいのであれば、目を閉じていて下さい。私が脱ぬがせて差し上げますので」

「……や、それはちょっと、むしろ恥ずかしさが特盛りになるというか──うわ待って脱ぎますっ、今すぐ自分でやりますからっ！」

　余計な反論をしようとしたところで視線がちょっぴり冷たさを増したので、秋晴は慌あわてて制服に手を掛け──

　それでもやっぱり恥ずかしさが邪じや魔まをして、多少まごつきながら服を脱ぐことになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　服を脱ぐと、当然だけど寒い。濡れた服よりはマシなのかなー、と一いつ瞬しゆん思ったけど、即座に訂てい正せいせざるを得ないくらい寒いです。

　なので秋晴は制服とシャツを干した後、トランクス一枚というみっともない姿で急いで暖炉へと近寄った。

「さっむぅ……これ、服脱いでも風か邪ぜ引きコース一直線なんじゃないか？」

「そのままでは、そうでしょうね。日ひ野のさん、ザックを開けて貰もらえますか？」

「ザック……？」

　そういやすっかり忘れていたと、ドアの近くに置いたままだった荷物を持って深閑の所へ行き、防水加工もバッチリなザックの紐ひもを緩ゆるめて開ける。

　中には昼に食べた弁当の箱と水すい筒とう、その他にも色々な物があって、

「…………おー！」

「有りましたか？」

　何が、なんて聞き返す必要もない。一発で分かる。

　ザックの一番下に入っている、キャンプ用品一式。ナイフにヘッドライト、小さな折りたたみ式のテントもある。

　そして──一人用の、やや大きめの毛布が。

　橙だいだい色いろでいかにも暖かそうなそれを秋あき晴はるは引きずり出して、

「これだろ？」

「ええ、そうです。寝袋もありますが、残念ながら使用方法に難があるので、今は毛布の方が使い勝手がいいですね」

「……はぃ？」

　寝袋の使用方法なんて、中に入って寝るくらいしか思い付かないんだが。他にどんなアクロバティックな使用法があるんだ？　人を入れて吊つるす、蓑みの虫むし方式の拷ごう問もんとかなんだろーか？

　首を捻ひねりたくなるが、問題はそれだけじゃない。

　引いん率そつの関係上か、深み閑かんは生徒と違って荷物を持っていない。一応、昼食と飲料は持参していたみたいだけど、毛布を入れられるような物は無かったはず。

　一枚だけしかないのにどうするんだろうと秋晴が見守っていると、深閑は両腕うでを大きく左右に開いて毛布を広げた。

　そしてマントを纏まとうような形で、体を包み……って、ちょっと待って欲しい。一枚しかない毛布を使われてしまったら、自分はどうすりゃいいんだ。しかも生徒を思いやる発言の直後だってのに。

　色々な感情がたっぷり込められたその視線を、深閑はまるで気にする様子無く暖だん炉ろの前に行き、そのまま座り込む。

　……やばい、本格的に取り残された。体以外に心まで寒くなってきたんですが、これはどーすりゃいいんでしょーか？

　寝袋の中で泣き寝入るかなぁ……と、割と本気で思っていると、

「何をぼうっとしているんですか？　日ひ野のさんも、早くこちらへ来なさい」

「……へ？　でも、俺おれの分は、」

「一緒に使うに決まっているでしょう？」

　──そんな重大な決定事項、初耳です。

「やっ、でも、使わせてくれるのはありがたいけど、やっぱ問題ないか？」

「先程も言いましたが、有事の際に体てい裁さいを取り繕つくろうような真ま似ねをしても仕方ありません。覆おおった中で密着していれば、下へ手たな暖房器具を使うよりも熱が保てます」

「そうだろうけど……！」

　言いたいことは秋晴も分かるし、深閑が真剣なのも理解している。

　でも、だ。でもだよ。ただ見ていただけでも危ういものがあったってのに、更に密着するとか……！　毛布の中で、そんな、抱だき合うだなんて、まず過ぎる。

　一線を越えることは無いにしたって、セクシー系グラビアアイドル並みにスタイル抜群なセルニアや四し季き鏡かがみの沙さ織おりさんにも全く引けを取らない体の感かん触しよくに耐え続けるなんて、下へ手たするとストレスで胃をやられかねない。

　風か邪ぜか胃い潰かい瘍ようの二に択たくに秋あき晴はるが煩はん悶もんしていると、座ったままこちらを見上げていた深み閑かんが眉まゆを顰ひそめて、問いかけてきた。

「どうしました？　早くしないと風か邪ぜを引いてしまいますよ」

「だあっ、分かってるけど！　でもそんな、こんな格好で抱き合うって、いくらなんでも抵抗がありまくる！」

　殆ど自や棄け気味に『察してくれよ！』と言う代わりのダイレクトメッセージでいくと、

「抱き…………？」

　とても珍めずらしいことに、あの深閑が不思議そうに首を傾げた。

　皆かい既き月食と流星群が同時に見えたくらい貴重な光景に、秋晴は続けるつもりだった抗議の言葉を忘れて、様子を窺うかがってしまう。

　すると何秒かの後、自問自答で回答が見つかったのか、

「……違います、勘かん違いしないで下さい。私が言っているのは、毛布を共有して横に並んで座る形であって、正面から抱き合うのではありません……！」

　これまた深閑先生にしては珍しいことに、焦あせるような口調で訂てい正せいを入れてきた。

　うーわー、この初うい々ういしさすら感じられる反応はどうだよ？　従育科生の間で『もしかしたら天てん壌じよう慈じ家が極秘開発したメイドロボなんじゃなかろーか？』なんて冗じよう談だん混じりに囁ささやかれるくらい感情を表に出さない深閑がこの反応って。

　暖だん炉ろに照らされていることもあってやや赤らんだ顔は、どう考えても瞬しゆん間かん風速で世界遺産と並ぶ価値がある光景だ。

　しばし呆ぼう然ぜんとそれを見ていた秋晴だったが、深閑の目が鋭さを増してきたのに気付いて我に返り、

「ああっと……じゃあそーいうことなら、お言葉に甘あまえて失礼します……！」

　そそくさと深閑の隣となりに座り込んで、毛布で体を包む。恥ずかしさによる躊躇ためらいより、体に刻み込まれた恐怖の方が優先されるのは人として仕方がない。まだ生きていたいし。

　入ってみると、毛布は一人用にしては大きくて、ぴったりくっついて横に並べば二人の体を包んでもちょっと余るくらいのサイズだった。

　でもそんなことより、肩かたや二にの腕うで、それに太ふと腿ももの感かん触しよくが……！　ダイレクトに触ふれる深閑の肌はだはびっくりするくらい熱いし、くっついた瞬間にピクッと体が動くし……！

　違う、これは違う、あくまでも健康の為ためにやっていることなんであって──と何度も自分に言い聞かせて、秋あき晴はるはようやく隣となりにいる深み閑かんの顔を直視することが出来た。

　普段身に纏まとっている藍あい色いろのメイド服が無くて、息遣づかいが聞こえてきそうなくらいに近くにいると……なんか、違う。毎日のように顔を合わせているのに、全然違う印象に映る。

　おかげで余計にドキドキしてしまい、秋晴は少しでも気を紛まぎらわせられないかと、

「あー……それにしても、どうして横並びなんだ？　どちらかというと、背中合わせで座った方が温かいような気がするんだが」

　……まあ、自分で言っておいてあれだけど、そうしてたら心臓がバクバクいってるのが伝わっていて気まずさマックスになってたはずだから、ある意味セーフ。

　もし『じゃあ今からそうしましょうか』と言われたらどうしようと秋晴が自じ爆ばくしていると、隣から理知的な声が聞こえてきた。

「効率を考えれば確かにそうかも知れませんが、暖だん炉ろの火を見ている方が精神的に落ち着きますから」

「……なるほど」

「それからもう一つ。話をするのに相手の顔が見えないというのは、好ましくありません」

「なる…………へ？」

　自分にも都合の良い展開だったので反射的に頷うなずこうとしたものの、秋晴は言われた意味に気付き保留してしまう。

「話って……何を？」

「何でも構いません。今日の反省点でもいいですし、日ひ野のさんの日頃の行いについての感想を話すのもいいでしょう」

「ごめんノーサンキューです」

　服が乾くまでの説教コースは、流石さすがに勘かん弁べんして貰もらいたい。

「それなら世間話でもしましょうか。本当に、話題は何でもいいのです。話さえしていれば寝てしまうことは無いでしょうから」

「ええっと……つまりそれは、眠ねむいってことか？」

「今のところは、少しだけですが。雪山を歩き回って疲れていますし、冷えた体が温もりを感じているのですから、黙だまっていれば時間の問題でしょう」

　抑よく揚よう無く淡々と紡つむがれた言葉を聞いて、秋晴はまじまじと深閑の顔を見てしまう。これで今日は何度驚かされたか、もう覚えられない。

「……あんたもちゃんと疲れるんだな？」

「当然のことを言わないで下さい」

　ひょっとしたら冗じよう談だんかもと深読みをして深閑の顔をまじまじと見つめると、そこにあるのはやっぱりクールな無表情で、何も分からない。

　その代わり、という訳じゃないだろうけど、深閑自ら口を開いてくれた。

「貴方あなた達の授業だけならばともかく、理事長の御守おもりもありますから、なかなか疲れが抜けません。そこに長距離移動と雪山での訓練が加われば、体が休きゆう憩けいを欲して眠ねむ気けに抗あらがい難がたくなるのは当たり前のことです」

「やー……確かにそうなんだろうが、いつも平気そうな顔してるし」

「感情や体調が表情に出にくいのは昔からです。別に取り繕つくろっている訳ではありません」

　それを聞いて、秋あき晴はるは感嘆のため息を吐ついた。そんなつもりはなかったのに、どさくさで随ずい分ぶんと色んな情報をゲットしてしまったような気がする。これって極秘事項……ではないんだろうなぁ。そうだとしたら、いくら疲れていても深み閑かんなら喋しやべらないだろうし。

　でも従育科の皆には、ちょっと話しにくい。鬼おに軍ぐん曹そうも土ど下げ座ざして謝りそうな威圧感のある深閑が、実はそれなりに普通のところもあるって知ったら……親近感は涌わくけど、訓練の時に甘あまえが出そうな気がしなくもないし。

　どうしたもんだかなー、と秋晴は悩み──

「…………ぁ」

　何な故ぜかふと、半年程前のことを思い出した。

　初めて白はく麗れい陵りように来て、編入試験を受けた時のことを。

　五月の初旬に、普通の転校でもあるような筆記試験を受けて、それから別室で深閑と二人きりの面談になった。

　あの時、確か深閑は──

「……なあ、一つ訊きいていいか？」

「ええ、どうぞ。お答え出来るかどうかは分かりかねますが」

「そんな難しいことじゃない。俺おれが白麗陵の編入試験を受けた時、あんた言ってたよな？　あの時は流したけど……」

　社交辞じ令れいか何かだと判断した、あの時に言われた言葉は、

「『貴方のような人を私は歓迎します』って、あれはどういう意味だったんだ？」

　本当は編入してすぐに訊きたかったけど、色々ありすぎてタイミングを逃してしまい、これまで胸の奥に沈めていた。

　それでも、大事な出来事だったことに変わりはない。

　こんな機会は滅めつ多たにないので、退ひくつもりはないとアピールするように真まっ直すぐに相手の顔を見ながら、秋晴は答えを待つ。

　暖だん炉ろで燃える火の色を映す深閑の瞳ひとみが細められて、ゆっくりと一度瞬まばたきをしてから、

「言葉通りです」

　短く、染しみ込むような透明な声でそう言った。

「──編入の願書を受け、失礼ですが、日ひ野のさんのことは調べさせて頂きました。だから貴方の心が荒すさんでいた時期のことも知っていますし、家庭環境についても理解しています」

「…………まあ、それは調べられてるんじゃないかなー、って思っていたけど」

　大事なお嬢じよう様さま方が通う白はく麗れい陵りように一般人、しかも男を入れるんだから、当然だ。

　おかしいのはむしろ、調べたっていうのに自分が落とされなかった方だと思う。

「……日ひ野のさんは、白麗陵で育成する執しつ事じやメイドに最も必要とされる要素が何か、分かりますか？」

「え……技能とか、性しよう根ねとか？」

「性根は、少し惜おしいですね」

　そう言って、深み閑かんは再び目を細め、




「私は、一番大事なのは、『人を思いやる気持ち』だと思っています」




　陰で『冷れい凍とうみかん』なんて呼ばれている印象とは完全にかけ離れた言葉を、口にした。

「技術や繊せん細さいな気配りも、勿もち論ろん必ひつ須すといえるでしょう。しかしそれは後からでも身に付く物で、その気になれば誰にでも修得出来るものです」

「四し季き鏡かがみでも？」

「…………」

「…………」

「……そう、問題なのはその人の性格です。どれだけの気持ちを持って臨んでいるのかということです」

　うわ流しやがった。

　コホン、と小さく咳せき払ばらいをした深閑は、仕切り直すように、

「日野さんは、編入の動機に『誰かの役に立つ職業に就つきたい』『仕事だけじゃなくて、家族みたいにその人の生活を支えられるような職業に』──そう書いていましたね？　面談の際に、その動機に嘘うそ偽いつわりはないと判断しました。だから編入を許可したのです」

「……俺おれ、そこまで大層なこと言ったつもりは無いんだが？」

「そうかも知れませんね。ですが貴方あなたが口にした理由は、私がメイドになろうと思ったものと殆ど同じです」

「ぇ、マジでか？　そういやあんた、昔は白麗陵に通ってたって聞いたけど……」

「はい、理事長とは同学年でした。尤もつとも、私の家は格式としても経済的な面でも、白麗陵に入るには厳しいものでしたが……天てん壌じよう慈じ家に、縁えんがあったのでしょうね」

　ふぅ……、と感かん慨がい深げに息を吐はく深閑の姿は、滅めつ多たに見られるもんじゃない。ここからマーカーで線を引くくらい重要な話が始まるんだと、秋晴は授業を受ける時のように神しん妙みような面おも持もちで聞く体勢になる。

　もう半年近く色々と教えられてきたっていうのに、深閑のことを殆ど知らない。白麗陵出身で理事長と同級生だっていうのを知ったのもついこの間で、今日だって海外に山やらホテルやらを持っているなんて知ってえらく驚いた。

　そんな上流階級のお嬢じよう様さまだった人が、どうして従育科の教師になっているのか──純粋な興味だけじゃなくて、これからも教わっていく上で、ちゃんと聞いておきたい。

「理事長──楓かえでさんと初めて同じクラスになったのは中等部の時です。理由は分かりませんが、彼女は私に興味を抱いだいて、旅行やパーティーに何度となく誘さそわれました。その殆ほとんどは断ったのですが、ある時どうしても断り切れずに自宅へ招かれ……そして、白はく麗れい陵りようの前理事長でもあった彼女のお祖ば母あ様と会い、話す機会が与えられたのです」

「確か、凄すごくえらい人なんだよな？」

　なのにどうして孫まご娘むすめはああもボンクラに……とは、言えない。陰口っぽいからというより、事実過ぎて口に出しづらくて。

　話しながらこちらを見る深み閑かんは、無表情なのに瞳ひとみだけはほんのりと柔やわらかい色に染めて、続きを話し始めた。

「ええ。日本でも有数の権勢を持つ天壌慈家を、女性の身でありながらその才覚と人望を以もつて牛ぎゆう耳じられた方ですから。政治経済に関わる能力だけでなく、そこにいるだけで心を奪われるようなカリスマ性も備えていて……だというのに、私のような木こっ端ぱに対しても、孫の友人として優しく接して下さいました」

　……深閑が木っ端なら自分や轟とどろきはどこの岩底に潜ひそむ虫けら野や郎ろうなんだろーか。知りたくないので、考えるのは却きやつ下か。

「何度かお会いする内にお慕したいする気持ちが少しずつ増していき、高等部を卒業する頃には将来に歩む道を決めていました。あの方の負ふ担たんを少しでも取り除き、笑顔でいられる時間を増やして差し上げたいと……子供だったとはいえ、僭せん越えつにも程がありますが」

「……で、メイドになったのか？」

「はい。大学には進級せず、必要とされるであろう様々な技能を修得することに四年ほど費やしました。未熟な身ですので、見習いの立場から仕つかえさせて頂こうと志願したところ──楓かえでさんの御守おもりを頼まれたのです」

　……おお、繋つながった。ぐるっと回って、そう来るのか。

　予想よりちょいと重い話だったけど、興味深かったのでつい聞き入っていた。人に歴史有りっていうのはこういうことなのかもだ。

　そんな風に秋あき晴はるが一人で勝手に納得していると、いつの間にやら深閑がこちらの顔を覗のぞき込んでいて……焦あせる。そーいうのは、もう少し自分の美人っぷりを理解して自じ重ちようして欲しいところだよ。教育者として、青少年を無む駄だにドキドキさせないで貰もらいたい。

　でもまあ、そんなことより──深閑の話を聞いて、素直に感動している自分がいた。

　だから秋晴は、茶ちや化かすことも感想を言うこともせず、ただ黙だまって目の前にいる先せん輩ぱいの言葉を待つ。

　思い出話に一区切りついた深み閑かんは無表情に戻っていて、いつもの授業で総そう括かつする時のように喋しやべり始めた。

「私と日ひ野のさんの違いは、一つだけです。私には仕つかえたい特定の人がいて、日野さんにはまだいない──それだけのことです。仕えるべき方の輪りん郭かくさえ覚おぼ束つかない状態で鍛たん錬れんに励むのは大変でしょうが、だからこそ私は貴方あなたに……貴方達に、期待しています」

「……でも俺おれ、評判悪いっぽいけど。それに、轟とどろきみたいなアホもいるのにか？」

「キチンと真価を見出せる人はどこにでもいます。勿もち論ろん、白はく麗れい陵りようにも。轟さんの場合は、動機が不純かつ純粋ですので、それを理解した上で上う手まく扱える方が現れるでしょう。能力的には問題ありませんし、大丈夫……と、願っています」

　最後の方は、少しだけ口元を緩ゆるめていた。もしかして微笑ほほえんでいたのかもしれないが、変化が小さすぎるから確信が持てない。

　それに、あの轟に対して、なんと寛かん容ような。これも元はお嬢じよう様さま組だから出て来る発想なんだろーか？　少なくとも秋あき晴はるには、あの危険人物をそこまで評価してやれない。

　そして、同じ事は自分にも言えた。

　秋晴はこっそりと深く息を吐はき……つい、普段は安全ピンが付いている右耳を、いつもの癖くせで触さわってしまう。深閑が期待しているなんて、不ふ甲が斐いない自分にはちょっと荷が重い。

　……まあ、でも。

　それ以上に、嬉うれしく感じている自分もいるんだから、これからは今まで以上に頑がん張ばるしか無さそうだった。

　少なくとも、身を挺ていして守られていながら恩に気付かないフリをする器用な真ま似ねなんて、自分には出来っこないんだし。

　まだがむしゃらに、やれるだけ努力する方が気持ち的には楽だ。

　そう思うと顔が熱くなってきて、秋晴は照れ臭くさい気持ちを堪こらえながら、

「……今日のことは誰にも言わないけど、忘れないようにしとく」

　何やら青春宣言みたいなことを口走って、恥ずかしさに頭を掻かいた。

　すると深閑は、氷の無表情を溶とかして微笑ほほえみ──を浮かべるようなことはなく。

「いえ、忘れて下さい。無論、口外も許しません」

　……むしろ氷柱つららの鋭さで睨にらんで来るっていうのは、どういうことでしょーか？

　火に照らされて頬ほおに赤味が差している深閑は、真剣に拷ごう問もんを考えているような恐ろしい目をして、

「そう、忘れて下さい。緊急事態に、その上相手が生徒とはいえ、男性の前で下着姿を晒さらすような真似をしたなど……誰にも知られたくありません」

「っ……!?」

『え、そこなの!?』、と突っ込むのはギリギリで止められた。危き機き一いつ髪ぱつだったけどよくぞ堪こらえたと言える。

　でも意外過ぎてポカンとしてしまった秋あき晴はるは、まじまじと深み閑かんの顔を見るだけしか出来なくなる。

　そこにもう一つ、まるで予想外の言葉が耳に飛び込んできた。




「……その、幼少期を過ぎてから異性の前でこうも肌はだを晒さらすのも、間近で接するのも初めてなのです。後ご生しようですから、あまり見ないで下さい」




　…………これまた刺激に溢あふれた告白がきたよ。しかもこんなセリフ言っておいて、表情は変わらないってどういうことなのか。

　でも今のを恥ずかしそうに言われたら、たぶん理性の畑がハリケーンの直撃を受けたようになっていたはずだから、その意味ではセーフ──だが。

　それなりに服が乾かわくまでの間、このまま意外性に溢れた刺激的な時間を過ごすことを考えると、秋晴はいっそのこと気を失いたくなった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「あー、生き返ったぁ……」

　ベッドに倒れ伏すと全身が溶とけるような錯さつ覚かくに襲おそわれて、動く気が無くなる。風ふ呂ろ上あがりでちゃんと髪かみを乾かしてないけど、ドライヤーまで遠い。手の届くところにあってもやるかどうか不明なくらいに疲れ切っている。

　もうこのまま寝てしまおうかと秋晴がぼんやりしていると、頭に何かが被かぶさった。手に取ってみるとそれはタオルで、顔を上げるといつの間にやらすぐ近くに仏ぶつ頂ちよう面づらの大だい地ちが。

　ルームメイトはこちらを見下ろす形で睨にらみ、

「……全く。人に心配を掛けておいて、呑のん気きなものだな」

「っと、悪い。そんでもって、ありがとな」

　礼を言って、ガシガシとタオルで髪を拭ふいていく。大地はまだ何か言いたそうな顔のままで、この感じだとすぐには機き嫌げんが治りそうになかった。

　目の前にいる大地だけでなく、色んな人に迷めい惑わくと心配を掛けてしまったことは、秋晴も十分に反省している。

　本来の予定なら夕飯が済んでいる頃にホテルに戻った秋晴達を、他の連中は食事をせずに待っていてくれていた。その上、四し季き鏡かがみは抱だき付いて泣きまくるし。おかげでまたも地じ獄ごく経験値が溜たまる羽は目めになった。……や、押しつけられた胸の感かん触しよくでどうとかじゃなくて、力一杯抱き付かれたから、リアルに呼吸困難になりかけたので。

　三さん家けも少し涙なみだぐんでいたし、轟とどろきでさえ頭の悪いセクハラ発言はしなかった。にやにや笑いはいつものことだけど、あれはきっと空気を重くしない為ためだと思う。考えすぎという説もあるが、今日くらいは信じたい。

「にしても、無事に戻れて良かった。俺おれにはまだ四季鏡の世話まで焼く余よ裕ゆうはないって、改めて痛感させられたよ」

「……僕が近くにいれば、こんなことにはならなかった。反省したのなら次からは僕の目の届くところに居ろ」

「そうだなぁ。自由にパートナー選んでいいっていうんなら、やっぱ大だい地ちと組みたいな。安心出来るし」

「…………また日ひ野のは都合の良いことばかり……」
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　本心からそう言ったのに、何な故ぜか大地はむくれてそっぽを向いてしまった。もしかしたらお世せ辞じだと思われたのかもしれないが、流石さすがに疲れて眠ねむいからフォローをする気力もない。

　山小屋で深み閑かんと過ごした数時間は、なんだかぼんやりとしか覚えていない。ただただ辛つらかったことは記き憶おくにあるし、完かん徹てつと同じくらいの時間に感じもしたけど、会話の内容なんて半分も留まってなかった。

　あの辛つらさに比べれば、明日あしたのスキーも、明後日あさつてのビバーク実施訓練も大したことないなー。やっぱり筋肉を酷こく使しするより、精神的にいたぶられる方がダメージがでかいから。

　本当に今日は色々あったとしみじみ思いつつ、

「くぁ…………駄だ目めだ、もう持たないから、俺は寝る……」

　大きな欠伸あくびが出たのを切っ掛けに、秋あき晴はるは髪かみを拭ふくのを中断した。水分は粗あら方かた吸い取れたはずだし、風か邪ぜは引かずに済むと信じる。今は疲れに疲れた体を休めるのが大切だ。

　死んだように寝てやろうと、秋晴が瞼まぶたを閉じる……その、前に。

　隣となりのベッドに腰掛けた大だい地ちが、「そういえば」と呟つぶやいた。

「日ひ野の。お前が風ふ呂ろに入っている間に、携帯が鳴っていたぞ。すぐに切れてしまったが」

「ん、マジで？　海外なのに電波が届くのか？」

「そんなことは知らない。一応、確かめてみるといい」

　言われるがままに携帯に手を伸ばし、画面を開く。すると確かにメールの着信を知らせるアイコンが出ていた。

　海外の、それも山の中でもちゃんとメールが届くなんて、ハイテクな世の中だと感心する。まあでも、メールを送ってくるのは朋とも美みかセルニアか、もしくは従い姉と妹この棗なつめくらいだ。

　きっと大した用件じゃないんだろうなと、ぼんやりしながら開けてみて…………

「…………………………なあ、大地」

「うん？　何だ？」

「俺おれが戻るまでに、何かあったか？　特に、四し季き鏡かがみ辺りに」

「……そうだな。流石さすがに責任を感じて、気が気でない様子だった。岡おか達に宥なだめられていたし、姉にも連絡を取っていたようだ」

「…………………………それか」

　携帯の画面に視線を落とし、秋晴は呟つぶやく。

　日本にいる朋美から来た、一通のメールに釘くぎ付づけのままで。





Title：ねえ、

From ：彩さい京きよう朋美

本文 ：ベルトで拘こう束そくした四季鏡さんを秋晴が無理矢理脱ぬがそうとして、助けに入った深み閑かん先生と二人で谷に落ちたっていう噂うわさが白はく麗れい陵りようで広まってるんだけど……釈しやく明めいは、ある？

　　　あるんだったら、是ぜ非ひとも聞かせて欲しいんだけど






　……噂が、広まってますか。微び妙みような配分で事実が混ざっている、そんな噂が。

「…………日野？　どうかしたのか？」

「やー…………あはは……なんか、日本に帰りたくなくなってきた……」

「何だと？」

「……大だい地ちも、一緒にこっちに残らないか……？　二人で誰も知らない土地に行って、再出発決めようぜ……」

「なっ……!?　それは、その……どういう意味だ?!　おい日ひ野のっ、ちゃんと説明を──」

　近くで大地が何か言っているけど、今の秋あき晴はるにその対応をするだけの余力は無く。

　寝て起きたら全部夢だったってことにならないかなー、と真剣に願いながら、ずぶずぶと眠ねむりの世界に落ちていった。
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「……………………………………これは……」

　元は超お嬢じよう様さま学校ということで全国に名高い、私立白はく麗れい陵りよう学院高等部──の、校舎にある昇降口で。

　日ひ野の秋あき晴はるは、下げ駄た箱ばこに手を掛けた姿勢のままで固まっていた。

　視線の先にあるのは、自分の靴くつ。だけど注意を引いているのは上うわ履ばきじゃ無くて、その上に載のっている物だ。

　薄うす暗ぐらい下駄箱の中でもそれなりに目立つ、二つに折られた白い便びん箋せん。

「……これは、もしや……」

　頭の中では『絶対そうだろ』という声と『いやそんなまさか、ご冗じよう談だんを』と水を差す声が激しくぶつかっていて、互いに譲ゆずろうとしない。

　どちらが正解かなんてことはすぐに分かる。ちょっと手を伸ばして紙を取り、書かれた内容に目を通せば一発だ。

　そうと分かっているのに、秋晴は動けない。気分は爆ばく弾だん処理班と一緒だ。ほんのちょっとでも対処を間違えたら何もかもが木こっ端ぱ微み塵じんになるような感じがして、迂う闊かつに触さわれない。

　でも、このまま硬直しているのも駄だ目めだ。まだ早い時間なので登校してくる生徒は少ないが、そろそろ部活の朝練も終わる頃合いのはず。未だに自分に慣れない生徒に悲鳴を上げられたり気絶されたりするのを避さける為に早く来ているけど、悠ゆう長ちように突っ立っていられない。

　なので秋晴は覚かく悟ごを決めて二つ折りの便箋を手に取り、それを開こうと──

「あら？　秋晴、もう来たの？」

「ぅわっ……と、朋とも美みか」

　いきなり声を掛けられて心臓が口から飛び出そうなくらい驚きながら、手だけは高速で動いてモーニングコートのポケットに便箋を仕し舞まい込む。くしゃっとなった手て応ごたえが残念だけど、この期ごに及んで気にしていられない。

　だって、選よりに選って昇降口に現れたのは、幼おさな馴な染じみの彩さい京きよう朋美だ。一年上育科首席にしていじめっ子資質ナンバーワンのこいつに見られたら、一体どんな風に事態をねじ曲げられるか分かったもんじゃないし。

　秋晴がそんなことを考えているとはまるで知らないはずの朋美は、少しだけ怪け訝げんそうな顔になって近付いて来て、

「何よ、その反応？　真夜中に警察官とバッタリ遇あったような感じだったわよ？」

　うん、凄すごく正解に近い。ただし遇ったのは国家公務員じゃなくて、腹黒なトラウマメイカーなんだから、心に疚やましいものが無くたってこれが正しい反応な気もする。

「や、誰もいないと思ってたのにいきなり声を掛けられたら普通は驚くっての。しかもそれが朋美だなんて」

「わたしだと、何なのよ？」

「だってお前、朝弱いだろ。それがこんな時間から来るって、どんな奇き跡せきだよ？」

　小さい頃はそうだったし、この前に朋とも美みの家へ行った時に母親の美み佳か子こさんもそれっぽい話をしていたから、確定情報のはず。

　なので登校時刻の二十分前に来るだなんて、驚かない方がおかしい……うん、完かん璧ぺきな言い分だ。訝いぶかしむ余地はどこにもない。

　……だというのに、どうしてあの腹黒さんはこっちの思おも惑わくを測るような目で見てくるんだろうなぁ……何もおかしなことはしていないはずなのに。

　相変わらず油断の出来ない幼おさな馴な染じみさんは靴くつを履はき替えながら、ちらりとこちらを見上げて、

「わたしは日直。やらなきゃいけない仕事は号令くらいだけど、職員会議の前に各教科の先生に授業予定を聞いて、事前に手伝うことにしているのよ」

「うわー……たまに早くからいると思ったら、そんなことしてたのか」

「優等生っぽいでしょう？　先生に対してポイント稼かせぎするつもりはあまりないけど、日頃からこういう行動を心掛けておかないとボロが出ちゃいそうだから。中等部の時からずっとやってるの」

　自じ嘲ちよう気味に朋美は笑うが、秋あき晴はるとしてはむしろ感心する。いくら日直の頻ひん度どが月一ペースとはいえ、こんな地味な努力を続けているっていうのは凄すごい。

　猫ねこ被かぶりでも徹底していると尊敬の域にまで達するんだなぁ……、と秋晴がしみじみ思っていると、履いてきた靴を仕し舞まい終えた朋美が振り向き、

「それじゃ、わたしはもう行くわね。教師とスキャンダルを噂うわさされている秋晴と二人きりでいるところを見られたら、何て言われるか分からないし」

「だぁっ?!　お前までそれを言うか！」

「今日こそ言うべき話題じゃないの。昨日きのうまでは顔を合わせなかったんだし」

「メールでちゃんと説明しただろーが！　その後の電話だって！」

「ああ、そんなこともあったわね」

　そんなことも、で済まされてたまるか。『噂の沈静化にご協力お願いします朋美さん』と何回言わされたと思っていやがる、この腹黒め。

　先週末まであった従育科合宿から、まだ二日しか経たっていない。今け朝さだって朝食の時、仲間であるはずの従育科生にまで何やらヒソヒソ話されていたし、体の方も筋肉痛が残っていて悲鳴を上げている。

　確かに休み明けの月曜にぴったりなホットな話題で、だからこそ朋美にはどうにかして貰もらわないと困る。なのに率そつ先せんしてからかってくるとは……！

　約束を反ほ故ごにするつもりかコノヤロウと言わんばかりに睨にらんでやるが、まるで気にしていないのか朋美は優等生モードの笑顔になった。

「それでは秋晴くん、また教室で。あまり怖い顔をしていたら駄だ目めですよ？」

　澄ました風にそう言うと、さっさと先に行ってしまった。

　朋とも美みの後ろ姿が通路の向こうに消えたところで、秋あき晴はるは、

「誰のせいだと思っていやがる……ったく」

　呟つぶやいて……それから、大きく息を吐はいた。

　モーニングコートのポケットに右手を突っ込むと紙の感かん触しよくがあって、無事に隠かくし通せたことに心底から安あん堵どする。まだ合宿の疲れが残っているってのに、朝っぱらから緊きん張ちようの連続で早くも寮りようのベッドに帰りたくなって来た。

　だけど、この紙が朋美に見つからずに済んで良かった。人に宛あてられた手紙を勝手に読むような不作法な真ま似ねをするヤツじゃないけど、問い詰められたらいつの間にやら自分から見せてしまっていたかもだ。

　最悪の事態は避さけられた……が、のんびりしているとまた知り合いに出会でくわす可能性もある。

　なので秋晴は急いで靴くつを履はき替え、一人になれる数少ない場所の男子トイレへと駆かけ込んだ。個室に入って鍵かぎを掛けて、荷物は蓋ふたがされたままの便座に置き、それからポケットの中の手紙を取り出す。

　少しくしゃっとなってしまった紙を掌てのひらで挟んで伸ばし、

「………………よし」

　体てい裁さいが整ったところで、一度間を置いて──

　秋晴は覚かく悟ごを決め、そっと便箋を開く。

　心臓が早はや鐘がねを打って落ち着かない中で見たのは数行の短い文章で、そこには簡潔なメッセージが踊おどっていた。





『日ひ野の秋晴様

　突然ですが、付き合って下さい

　本日の放課後、視聴覚室で待っています』






「………………………………きたよ、おい……」

　ちゃんと中を見るまで、実は半信半疑だった。

　もしかしたら時代遅れの不幸の手紙とか、轟とどろきあたりが冗じよう談だんでやったとか、そんな可能性ばかり考えていた。

　──しかし、これは。

　紛まごう事なき女の文字で、内容だってシンプルかつ真まっ当とうなものだ。

　つまり、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の、人生初の、

「ラブレター……！」

　思わず手紙を頭上に掲げて、秋晴は輝かしい逸いつ品ぴんを仰あおぐように目を細め……

　それからふと、我に返って呟つぶやいた。

「…………にしても、誰が書いたんだ、これ……？」

　宛あて名なはあっても差出人が書かれていない事実に、秋あき晴はるは首を傾げる。それから便びん箋せんを何度も引っ繰り返し、ヒントになりそうなことが何もないことを確認。筆ひつ跡せき鑑かん定ていなんてスキルは、深み閑かんじゃないので当然身に付けていない。

　どうしたもんかなー、と悩みはしたものの、出来る事なんて無いに等しい。まさか『俺おれの下げ駄た箱ばこにラブレター入れた人、手を挙げてー！』と言いながら各クラスを回るような真ま似ねが出来るわけないし。もし該がい当とう者しやが見つかっても、次の瞬しゆん間かんフラれそうだよ。

「……となると、だ」

　もう一度手紙を見直してから、秋晴は丁てい寧ねいに便箋を二つ折りにしてポケットにしまう。

　手紙の主が誰なのかは、放課後まで持ち越しということになりそうだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　真まっ当とうな高校生が朝一でラブレターを貰もらえば、授業になんて集中出来るはずもない。編入以来、何な故ぜだかやたらと忍耐力を試されるようなことばかり起きているので、それなりに精神的にはタフになっているとは思うが、それとこれとは別。まるで違う話だ。

　そんな訳で、午前の授業は勿もち論ろん、昼休みの奉ほう仕し活動も全然手に付かなくて……いやまあ、昼の客がゼロだったってのも大きかったけど、それはそれとして。午後の座ざ学がくでも深閑に注意されたし、これはちょっとまずかったと思う。

　ただ、考えるにつれて、浮かれ気分は殆ど消えていった。

　ラブレターを貰えたのは嬉うれしいけど、相手は不明のまま。見当も付かない。

　それに相手が上育科のお嬢じよう様さまでも従育科の同級生だとしても、付き合うっていうのはどうなのかという気持ちが秋晴にはある。まだまだ未熟で、課題ですら満足にこなせない身で交際だなんて、ちっとも考えられないし。

　となると、断るのが前提になるけど……もし相手が知り合いで、しかもそれなり以上に仲良くやっているヤツだったら、どうしたものか。

　例えば、朋とも美みとかセルニアとか…………うん、考えるだけ無む駄だだな。朋美なら確実に何かの罠わなだし、セルニアが手紙なんて遠回しな手段を使うはずがない。

　まあ他の相手でも難しい問題には変わりがないので、浮かれるというよりは重苦しさを感じつつ、秋晴は足を止めた。

　目の前には、視聴覚室のドア。何度も入ったことがあるのに、今日は異様に開けづらい雰ふん囲い気きに感じられて、心しん拍ぱく数すうが上がってくる。

　とりあえず二度ほど深呼吸をして…………みたものの、落ち着くのは無理だった。初めて経験する類たぐいの緊きん張ちよう感かんだなぁ、これは。

　このまま回れ右をして帰りたいチキンな本音をどうにか収め、秋あき晴はるは大きく息を吐はいてから視聴覚室のドアノブを捻ひねる。

　既すでに手紙の主は来ているようでドアに鍵かぎは掛かっておらず、スムーズに開き……

「──あら？　早かったですね？」

「………………………………………………ええぇ？」

　中にいたのがあまりに予想外な人物だったので、思わず変な声が出た。

　本当に、これっぽっちもその可能性は考えていなかった。

　たぶん同級生の誰かだろうと思っていたのに、上級生。

　それもただの上級生じゃなくて──恐らくは白はく麗れい陵りようで一番美人な上級生だ。

「まさか……沙さ織おりさんが？」

　既に一度寮りように戻った後らしく、窓際のイスに座る四し季き鏡かがみ沙織は私服姿だった。

　薄うす手でのカットソーにかなりミニなデニムのスカート、足は黒のストッキングに包んでいてと、いつもながら色っぽい。

　……でも、なんとなく服が安っぽいというか、雑な造りに見えるのは気のせいなのか。夏休み前に見た、明らかに『これ、量販店で買いました』って感じの服より、更にグレードが低いように思えるんだが。

　告白にはちょっと相応ふさわしくないんじゃないかなと秋晴が疑問を感じていると、沙織は組んでいた長い足を解いて立ち上がった。

「やっぱり先に来ておいて正解だったみたいですね。行き違いになるようなことがあったら面倒ですし」

「……ん？　その言い方だと、俺おれの下げ駄た箱ばこに手紙を入れたのは沙織さんじゃないのか？」

　気になる発言に質問するが、どうしたって視線は泳いでしまう。だってカットソーは大だい胆たんに胸元が開いているし、おまけに生き地じが薄いから服を盛り上げている膨ふくらみが際だって見えて、密室で向かい合うにはちょっと刺激が強い。

　ここに来た理由とは関係無しに血圧が上がってきた秋晴は、努めて平静を装いながら、

「差出人じゃないのに、事情を知っているってことは……」

「ええ、たぶんご想像の通りです」

「じゃ、やっぱり手紙を寄よ越こしたのは──」

　肝かん心じんの名前を言う前に、秋晴はパタパタと忙せわしない足音を耳にして振り返った。

　開けたままのドアの向こうに現れたのは、毎日のように見ている従育科女子制服のメイド服。というか、ついさっきまで一緒に授業を受けていた相手だ。

「おっ、お待たせしましたっ」

　そう言って頭に付けたヘッドピースが落ちそうな勢いでお辞じ儀ぎをする四季鏡早苗さなえの姿に、秋晴はるは納得の吐と息いきを吐つく。沙さ織おりさんがいたのは、妹が手紙を出したことを知っていたからだ。勿もち論ろん、内容も。

　となると、この二対一の状態で確認作業に移るのか？　数的不利はあんまり意味無いけど、追い詰められたような気分になるのは何な故ぜだろーか？

　そしてもっと重要なのは、午後の授業だけじゃなくて、寮りようのロビーや食堂でも顔を合わせる相手ということで──まずい、もっとちゃんとシミュレートしておけば良かった。

　色いろ恋こい沙ざ汰たに気を揉もむ余よ裕ゆうなんて無いのは間違いないけど、相手が従育科生なら一緒に切せつ磋さ琢たく磨まするっていう見方もあるわけで……

　それに四し季き鏡かがみのことは嫌きらいじゃない。極度の天然ドジ娘むすめってところに目を瞑つむれば、十分に美人だしスタイルは抜ばつ群ぐんにいいし……ああもう、この期ごに及んで勿もつ体たいないとか思い始めた自分は死ねばいいなぁ。

　秋晴が煩はん悶もんしている間にも、視聴覚室へと入って来た四季鏡はドアを閉めて、こちらのすぐ近くへやって来る。

　珍しく真剣味の濃い表情をした四季鏡は、スーハーと大きく呼吸をして、それからキッと目に力を込めた。

　ヤバイ来る、と秋あき晴はるが思うのと同時に、

「あのっ、日ひ野のさん！」

「は、はい……」

「手紙には書きましたけど……その、私……私……」

　完全に気け圧おされてしまい若じやつ干かん及び腰ごしになる秋晴を見つめて、四季鏡は胸の前でぐっと両手を握にぎり締めた。

　これは最も早はや、はぐらかすことも出来ない予感が。受け入れ態勢が不十分だとか言ってられないし、時間の猶ゆう予よすら与えてくれそうにない。

　うわヤバイ本気でどうしよう、とパニック映画のクライマックスシーン並みに慌あわてまくる秋晴の前で、四季鏡は頬ほおを赤く染めた。

　いつもはどこかとろんとした瞳ひとみが、真まっ直すぐに自分を捉とらえていて、金かな縛しばりを受けたように動けなくなる。

　決意を、その思いを込めるように、もう一度深く息を吸って──

　そして止める間もなく、肝かん心じんの言葉が紡つむがれてしまった。




「私の特訓に、付き合って下さいっ！」




　防音設備の整った視聴覚室でなければ外にまで聞こえそうな大きな声は、すぐ近くにいた秋晴の頭をダイレクトに揺さぶった。

　ただし声量ではなくて、発言内容の方で。

　…………ええと、聞き間違えでなければ……

「……私『の』？　『特訓に』？　付き合って下さい？」

「はいっ、手紙に書いた通りです！」

　いや全然手紙通りじゃないよ。物もの凄すごく大事な部分がすっかり抜けてたから。

　まあ、なんだ…………ということは、つまり…………

『付き合う』の意味が違った、と。

　告白とかじゃ、無いと。

「でも、良かったです！　来てくれたということは、日ひ野のさんは協力して──あれっ？　あの、どうしてしゃがみ込んでるんですか？」

「………………何でもない」

　そうとしか答えられなかった。よもや言葉足らずに対し勘かん違ちがいをして、一人勝手に浮かれたり悩んだりしていただなんてこと、知られたら恥ずかしすぎて死ねる。

　よろよろと、精神的ダメージはまるで回復していないまま秋晴は立ち上がり、心配そうにこちらを見ている四し季き鏡がみに向かって、

「……んで、何でまた俺おれに頼むんだ？　もっと適役なのがいるだろ？」

「というと……？」

「ほら、従育科の女子連中とか。もしくは、成績の優秀な大だい地ちとかの方が良いだろ」

　轟とどろきのヤツも実技に関しては優秀だけど、敢あえて名前は挙げない。だってあいつに任せたら、何かと理由を付けてエロい方向へ持っていこうとするに決まっているから。

　まあ、似え非せ関西バカは論外だとしても、自分が選ばれるのはどう考えても下から数番手だと思うので、当然の質問だ。

　……他の女子を選んでくれていたらこんな誤解せずに済んで、壁に頭を打ちつけたくなるような精神的ダメージも無かったのになぁ。恨うらむようなことではないけども。

　そんな風に内心で乾いた笑いを浮かべていた秋あき晴はるだったが、向かい合う四季鏡を見ているうちに、少しずつ頭が冷えていった。

「日野さんがピッタリなんです。私達よりも後から従育科に入って来て、初めのうちはいつも後ろの方の成績で……でも、最近では他の皆さんと遜そん色しよくないです。特に細かい作業の時なんて、上位グループにいて……」

「あー……まあ、地味な作業は得意だからなぁ」

「でもでもっ、きっとたくさん努力したから今の日野さんがあると思うんです！　だから私、日野さんみたくなりたいんです！」

　そんな恥ずかしいセリフを、堂々と言ってくれた。

　ドジで気合いが空回りっ放しの四季鏡だけど、今日はいつにも増して目が真剣だ。ありありと決意が窺うかがえるというか、ピラニアだらけの川を背後に陣じんを引いたくらい不ふ退たい転てんの意志が感じられる。

　右耳の安全ピンを弄いじりつつ、どうしたもんかなー、と考えるが……

「正直、人に教えられるようなことは殆ど無いんだけどな」

「でも、私っ、」

　こうも真まっ直すぐな態度を取られてしまうと、秋あき晴はるとしては返せる言葉なんて一つしか無くなってしまう。

「──ま、やれるだけやってみっか。やる前から諦あきらめるのは好きじゃないし」

　そんな風に、分かり易やすい降参の答えを言うしかなかった。

　……しかし恥ずい、口に出すと滅め茶ちや苦く茶ちや恥ずいぞこれ……！　あと、お願いだから四し季き鏡かがみはそんなキラキラした目を向けないで欲しい。疑うことを知らない子犬か、こいつは。

　四季鏡の純粋な瞳ひとみ攻撃に耐えきれなくなった秋晴は、逃げるように姉の沙さ織おりさんの方を向き、それから小さく咳せき払ばらい。

「で、沙織さんはこの後、どうするんだ？」

「折せつ角かくなので、お付き合いさせて下さい。邪じや魔まにならないよう努力しますから」

「いいけど、見ていて楽しい内容にはならないと思うぞ？」

「構いません。大事な妹が頑がん張ばる姿を見守れるだけで十分です」

　おお、なんか凄すごく姉っぽい発言が来た。『上育科で最も残念な人』というこれまでの認識を改めなくちゃいけないかもだ。ちなみに白はく麗れい陵りよう全体だと、理事長と沙織さんの一いつ騎き打ち。どっちも群を抜いて残念な逸いつ材ざいといえる。

　これが姉パワーなのかと感かん慨がいに耽ふける秋晴に、四季鏡の張り切った声が聞こえてきた。

「それでは早速、お願いします！」

「っと、それじゃ移動するか」

「あら？　ここでやらないんですか？」

　不思議そうに首を傾げる沙織さんだけど、言うと同時にグッと胸をはさみこむように腕うでを動かすのは止やめて頂きたい。過去に密着した時の感かん触しよくが嫌いやでも思い出されて困るので。

「俺おれが教えられる事なんて本当に少ないからな。簡単なコツとかでいいならともかく、四季鏡に必要なのはそれ以前の基礎って感じもするし……あと折角だから、実際に道具を使ってやれる所がいい」

「そうですか。それで、どこに行くんです？」

「とりあえずは食堂だな。今の時間なら人も少ないだろうし」

　まあ居たとしても、自分が行けばお嬢じよう様さま連中はそそくさと退散する公算が大きいから問題は無いはず。怪け我がの功こう名みよう……なんて風に考えられる程、軽い問題じゃないよなぁ、これ。また朋とも美みに頼んで火消しして貰もらわないといけないのか。

　そんな憂ゆう鬱うつな思いは、ひとまず吐と息いきと共に吐はき出して。

　自分が巻き込まれて受けるダメージを軽くする意味もあることだし、四し季き鏡かがみの特訓に全力を注ぐことにしようと、秋あき晴はるは気合いを入れて頷うなずいた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　やはりというか、放課後の食堂は殆ほとんど人ひと気けが無かった。お茶を飲みたい人達はカフェテリアか燕えん翠すい楼ろうに行っているだろうし、外は寒いからというのであれば寮りようの食堂やラウンジを使うパターンになるはず。

　というわけで、他には奉ほう仕し活動中の従育科生が一人だけという状況で、秋晴達は食堂での特訓を開始することになった……の、だが。

「もう一回言うけど、俺おれじゃ大したことは教えられない。技術的なことは深み閑かんに訊きいて習った方がいいから、そういうのは後で個人的にやってくれ」

「はいっ。でも、そうすると日ひ野のさんは何を教えてくれるんですか？」

「あー……お前がドジる回数を減らす切っ掛けになるようなこと、だな」

　移動の間、秋晴がずっと考えていたのはそれだった。

　四季鏡が起こすトラブルの九割は、ドジって何かをやらかして……というパターンだ。たぶん根本的にどうにかしなくちゃいけない、病の元みたいなものがあるはず。

　でもそれが何なのかはまるで分からないので、秋晴の方針としてはとりあえず、

「まずお前、転びすぎ。特に物を持って両手がふさがっている時なんて、段差とか無くても転ぶだろ？　その辺りのことで、深閑に何か言われてないか？」

「ええっと……深閑先生には『もう少し注意力と集中力の配分に気を付けなさい』と……」

「他には無いか？」

「あとは、ですね…………あっ、『歩く時は体たい幹かんを意識するように』って言われました！」

　パッと顔を輝かせて言う四季鏡だが、秋晴としてもそれが聞けたのは光こう明みようだ。手がかりとしては頼りない気もするけど、指針が無いよりはずっといい。

　それに、とりあえずやらせて見ようと思っていたことも間違って無さそうだ。

　内心でホッと胸を撫なで下ろした秋晴は、

「んじゃ、やっぱり転ばないように歩く為ための練習してみるか。四季鏡、いつも使ってるトレイを持ってきてくれ」

「はいっ、分かりました！」

　元気良く返事をすると、四季鏡はすぐに行動を開始する。この素直さがプラスに働けば、きっと意味のある特訓になるに違いない。

　厨ちゆう房ぼうの中から注文通りトレイを持ってきた四季鏡は、立派に使命を果たした子犬のような眼まな差ざしをこちらへと向けてくる。

　思わず頭を撫なでたくなる衝しよう動どうは理性の鉄格子で阻そ止しして、秋あき晴はるはトレイを手に取った。

「まず、これを持って、ここから向こうまで往復してみな」

「え？　あの、トレイの上に何も載のってないままですけど……？」

「あー、とりあえずやってみ。騙だまされたと思って」

　流石さすがに疑問を抱いだかずにはいられなかったようだけれど、それでも四し季き鏡かがみは「分かりました」と頷うなずいて、神しん妙みような顔でトレイを持つ。

「いつも言われているように、胸よりちょい下くらいでトレイを構えるんだぞ。ちゃんと背筋を伸ばして、視線は前な」

「はいっ。四季鏡早苗さなえ、必死で懸けん命めいに頑がん張ばります！」

　……ただの準備運動みたいなものなのに、そこまで気張られるとなんだか居たたまれなくなるなぁ。あんまり力を込められても逆効果だし。

　緊きん張ちようの面おも持もちで動き出した四季鏡は、地じ雷らい原げんでも散歩しているのかっていうくらいの慎しん重ちようさで、真まっ直すぐに歩いていく。

　無む駄だに力が入っているのは直前の予想通りだが……こうしてちゃんと見てみると、意外なことに、

「……四季鏡の奴やつ、歩く姿勢が綺き麗れいだな」

「小さい頃に仕込まれていますから。今は見る影もなく下層に落ち込みましたけど、それなりに由ゆい緒しよある名めい家かでしたので、早苗さんもあれくらいは出来ますよ」

　独り言のつもりだったけど、近くの席に座った沙さ織おりさんが説明してくれた。

　そういや、没ぼつ落らく前は結構凄すごい家だったって言ってたっけか。よく考えれば同じく純粋培ばい養よう組のセルニアも歩く姿が綺麗だし、これも嗜たしなみってヤツなのかもだ。朋とも美みも人前ではそれなりに綺麗な歩き方をするけど、気を抜いたり早歩きしたりするとブレるし、この辺りは小さい時からの積み重ねが物を言うことなんだろうなぁ。

　秋晴が納得していると、普通に往復する倍くらいの時間を掛けて四季鏡が戻って来た。

　……それはいいけど、何この『やり遂とげました！』って達成感に溢あふれた表情。ただの準備運動なのに、そんな反応されると扱いに困るよ。筋が良いと褒ほめたら『じゃあ僕のレギュラー入りは間違い無しですね！』と新入部員に返された先せん輩ぱいの気分って、こんな感じだろーか？

　どうしてこっちが気まずく感じなきゃいけないんだろうと思いつつ、少し考えてから秋晴は、

「よし、ちゃんと出来てたな」

「本当ですかっ？」

「ああ。そんじゃ、次はトレイにこれ載せてリトライだ」

　喜き色しよく満まん面めんな四季鏡に差し出したのは、手近なテーブルに飾られていた一輪挿ざしだった。シンプルなデザインとはいえ、値段は大抵の人の初任給より高いらしいので、あまりぞんざいには扱えない。

　それを四し季き鏡かがみに渡す時点で早まった感はあるものの、今まで壊こわした総額を考えれば安いものだから試す価値はある。これで被害総額が激減するなら、褒ほめられこそすれ正座で四時間説教なんてことにはならない……はず……

　若じやつ干かんの不安を覚えながらも、秋あき晴はるは四季鏡の持ったトレイに花か瓶びんを載のせて、

「これを落とさずに往復する訳だが……いけそうか？」

「ええと……正直に言うと、あまり自信ありません……」

　底が平らな花瓶だっていうのに、見事にトレイの上でぐらついている。歩く前からこれじゃ、かなり楽天的な四季鏡でも不安になるのも無理はない。

　ただ、秋晴としては予想出来ていた光景なので、軽く花瓶に手を添えて揺れるのを押さえつつ、もう片方の手を四季鏡の肘ひじへ当てた。

「上に物を載せているからって、あんまり気を取られるなよ。水の入ったコップだろうがぬいぐるみだろうが、対処としては何も変わらないんだぞ？」

「どっ、どうすればいいんですかっ!?」

「前に深み閑かんが言ってたろ？　脇を締めて肘を固定したら、後はトレイを水平に保ったまま歩くようにするだけだって。さっきはちゃんとやれてたんだから、花瓶が載っているのはあんまり意識しないで歩けば大丈夫だ」

　言いながら秋晴は、肘の位置を調整してやる。本当は歩く時に頭の位置を上下させないようにとか色々と要点はあるんだけど、さっきの四季鏡の歩き方なら頭の上に本を載せても落ちないはずなので今は必要ない。

「んで、花瓶をあんまり見ないようにな？　普通に歩くときと視線を変えない方がいい」

「でも日ひ野のさん、それだと花瓶が落ちてしまうかも……」

「や、大丈夫だって。飲み物とかスープとかを載せているとどうしても気になるだろうが、姿勢さえしっかりしていればよっぽどのことが無い限り溢こぼれたりしないから。さっきの感じだと、お前ならいける」

　たぶん、四季鏡が転ぶ最大の原因は、集中し過ぎることだ。

　秋晴が知っている限り、話しながら歩いていても転ぶし、掃そう除じをしていてもずっこける。一つのことに集中すると周りが見えなくなる──どころか、普段なら自然と出来ることも出来なくなるという不器用さがドジにつながっているんじゃないかなー、と思う。

　簡単にどうこう出来る問題じゃないから、今日のところはキチンと教えて反復練習させる他無いな。何しろ、ドジを根本から矯きよう正せいする作業という途と方ほうもないものなので。

　だからとりあえずは、

「集中するのは悪くないけど、し過ぎても良くないんだよ。物を載っけて運ぶ時は、上半身はなるべく固定ってことだけ意識して、後は普通に道を歩く時みたいに、軽く周りへ注意を払はらうくらいでいいんだ」

「ううん……なんだか、難しいです……」

「いや難しいことは何も言って無いって。要はあれだ、落ち着いて普通に持って行けばいいってだけの話だからな」

「普通に……普通に……」

　確認するように呟つぶやいて、四し季き鏡かがみは再度歩き出した。

　トレイに載のせた花か瓶びんを見ないように努めているのが、秋あき晴はるの位置からでも分かる。意識しまくりで、案の定また花瓶がぐらぐらと揺れていた。

　まあでも、脇は締めているし足取りもふらついていないから、これなら何とか持ちそうだ。

「……にしても、どうしてあそこまで不安定なんだ？　いくら不器用だからって……」

　四季鏡の危なっかしい様子に、初めてのおつかいにチャレンジする小学生を見守っているような気分になってきた秋晴が呟くと、意外にも答えが返ってきた。

「まだ早苗さなえさんも慣れていないみたいですね。やはり一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるものでは無いのでしょう」

「慣れてない？」

「ああやって何かを持ち運ぶようなことなど、少し前までは有り得ませんでしたから」

「……………………はぃ？」

　さらりととんでも発言をされて、秋晴はまじまじと沙さ織おりを見つめた。

　どーいう冗じよう談だんでしょうか、と訊きく前に、美人な姉は微笑ほほえましいものを見るように妹へ視線を送り、

「習い事や食事の時以外、わたし達の両手が塞ふさがることなんて殆ど有りませんよ。白はく麗れい陵りようで暮らしていても、移動教室の時に教科書等を運ぶくらいしか……ああでも、その時は鞄かばんに入れて運びますから、あんな風には持ちませんね？」

　いや『持ちませんね？』とか言われても。同意出来るような経験無いから。

「…………え？　マジで？」

「はい、本当です。良く『お箸はしより重い物を持ったことが無い』と言いますよね？」

　その割に沙織さんも四季鏡もパワフルなのはどういう仕組みだろう。箸は持たないけど筋トレはしているなんてオチでもあるのだろーか？

　……にしても、荷物持たないって。そんなんで生活していけるのか、上流階級。

　確か四季鏡家は、没ぼつ落らく前は結構な名めい家かだったというから、かなり特殊な例なのかもしれないけど……しかしそうなると、普通なら自然と身につけているはずのスキルが四季鏡にはまるで無いってことも頷うなずける。

　それなのに自分でもキツい従育科の授業に付いて来ているんだから、四季鏡は凄すごいヤツなのかもしれない。勿もち論ろん、良い意味でも悪い意味でも。

　となると、肝かん心じんなのはこれからだ。そう思うと、ふらつきそうになりながら戻って来る姿がハイハイを卒業したばかりの幼児っぽく見えてきて、秋あき晴はるは複雑な気分になる。うっかり引き受けたけど、その時期の教育って責任重大だよなぁ。

　途と方ほうに暮れかけていると、さっきの倍くらいの時間を掛けて往復を終えた四し季き鏡かがみが、額ひたいに小こ粒つぶの汗あせを浮かべながら自分の前に来て、

「ううっ……あんまり上う手まくいかなかったです」

　意識しないよう意識するのがよっぽど疲れたのか、力ない声でそう言った。

「いやまあ、そう悪くはなかったぞ。最後まで花か瓶びんは倒さなかったし」

「……そう、ですかぁ……？」

「及第点には遠いけど、初めだからな。一発で上達するコツじゃないんだし、これから暇ひまな時に練習して慣れていけば、次第に良くなるって」

　軽く肩かたを叩たたいて秋晴は励ますが、別に嘘うそじゃない。

　四季鏡が一般人とはまるで違う生活をしてきたのなら、これから地道に練習していけばどうにかなる…………ような……気も……

　……………………………………………………まあ、可能性は無限大っていうし！　たぶん大だい丈じよう夫ぶであってくれたらいいな！

　そう自分に言い聞かせ、秋晴は無理矢理に笑みを作って、

「そんなわけで、今のを日課にして、大丈夫そうになったら徐じよ々じよにハードル上げてやっていってくれ。多少はマシになるはずだから」

　無意識に発言が現実味のあるレベルに下がったけど、まあ良しとしておく。

　一方、花瓶とトレイをテーブルに置いた四季鏡はというと、宝物を見つけた子供みたいに目を輝かせて秋晴の手を取り、

「はいっ、ちゃんと毎日やります！　他には何をしたらいいんですかっ？」

　早くも次の指令を求めてくる。やる気があるのはいいが、ちょっと落ち着いて欲しい。こちとら人に教える経験なんて殆ど無いし、何より急なことなんだから。

　あと、手を握にぎるくらいならいいけど、それを胸元に持っていって押しつけるのは反則だ。感謝の気持ちなのかもしれないが、嬉うれしい以上にフロアに残っている同級生の視線が痛い……！

　厚意が溢あふれてこっちの体面をずぶ濡ぬれ状態にさせているのに四季鏡は全く気付く様子が無いので、自分から動いてどうにかするしかない。

　勿もつ体たいないなー、という未み練れんはさくっと無視して、秋晴は取られていた手を引っ込める。本気で掴つかまれていたらまず脱出不可能だったはずだけど、殆ど力は入っていなかったのかすんなりと自由になれた。

「他には、なぁ……色々とあるんだろうが、専門的なことなら深み閑かんに訊きいてカリキュラムを組んで貰もらった方が良いだろ。今くらいのことならともかく、下へ手たなこと教えて変な癖くせがついたら厄やつ介かいなことになりかねないし」

「でもっ、女は殿との方がたの癖くせに馴な染じんで染まっていくのがいいと聞きました！」

「んな馬鹿なこと誰にっ──ああいや、やっぱいい。もう答え分かったから」

　にこにこと微笑ほほえんでいる沙さ織おりさんを見て、秋あき晴はるはため息を吐つく。本当にこの人、妹をどうするつもりなのか。四し季き鏡かがみ家の教育方針は謎なぞ過ぎる。

　しかし放っておいて同じ釜かまの飯を食う仲間がとんでもな道に進んでしまうのは困る。今現在でも相当にまずいことになっているのに、これ以上に厄やつ介かい度どが進むと手に負えないし。

　これは適当に課題を作ってやらせた方が良いのかも知れないと秋晴が考えていると、

「それでは、良い機会なのでわたしが早苗さなえさんに教えてあげることにしましょうか」

　徐おもむろに立ち上がった沙織さんが、急にそんなことを言い出した。……選よりに選って、ある意味じゃ四季鏡以上の逸いつ材ざいだっていうのに。

　当然、更に面めん倒どうなのはノーサンキュー派の秋晴としては、

「ええっと、沙織さん？　四季鏡は不器用そうだから、出来れば一つ一つやっていきたいなー、なんて思ってるんですが……」

　下した手てに出つつ、言外に『遠えん慮りよしてくれると嬉うれしいです』とアピール。通じるかどうかは分ぶの悪い賭かけだけど、座して待つよりはマシということで。

　対して、沙織さんの反応はというと……

「ええ、日ひ野のさんの意向は尊重したいと思います。わたしが教えるのは、ちょっとした心構えのようなものなので、大丈夫ですよ」

　うん、伝わってない。大丈夫とかじゃなくて、大人おとなしく退しりぞいてくれる言葉が欲しかっただけなのに。

　食い下がるべきかどうかと秋晴が迷っているうちに、沙織さんは自分の座っていたイスを引いて、何な故ぜかそれをこちらへと向けた。

「では日野さん、座って貰もらえますか？」

「へ？　俺おれが？」

「はい。旦だん那な様さまの役、ということで」

「……いや、役って言われても……」

　何をどうするか全く言わないままそんな提案をされても、当然困る。

　しかし相手は上級生、理り不ふ尽じんな命令でも多少は我が慢まんして聞かないといけない。上育科と従育科以前の、昔ながらの縦たて社会はどーにも出来ないので。

　早々に諦あきらめをつけた秋晴は、さっきまで沙織が座っていたイスに腰こし掛かける。仄ほのかに残る体温が伝わってくるのは全力無視で。

　それにしても──と、秋晴は改めて四季鏡姉妹を見上げながら、思う。

　旦那様の役を振られはしたが、具体的にはどういう設定なんだ、これ。心構えがどうとか言っていたけど、詳しよう細さいが分からないのは不安になる。

　近くにいた沙さ織おりさんが自分の前へと回り込むのを見ながら、秋あき晴はるは探さぐりを入れようと話しかけてみた。

「一体、何をする気だよ？」

「わたしには使用人としての技術は有りませんが、雇こ用よう側という観点からどのような使用人が好まれるかはそれなりに知っているつもりです。それに、若かりし頃に奉ほう公こうの経験のあるお祖ば母あ様から好かれる秘ひ訣けつを教わったこともあるんですよ」

「へー……」

　没ぼつ落らく前はかなりの名めい家かだった四し季き鏡かがみ家の人に奉公の経験があるのは意外だなー、と思いかけた秋晴は、すぐに自分の考えを改める。そういえば座ざ学がくの時に、『一時代前まで、それなりに身分の高い家に生まれた令れい嬢じようが花嫁修業として名家で奉公を務めていた』って深み閑かんが話していたはず。

　となると、沙織さんの言う『心構え』というのも、的外れじゃないのかもだ。もしかしたら自分にとっても有意義な内容の可能性だってある。

　一人で勝手に納得と期待をして、秋晴は小さく頷うなずいた。何かは分からないままだけど、ドンと来いって感じで。

　すると、その意図が伝わった訳じゃ無いんだろうが、沙織さんが更に身を寄せて……

　──そのまま、膝ひざの上に乗って来た。

「ちょっ……!?　どういうアレで?!」

「落ち着いて下さい、日ひ野のさん──ではなくて、旦だん那な様」

　これで落ち着けとは無茶過ぎる。獰どう猛もうな鮫さめと同じプールに入れられて『楽しく泳いでね』と言われるくらい実行不可能な注文だよ。

　それでも何とか冷静になろうと秋晴は努めるが、膝から腿ももにかけて感じる柔やわらかな重みがそれを邪じや魔まする。しかもするりとこちらの首に腕うでを絡からめてきて、視線を上げればすぐ目の前に白はく麗れい陵りようの中でも頭一つ抜け出して綺き麗れいな顔が、視線を下げれば薄うす手でのカットソーからはみ出さんばかりに谷間が露ろ出しゆつしていて……ヤバい、逃げ場がどこにもない……!?

　チェスなら間違いなくチェックメイト宣告される状況に、嫌いやな汗あせが出て心臓の鼓こ動どうが三倍速になり、おまけに思考はぐちゃぐちゃだ。

　そんな状態で秋晴は、決死の覚かく悟ごで沙織の顔を睨にらみ、

「これは一体、どういうつもりでっ……」

「ですから、落ち着いて下さい。あまり大きな声を出すと血圧が上がってしまいますよ」

「真まっ当とうなこと言いながらどうしてボタン外してんだよ?!」

　片腕で器用にこちらの首をホールドしながら、もう片方の手で胸のボタンを外すという器用な真ま似ねをする沙織さんに、こちらの悲痛な叫びは意味を為なさない。

　しかもどうしてボタンの外し方が、一番上からじゃなくて、下から外していくというマニアックなものなのか。インナーを着ていないものだから、白くて眩まぶしい肌はだと小さなお臍へそが覗のぞいていて本当に危険な光景だ。

　なんだか息をするのも苦しくなってきて、秋あき晴はるは半ばパニック状態で動けなくなる。

　そこに、耳のすぐ近くから沙さ織おりさんの声が。

「いつもお疲れの旦だん那な様さまに、リラックスして頂こうと思いまして。無作法なもので大したことは出来ませんが、わたしにはこのくらいしか……」

「あのっ、お姉ねえちゃん？　日ひ野のさんに抱だき付くのとリラックスと、どう繋つながるんですか？」

「お肌の触ふれ合いは遙はるか昔から変わらない最高のリラクゼーションですよ？　それも異性とならば、効果は抜群です」

「待て待て待てっ!?　あんた妹に何を教えてやがる?!」

　そんなダイレクトに怪しい会話をされれば、いつまでもフリーズなんてしていられない。それについ先週、深み閑かんと山小屋であんなことがあったのを思い出して、変な汗あせまで出て来た。

　堪たまらず常識を楯たてに秋晴が突っ込むと、沙織さんは発言内容とはまるで似つかない上品な微笑ほほえみを浮かべて、

「使用人がすべきことは雑用ばかりではなく、仕つかえるべき主人の心の安あん寧ねいを保つことです。ついでにこの技を使えば、旦那様が本当の意味で旦那様になるかもしれないと、お祖ば母あ様が」

「それ本当にあんたの祖そ母ぼが言ってたのか!?」

「ええ、間違いありません。わたしも良くは分かりませんが、お祖ば母あ様はこの一点突破で永久就しゆう職しよくまでこぎつけたと仰おつしやっていましたから、代々伝えるべき心得だと思うんです」

「代々に伝える前にその行為のとんでもなさを分かってくれよ！」

　まずはそんな家系だから没ぼつ落らくしたんだということに気付いて欲しい。しかも自分が何をやっているのかの自覚がゼロって、性た質ちが悪すぎる。

　そしてそれよりも先に、この状況のまずさに気付いて貰もらいたい。視界の端はしにいる、こっちを見ている従育科女子の視線がえらいことになっているし。

　まともに言っても埒らちが明かないのは先刻承知なので、秋晴は必死にもがきつつ、

「いいからっ、早くどいてくれ！　今必要なのは永久就職じゃなくて、普通にメイドとして就職する為ための技術だろ!?」

「まあ……そういえば、そうですね。少し気が早かったかも知れません」

　こちらの訴えに、意外なことに沙織さんはすんなり同意してくれた。ふわっと甘あまい香りを残して自分の上から美人な先せん輩ぱいがどいてくれたことに、秋晴はどっと疲れながら息を吐はく。

　やっぱりこの人は油断ならないと改めて思いながら、すぐ目の前でボタンを閉じる沙織さんを見て…………それに、気付いた。

　カットソーの、閉じていた一番上のボタン。その横に、糸くずがついている。

　膝ひざの上に乗った時にでもついたのかもと思いながら、秋あき晴はるは自分の胸を指差して、

「沙さ織おりさん、ここ」

「はい？　何です？」

「や、沙織さんのここに、糸くずが付いてる」

「あら……どこでしょう？　申し訳ないですが、取って貰もらえますか？」

　さらっと言う沙織に対し、秋晴はビキッと音が鳴りそうな勢いで固まってしまう。

　…………取れと。胸の、しかも限りなく危険な場所にあるというのに、それを取れと……！

　いや自分では見えていないみたいだから仕方ないのかもだけど、何という危険な。轟とどろきなら確実に『おおっと、手が滑すべったみたいや！』と言いながら柔やわらか堪たん能のうコースに走るくらい、誘ゆう惑わくの激しい位置だ。

　でも断ると下心があると思われるような気がして、秋晴は覚かく悟ごを決めた。

「……んじゃ、取りますよ？」

「はい、お願いします」

　手を伸ばしながら『ゴミを取るだけ、頼まれてやることだから』と自分に言い含め、うっかり胸に触れてしまわないよう細心の注意を払はらう。

　心の中で余計なところに触さわったら爆破する設定に置き換えて、慎しん重ちように、恐る恐る爪つめの先で糸くずを──摘つまむことに成功する。

　良かった、無事に済んで本当に良かった。別に、指先に微み塵じんも手て応ごたえがないのを残念になんて、これっぽっちも感じてない。

　ホッと安あん堵どの息を吐つきたくなるのを抑おさえ、秋晴はゆっくりと手を引き、

　──するすると糸が抜け落ちて、ボタンが床ゆかに落ちた。

「え……？」

「あら……？」

　予想外の事態に、秋晴は糸を抜いたまま固まってしまう。ただの糸くずだと思っていたのに、正体はボタンを留めていた糸がほつれた物だったらしい。

　見抜けなかった自分のミスだ、とは思うものの、

「どうしてこんな、簡単に……」

　普通、ボタンを留める糸はぐるぐると何回も生地とボタン穴を縫ぬい付けているから、こんなに簡単に引っ張り抜けることは無いはずだ。

　なのに、何で──

「本当に、不思議ですね。あの百円ショップ、不良品を売っていたのでしょうか？」

　……一発で理由が判明しました。

「百均で買えばそんなのが混ざってても仕方ないだろ……というか、モデルのバイト代もあるんだから、せめて量販店で買ってくれよ」

「だって、安いのに何でもあるんですよ？　今日の服なんて、元々あった靴くつ以外は全部百円ショップで揃そろえて、四百円しか掛からなかったんですから」

　まさかのワンコイン衣い装しよう発言をした沙さ織おりは、ボタンを拾ひろおうと身を屈かがめた。

　すると正面の位置にいる秋あき晴はるの視界には、見事に開いて露あらわになった──

「だあぁっ!?　さ、沙織さん見えてるっ、なんか見えてますって?!」

「あら？　困りましたね？」

「全く困ってない風に言うなよ！　つーか、どうして下着……！」

「上の方は、わたしに合うサイズが品切れしていたんです。ですから、予算が余ったので代わりにストッキングを」

「そういう問題じゃないだろ!?　売ってないなら元々あったのを着けてくれよ！」

「わたし、上下はお揃そろいにしないと嫌いやなタイプで」

「拘こだわり持つならもっと別なところだろーが!?」

　全力で突っ込みを入れるけど、拾ったボタンを困ったように見つめる沙織さんは、半分以上露わになった胸を隠かくそうともしない。慌あわてて秋晴は目を逸そらすが、それじゃ根本的な解決にはなっていなかった。

　一刻も早くどうにかしないと、情操教育的にも体面的にも理性的にもまずいことになってしまうと焦あせる……が、助けてくれそうな理解者は近くに存在しない。四し季き鏡かがみは脳内で戦力外通告済みだ。

　かといってこのままでいいはずがなく、見ず知らずの生徒がこの現場を目撃してまた変な噂うわさになったら致命傷だ。

　だから急いで……と思う、秋晴の耳に。

　タタタッ──という、軽い足音が聞こえて来た。

　一いつ瞬しゆんにして血が凍こおり付くような感覚に襲おそわれて、頭の中では『人生終了のお時間です』と物悲しく蛍ほたるの光が流れ出す……が、ちょっと待てと思い直す。

　白はく麗れい陵りように、校内で足音を立てて走るような生徒は、殆ほとんどいない。

　もっと正確に言うと、秋晴の知り合いくらいにしかいない気がする。

　ひょっとして、と微かすかな希望を抱いだいて、食堂入り口の方を見てみれば──

「うむ、ここまで来れば大丈夫なのじゃ…………ぬぅ？」

「…………ピナぁ？」

　予想は当たりで、見知った顔の中等部生が、よく分からない格好でそこにいた。

　銀色に輝く長い髪かみをツインテールにしているのはいつものことだけど、頭に余計な物が載のっている。ぴょこんと天を向いて尖とがった、黒い猫ねこ耳みみが。

　猫っぽいのは頭に着けている飾りだけじゃなくて、服もおかしなことになっている。

　深夜の通販番組でトレーニングをしている人が着るような黒の短いタンクトップを、白いボンボンで所々飾っていた。下はというと、こっちは普通に黒いショートパンツ。

　でもそんなことより、でっかい肉球付きの猫ねこっぽい手足と、にょろんと出ている細い尻尾しつぽが気になる。ピナのことだから何かの漫画かゲームのキャラのコスプレなんだろうが、あんな格好で白はく麗れい陵りようを走り回るなんてチャレンジャー過ぎるだろ。

　自分の立たされている状況さえ忘れて呆ぼう然ぜんとして見つめる秋あき晴はるに、ピナの方もすぐに気付いたようで、肉球付きの右手を挙げて、

「おおっ、アキハル！　こんな所で……………………何を、しているのじゃ？」

「…………」

　問われてすぐに返せないのが辛つらい。というか、どう説明すればいいんだ、これ。そして絶賛コスプレ中の王女様に不ふ審しんな目で見られるって、たぶん人として間違っている状況なんだろうなぁ。

　秋晴が返答に窮しているのをどう取ったのか、眦まなじりを吊つり上がらせたピナは沙さ織おりを睨にらみ、

「まだ明るい内から何を破は廉れん恥ちな…………しかもお主ぬし、良く見ればシキカガミの……！」

「あら？　エストーさん、今日は随ずい分ぶんと可愛かわいらしい格好をしていますね？」

　そう言うと沙織は胸をはだけたままの状態で、ふらふらと危なっかしい足取りでピナの方へと近付いて行く。

　そしてそのまま、猫っぽい何かのコスプレをしたピナに抱だき付……こうとして避さけられ、盛大に転んでしまった。

　顔面からいったように見えたので、大丈夫だろうかと秋晴が心配していると、

「……あら？　どうして避けるんですか？」

「むしろ毎度の如ごとく抱き付いてくるそなたに問題があるのじゃ！　あんなっ、ぷくぷくの水風船みたいに大きな乳房を顔に押しつけてきおってからに……！　妾わらわを窒ちつ息そく死させるつもりじゃろう!?」

「そんな……わたしはただ、可愛いエストーさんを愛めでたいだけですよ」

　残念そうに呟つぶやく沙織さんだけど、たぶん正しいのはピナの方だ。あの夕ゆう張ばりメロンサイズの胸を押しつけられたら、まず息が出来なくなるだろうし。しかも無む駄だに強力な掴つかみ判定があるから逃げられもしない、と。そりゃあ避けもする。

　……だけど、テーブルの上に乗るっていうのは駄だ目めだ。あのちびっ子、前にも注意したのにまたやるか。そして沙織さんはいい加減起きて服の乱れを正して欲しい。

　大だい胆たんに開いた胸元やら転んだ拍ひよう子しに伝染したストッキングやら、思春期男子には厳しすぎる光景から秋晴が涙なみだを呑のんで目を逸そらしていると、

「アキハルっ。そなた、妾の家け来らいになる身だというのに、どうしてあのような不ふ埒らちな女といちゃらぶしておったのじゃ!?」

　軽快にテーブルから飛び降りたピナがすぐ近くへとやって来て、そんな誤解塗まみれの発言を。まあ、予想出来たことだけども。

「いや、ちょっとした事故で、俺おれが何かした訳じゃ……ないとも言い切れないが」

　問題は服にあったものの、確かに実行犯は自分だから、否定しきれない。それに傍はたから見ればどう映るかってのも理解している。

　これはどうしたもんかと思いながら、秋あき晴はるはとりあえず説明してみることにした。

「そこの四し季き鏡かがみの特訓してたんだよ。で、姉である沙さ織おりさんからも指導があって……あんな格好をしているのは、不幸な事故の末路だ」

「ぬぅ……どう見てもいかがわしい行為の途と中ちゆうにしか見えなかったのじゃ」

「気のせいだって。……ところでお前、何でバタバタしてたんだ？　しかもそんな格好で」

　本当のこととはいえ怪しい炸さく裂れつなのは秋晴も理解している。なので話題を変えようと試みたところ、疑わしげなだったピナの目がくわっと開いた。

「ぬうっ、そうじゃ。ぐずぐずしてはおれぬ。ここも安あん寧ねいの地とは言えぬし……かといって着替えは置いてきてしまったから校舎の外へは逃げられぬ……」

「はぃ？　逃げる？」

　また何かやらかしたのかこいつ、と視線で訴えると、野性の勘かんでも発はつ揮きしたのかすぐにピナは理解したようで、

「ちっ、違うのじゃ！　妾わらわはちょっと、その、可愛かわいらしいものを記録に残しておきたかっただけでじゃなっ」

「……よく分からないけど、たぶんお前が悪い。それにそんな格好じゃ帰れないだろ？」

「当たり前じゃっ！　妾はサオリと違って露ろ出しゆつの趣味など無いわっ！」

「まあ、わたしにもそんな趣味は無いですよ？」

　いつの間にか近くにいた沙織さんが否定するけど、服は乱れたままだから説得力はどこにも無い。

「……四し季き鏡かがみ、沙織さんの服をちゃんとしてやれ」

「え？　どうしてですか？」

「どうしてって、お前……ええと、あれだ、だらしない主人の世話をする練習だと思って。これを着せてやってくれ」

　言って秋晴が着ていたモーニングコートを渡すと、四季鏡は素直に姉に上着を着せ始めた。たぶん沙織さんの服がアレなのはいつものことだから、四季鏡もちゃんとしなくちゃいけないって意識が薄うすれているっぽい。

　秋晴はやれやれだとため息を吐ついて、この際だから今日は解散の流れに持って行こうかと考えていると、横合いから制服の袖そでを引かれた。

　誰がやっているのかはすぐに分かったので視線を落としつつ振り向けば、ピナが器用に肉球付きの両手で袖を挟はさみ込んでいて、

「……アキハル、妾わらわを助けるのじゃ」

「いいけど、まず何をどうしたのかから説明しろ。その妙みような格好も含めて」

「なっ、どこがおかしいのじゃ!?　これは話題のＲＰＧに出て来る人気キャラ、ミーミーのコスプレじゃぞ?!」

　まず学校内でコスプレしている時点でおかしいことに気付いてくれないもんだろーか。そんなに顔を赤くして怒られても、話題のＲＰＧゲームなんて従育科生にはまずやれないから、まるで分からないし。せめて街で話題の格闘ゲームとかなら分かるんだが。

　さあどう説得しようかと秋あき晴はるが言葉を選んでいると、余計な人が首を突っ込んできた。

「そうですよ、日ひ野のさん。このエストーさんはとても可愛かわいらしいですから、説明なんて不要です。可愛いだけで十分ですもの」

「にゃっ、抱だき付くでないっ?!　ええいっ、尻尾しつぽを撫なでるのもダメじゃ！」

「ほらピナ、沙さ織おりさんとじゃれてないで、そろそろ何がどういうことなのか教えてくれよ」

　全く話が進まないので秋晴がそう言うと、ピナは険しい目つきでこちらを睨にらんで……きたが、すぐに堪こらえるように下唇くちびるを噛かみ締めた。どうやら優先順位というヤツを少しは理解してくれたらしい。

　沙織さんに後ろから抱き付かれるというぬいぐるみ扱いのままで、ピナは偉そうに腕うで組ぐみをして、
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「うむ……妾わらわは現在、ほんの些さ細さいな誤解から追われる身となっておる。時が解決してくれることを信じてこの場は戦略的撤てつ退たいをするのじゃが、問題は着替えじゃ。第二校舎の三階にある妾の拠きよ点てんへ行かねばならぬ……しかしそこに行き着くまでに追っ手に捕つかまる可能性も高い。とても危険なミッションじゃ」

　まあ、うん、予想はしていたけど要点の掴つかめない説明だ。もう少し具体的に、何をして誰に追われているのか教えてくれると助かるのに。

　分かったことは、ピナが何かやらかして、それが原因で追われているってことくらいか。そして着替えがある場所が、同人活動をすると言い出してから理事長に頼んで使わせて貰もらえるようになった空あき教室と。こうなると追っ手もかなり絞しぼられるが、今はまあ、追及しなくてもいいか。

　ともあれ、どうせ自分がやることはシンプルだ。ピナの後始末まではやらないにしても、教室まで送り届ければ十分なはず。

　自分なりに納得出来たところで秋あき晴はるは安全ピンを触さわっていた手を離し、きょとんとしている四し季き鏡かがみに向かって、

「悪い、ちょっと用が出来たから付き合えるのはここまでだ。今日やったこと──沙さ織おりさんに教わったこと以外を夕飯の後にでも練習していれば、少しは良くなるはずだから」

「はいっ、頑がん張ばります！」

「っし、じゃあピナ、行くぞ」

「うむ。あまり人目につく前に着替えるのじゃ」

　その辺の羞しゆう恥ち心しんはちゃんとあるのをちょっと不思議に感じつつ、秋晴は先行して食堂を出……ようとしたものの、すぐに足を止めた。

　眉まゆを顰ひそめて振り返ると、案の定というか、

「……えーっと、なんで四季鏡は付いて来ようとしてるんだ？」

「困っているピナちゃんを助けるのも訓練の内ですっ。ちゃんとしたメイドさんなら、ここは放っておけないはずです！」

「……じゃ、沙織さんはどうしてピナを離さないんだ？」

「だって、エストーさんがとても可愛かわいらしいので。折せつ角かくですからご一緒させて頂きますね」

「こっ、のっ、離すのじゃー！　妾をペット扱いするとは何事かー!?」

　四季鏡はともかく、沙織さんは何が『折角』なのかまるで分からない。そして腕うでの中でピナが盛大に暴れているのに、ちっとも揺るがないのはどんな力が発生しているのか。

　というか、この面子メンツで行くのか？　喧やかましいことこの上ないし、今も追われているとしたらとんでもなく目立つのですが？

　面めん倒どうなことにしかならなさそうだし、この姉妹を説得しようと秋晴は口を開き、

「……………………」

　そのまま、何も言わずに口を閉じた。

　ちょっと考えてみたけど、無理。自分じゃ役者不足です。

　この二人に言うことを聞かせるより、色々と諦あきらめてさっさと行った方が早いし、労力も使わないで済む。

　そんなわけで、

「よし、それじゃ行くか。出来るだけ静かにしてくれよ？」

「はいですっ」

「分かりました」

「ちょっ、待つのじゃ！　妾わらわはこのままか!?　このまま行けと申すか?!」

「ほらピナ、お前も静かにしろ。騒さわいで一番損するのはお前なんだからなー？」

「それならばこの状況を何とかせい！　ええい離せっ、離すのじゃ───！」

　だだっ子のように暴れるピナを、笑顔の沙さ織おりさんが抱だき締めたまま。

　まるで隠おん密みつ行動にならないとは理解しつつ、秋あき晴はる達は食堂から離れることになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　普通に歩けば、食堂から目的の教室までは五分少々かかるくらいでいける。

　しかし今回の場合、一応とはいえ追われる身の人間がいて、しかもグループ行動だ。念の為ために、階段や廊ろう下かでは他に人影が無いかを確認し、秋晴が先行して安全を確保してから進むという手順を踏んだので、目的地に辿たどり着くのに十分以上かかってしまった。

　途と中ちゆうで沙織さんから解放されたピナは真剣そのものだったけど、秋晴にしてみればスパイごっこみたいなものだ。

　なので目的の空あき教室に着いたところで、そろそろ終わりにしようとノックもせずにドアを開いた。

「なっ、アキハル！　不注意じゃぞ!?　もしも戻って来たホシが中に潜ひそんでいたらどうするつもりだったのじゃ?!」

「や、どっちかっていうと犯人はお前の方だろ。一応、ドア窓から中は見たけど誰もいなかったし…………というか……」

　教室の中に入り改めて中の状態を見て、秋晴は言葉を失う。

　ピナが同人活動をする拠きよ点てんだから自分も何度も来ている。来る度に荷物が増えて、作業用のテーブルやらトレス台やら、資料という名目で置かれた漫画本とか色々とあるのは知っていたが……これは酷ひどい。

　一言で表せば、『片付けの出来ない子供の部屋』って感じだ。

　机に描きかけのスケッチブックに色々なペンが並んでいるのはともかく、食べかけのチョコレートや飴あめの包み紙は言い訳出来ないはずだ。

　床ゆかには大人おとなも半身が埋うまる大きなビーズクッションがあって、その周りには漫画や小説が積まれ、携帯ゲームがぞんざいに置かれていて……これは自分が親なら百パー怒る。

　元々は広いはずの部屋が、半分くらいの大きさにしか感じられなかった。

「…………おい、ピナ。ここはいつから自じ堕だ落らくルームになった？」

「ぬう……そ、創作上仕方のないことなのじゃ」

「ならどうして視線を逸そらすんだよ。というか、制服も脱ぬぎ散らかして……もう少しちゃんとしとけ」

「ぬうぅっ、何じゃ何じゃ、祖国の爺じいやみたいな小言を言いおって！　そなた執しつ事じではなく小こ姑じゆうとにでもなるつもりか！」

「……いやお前のところの爺やが言ってたのと被かぶってるなら、それこそ執事が言ってもおかしくないだろ」

　至し極ごく真まっ当とうな返しをするが、雪国の王女様はそれが気に入らなかったようで、飢うえた野の良ら犬いぬみたいに歯を剥むき出しにして威い嚇かくしてくる。

　秋あき晴はるはやれやれだと思いつつ、もしかしたら助け船を出してくれるかもと微かすかな望みを抱いだいて、四し季き鏡かがみ姉妹の方を見た。

　妹は物珍めずらしそうに机の上にあるＧペンを注視していたが、姉の沙さ織おりさんは視線に気付いてくれて、口元を柔やわらかく綻ほころばせる。

「日ひ野のさんの意見は尤もつともですが、エストーさんも今日は偶たま々たま、うっかりしていただけかもしれません。出来れば、穏おん便びんに済ませてあげてくれませんか？」

　……駄だ目めだ、この人ピナに甘あま々あまだ。助け船を出す方向を間違えてやがる。

「それに、気がついたら衣服が脱ぬげてしまっているなんて、良くあることですし」

「いや服ってそんな簡単に脱げるもんじゃないだろ?!　あんたどんな着方と脱だつ衣いマジックしてやがるんだよ!?」

「さぁ……？　いつの間にやら、といった具合です。イリュージョンですね？」

「それはどっちかというとアクシデントだ！」

　自分が脱衣マジックとか言ったせいなのかもしれないが、素直な感想にボケを重ねられても困るって。というか、安あん易いに突っ込むことすら危険なのか。どれだけストレス溜たまるシチュエーションなんだよ。

　今更のように秋晴が現実の辛つらさを噛かみ締めていると、脱ぬぎ散らかされていた制服を両腕うでに抱だいたピナが、じっとこちらを見てきた。

「早はよう着替えねばならぬな。うむ、一刻も早く着替えねば」

「ああ、そうだな。さっさと着替えて解散にするぞ」

「……………………」

「どうした？　着替えるんじゃなかったのか？」

　動くはずのピナが何な故ぜかこちらをじっと見ているので訊たずねると、八や重え歯ばが覗のぞくくらいにくわっと大きく口を開けて、

「だからっ、着替えるのじゃ！　なのにどうしてそなたは出て行こうとせんのじゃ!?」

「…………あー……悪い、すっかり忘れてた」

　尤もつともなお言葉だったので、秋あき晴はるは素直に手を合わせて謝る。

　ただし謝りはしても、何を『忘れていた』のかまでは言わない。……『着替えを見られて恥ずかしがる年ねん齢れいだった』ことを忘れていたなんて知られたら、この場に血が流れることになりそうだしなぁ。

　外見や行動が幼いけど、そういや十五歳さいだったっけか。いやすっかり忘れてた。

　今回は自分が全面的に悪いし、小学生と殆ほとんど変わらなさそうなピナの着替えに興味津しん々しんだと思われたら大変だ。

　妙みような誤解を生まない為ためにも、秋晴は部屋の外で待たい機きしようと踵きびすを返し──

「ぬっ……待つのじゃ、アキハル！」

「あん？　何だよ、着替えるんじゃなかったのか？」

　出て行けと言ったり待てと言ったり騒さわがしいヤツだと思いながら振り向けば、何な故ぜかピナは気まずそうにもじもじしていた。

　他よ所その家でトイレに行きたくなった引っ込み思案な子供みたいな動作をしていたピナは、唇くちびるを尖とがらせて両手を秋晴の方へと突きだしてきた。

「…………その、取れぬのじゃ。外して貰もらえぬか？」

「……はぃ？　だってそれ、自分で付けたんだろ？」

「装着すると、このぷにぷに肉球では留め具が外せなくなるのじゃ！　そういう仕様のアクセサリーだから仕方ないのじゃ！」

「や、それって巷ちまたでは欠けつ陥かん品ひんって呼ばれていると思うんだが」

　確かに、厚手の手袋の数倍はふくれた肉球を見るに、手首のところにある留め具を外すのは難しそうだった。付けるときは横に倒すだけみたいだから簡単だけど、下へ手たをすれば外せなくなるという恐怖の肉球……うん、さっさと販売停止になればいい。

　やれやれだと秋晴は息を吐はいて、

「俺おれは外に行っておくから、四し季き鏡かがみと沙さ織おりさんに外して貰もらえよ。ついでに着替えも手伝って貰えばいいだろ」

「まあ……日ひ野のさん、それは名案ですね」

「私、精一杯頑がん張ばりますっ」

　こちらの提案にやる気満々の二人だったが、そこに異を唱える人物が。

「嫌いやじゃ嫌じゃっ！　サオリらの手は借りぬ！」

　ベストな案だったはずなのに、当のピナが駄だ々だをこねだした。しかも秋あき晴はるの後ろに回り込んで、近付いて来ようとしていた四し季き鏡かがみ姉妹から逃げる始末だ。

　正直、こんな反応をする意味が、秋晴には分からない。やや人見知りなところもある下級生だとは思っていたけど、これは拒絶反応と言っても過言じゃないくらいの嫌いやがり方だ。

　思わず眉まゆを顰ひそめ、後ろで猫ねこっぽく威い嚇かくするピナに、

「なあ……もしかして、あの姉妹が苦手なのか？」

「苦手というより、アレは敵てきじゃ。妾わらわを嬲なぶる猛もう禽きんと餓が狼ろうなのじゃ……！」

　そんな、これっぽっちも認識と一致しない動物の名前出されても。どう考えても酪らく農のう系の牧場が似合うだろうに。

「……向こうは、お前のこと気に入ってるっぽいぞ？」

　面前で拒きよ否ひられたっていうのに微笑ほほえましいものを愛めでるような表情の沙さ織おりさんと、何が起きているのか良く分かっていなさそうな四季鏡ことを言外で指し示すと、

「あれは罠わなじゃ。妾わらわを釣つり出して食らおうとするとは、何と狡こう猾かつな……！」

　かなり本気の顔でそんなことを言う。あの二人が狡猾というなら、朋とも美みはどうなるんだ。毒どく蛇じやや悪魔って言葉でも追っつかなくなるよ。

　頑かたくなな態度のピナに、秋晴はため息を吐ついてから改めて訊きいてみた。

「前に何かあったのか？　迷めい惑わくをかけられたのかもしれないが、まず間違いなく悪気は無かったと思うぞ？」

「悪気がないでは済まぬわっ。否、サナエのドジっぷりはそれで済むかもしれぬが、問題はサオリの方じゃ！」

「……沙織さんが？　よく自じ爆ばくするけど、あんまり他人に迷めい惑わくをかける印象ないな」

「アキハルにはそうかも知れぬ。じゃが、妾は遇あう度たびに酷ひどく絡からまれ、悲ひ惨さんな末路を歩んでいるのじゃ……」

　そんなドラマチックに言われても、まるで想像出来ない。というか、今現在こうして自由気ままに暴れられているんだから、割と大丈夫っぽい気もするし。

　とりあえず、ここは下へ手たな突っ込みは入れずに話を聞こうと秋晴が耳を傾けていると、小国の王女様は不満と恨うらみに充みち満ちた目をして、

「……ある時は背後から抱だき抱かかえられたまま振り回され、またある時は珍ちん妙みような髪かみ型がたにされそうになり、更にある時は無理に食事を口に運ばれ窒ちつ息そくしそうになり……散々な目に遭おうておるのじゃ！」

「……………………うわぁ……」

　思わぬ事態の重さに、秋あき晴はるは軽く引いてしまう。よもやそこまで、本気で悲惨なことになっていたなんて。それも全すべて、沙さ織おりさんがピナを可愛かわいがろうとした結果だろう。あの上級生はどこまで不器用パワフルなんだ。

　確かにこれは、ピナが目の敵かたきのように扱うのも分からなくは……

「そして何より許せんのは──あの体じゃ！　たわわに乳を実らせおってからに、不公平にも程があろう！　それなのに腰こしは細く足まで長いとはどういうことじゃ?!　まだまだ成長過程の妾わらわに事あるごとに見せ付けて……許せぬ！」

　……理解しかけていたところに、物凄すごい逆さか恨うらみ発言がきたよ。

　いやまあ、分かり易やすくなったことには間違いないけど……微かすかにあった悲壮感が盛大な脱力感に早変わりした。

　秋晴の心情が急転する中、それにまるで気付いて居なさそうなピナはちょっと偉えらそうに腕うで組ぐみをする。

「今に見ておれ……持たざる者がいつまでも同じ場所で足踏みしていると思わぬことじゃ！　数年後には、お主ぬしらが妾を羨うらやましげに見つめることになるのじゃからなっ」

「……やー……無理じゃないかなぁ、たぶん」

　小声でぼそりと呟つぶやいて、しげしげと小柄なピナの体を見下ろす。確かに成長期は残っているだろうけど、四し季き鏡かがみ姉妹よりスタイルが良くなるって、タニシが伊い勢せエビに進化するくらいの不思議現象が起こらないと無理な気がする。

　幸いなことにこちらの声はヒート中の王女様に届かなかったようで、肉球を突きつけるように決めポーズを取ってご満悦そうだった。

　なんだかなぁ、と思いつつ、秋晴はピナの肩かたを叩たたいて、

「もうすっかり忘ぼう却きやくの彼方かなたにフェードアウトしちまったみたいだが……一応、親切心で言っておいてやる」

「なんじゃ、アキハル？　今良いところなのじゃ、もう少しで済むから後にせよ」

「俺おれはそれでもいいんだけど……先に当初の目的を果たした方が良いんじゃないのか？」

「うぬ？　当初の、目的……？」

　眉まゆを顰ひそめて聞き返してくる辺り、やっぱり忘れているらしかった。

　どうしてこの部室扱いの教室へ来たのかということも、一番肝かん心じんな──




「ああっ、いた！　見つけたんだから！」




　開けたままだったドアから聞こえて来た声に、ピナの体がビクンと震ふるえた。

　興奮に赤らんでいた頬ほおから血の気が失うせていくので、どうやら思い出せたらしい。

　……誰かさんから逃げていたという、最も忘れてはならなかったことを。

　教室に入って来る人物を見て、秋あき晴はるは自分の予想が当たっていたことを確認する。まあこの部屋を使っていた時点で殆ほとんど二に択たく問題みたいなものだから、何の自じ慢まんにもならないが。

　ただ、ちょっと予想外だったのは──

「うわー……先せん輩ぱいまでそれ付けてんのかよ」

　走っていたのか、高等部で最も小さな上級生の桜おう沢さわみみなは肩かたで息いきをしていた。

　呼吸と共に微かすかに上下する頭には……驚くべきことに、ピナと同じく猫ねこ耳みみが装着されている。ピンク色の猫なんて見たこと無いけど、猫耳としかいいようがない。

　そして両手には肉球手袋が。ミニマムサイズの体には不ふ釣つり合いな大きさで、見た瞬しゆん間かんに脳内で『お遊ゆう戯ぎ会』の四文字が浮かんでしまうくらい、ある意味似合っていた。

　普段は人見知りで小動物ちっくな先輩だけど、今日はひと味違うと言わんばかりにずんずんと教室の中へ入ってきて、ピナ──じゃなくて、秋晴の方を睨にらみ上げてきた。

　……ただし、目が半泣きという臨界寸前な状態で。
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「ちっ、違うの！　みみなはこんなの付けたくなかったの！」

「じゃあ何で付けてんだ？　服はかろうじて制服のままだが、猫耳まで付けてるし……」

「だから違うんだってば！　みみながお昼寝している間に、ピナちゃんが勝手にやったんだよ！　自分じゃ外せないし……そ、それにっ、写真まで撮とって……！」

「……………………」

　まあ、うん、納得。みみなが自分から進んでやるタイプとは思えないし、逆に言えば、ピナならやっちゃいそうだし。

「……と、先せん輩ぱいは言ってるが。どうなんだ、ピナ？」

　一応、弁解の言葉が無いか確認しようと、教室の隅すみまで逃げていた容疑者に訊きいてみる。

　普段と違って怒りを振りまいているみみなの迫力に押されたのか、あわあわと両手をバタつかせたピナは、

「わ、妾わらわは、そのっ、善かれと思ってじゃな……ミミナの愛らしさを最大限に発はつ揮きするには、猫ねこ耳みみセットか恐きよう竜りゆう着ぐるみしか無いと、常々──」

「そんなの絶対似合わないよっ。みみなはもう立派な大人おとななんだから！」

　……未だかつて、ここまで説得力の無い言葉があっただろーか。いやまあ、確かに来年は成人式の人だから、生徒の中では一番大人なはずなのですが。こんなに猫耳と肉球ハンドが似合う大人って何なんだ。

　複雑な矛む盾じゆんに秋あき晴はるが人類の底知れなさを感じている間に、ジリジリと追い詰められたピナに動きがあった。

　半泣きの子供というある意味怒れる深み閑かんよりも手に負えない存在に気け圧おされていたものの、いよいよ逃げ場が乏とぼしくなって、目つきが変わる。

「ぬうぅ……こうなったら悠ゆう長ちようなことは言っておれぬのじゃ……！」

「また何を大おお袈げ裟さな──って、ぅわ?!」

「ゃっ!?　な、何?!」

　みみなはまるで状況を理解出来なくなったみたいだけど、少し離れていた秋晴は別だ。

　万ばん事じ休きゆうすと悟さとったのか、ピナは抱かかえていた制服を投げて目眩めくらましにした。そして先せん輩ぱいはスカートを頭から被かぶる形になって、視界が利かなくなった、と。

　着替えを放ほう棄きする捨すて身の行動に出たピナは、俊しゆん敏びんな動きでみみなの横を通って逃げようとした……が、秋晴から見れば、ちょっと甘あまい。

　予想外の行動ではあったけど、この程度で放心していたら従育科じゃ生きていけない。リアルで死ぬか病院送りだ。

　猫ねこなのに脱だつ兎との如ごとく逃げるピナを捕まえようと、秋晴は動こうとして──

　逃走劇よりも更に意外なものを見て、伸ばしかけた手を止めた。

「うぬぅっ!?　な、何をするのじゃっ?!」

「もうっ、駄だ目めです！　こんなことしたらいけないんですよっ？」

　ダッシュで逃げようとしたピナが通りすぎる寸前、近くにいた四し季き鏡かがみが抱だき付く形でそれを阻そ止し。しかもホールドされたままピナが暴れるもんだから、着ていた衣い装しようがズレて素す肌はだ露ろ出しゆつがえらいことになっていて……やっぱ寒そうだよなぁ、あの格好。

　まあ、とりあえず今気にすべきはジタバタ暴れるピナと、それを押さえ込んでいる四し季き鏡かがみのやり取りだ。よもや出番を取られるとは思いもしなかったし。

「離せっ、離すのじゃサナエ！　妾わらわは恥はじを晒さらしてでも命を選ぶのじゃ！」

「ピナちゃんは大おお袈げ裟さ過ぎます。逃げたら元も子もないですよ？」

「いいから離すのじゃ───！」

「もうっ……ちゃんとしないと駄だ目めなんです」

　あやすようにそう言うと、四季鏡は「よいしょ」というかけ声と共に、捕まえていたピナの体を持ち上げて、それからみみなと向かい合う位置に下ろす。何気なくやったけど、それは普通、女の細ほそ腕うでで出来ることじゃない。

　でも本当に驚くべきはそんなところじゃなくて、四季鏡の顔つきだ。

　怒るのでも無く、仕方ないと言わんばかりでもなくて、当たり前のことをするような表情をして、真まっ直すぐにピナのことを見つめていた。

「悪いことをしたら、ちゃんと謝らないと駄目なんですよ？」

「ぬぅ…………し、しかしじゃな、妾はミミナに似合うと、善かれと思って……」

「ピナちゃんに悪気が無くても、桜おう沢さわさんが嫌いやな思いをしてしまったのなら、それは悪いことなんです。お友達なら、尚なお更さらきちんとしなきゃ駄目ですよ」

　…………なんかこれ、とんでもない奇き跡せきのシーンを見ているような気がしてきた。宇宙の神秘に匹ひつ敵てきする何かかもだ。

　確かに、勝手に猫ねこ耳みみとか付けたのはまだしも、写真に撮とるのは倫理的に良くない。でも、それが四季鏡の口から聞けたっていうのは、かなり新鮮だ。元々、やる気はあるし真ま面じ目めだからおかしくは無いんだけど、ドジって空回ったりそもそもの価か値ち観かんが違ったりするし。

　意外なだけに効果は抜群で、言い訳しようとしていたピナも口をもごつかせ、逃げる気配が無くなった。

　秋あき晴はるが感心して見守る中、更に四季鏡は言葉を続ける。

「さあ、謝ってしまいましょうっ。うやむやにすると後で気まずくなっちゃいますし、仲良くするのが一番ですから！」

「…………うぬぅ……」

「…………」

　四季鏡が仕切る形で、ピナだけでなくみみなも落ち着きを取り戻しているみたいだった。

　自分の爪つま先さき──まあ今は肉球だけど、とにかく足下を見ていたピナが、ちらちらと視線を上げてはみみなの様子を窺うかがう。

　対する先せん輩ぱいも、頭に猫耳とスカートが載のったままというとんでもない状態ではあるけど、じっと相手の言葉を待つ姿勢になっていた。

　そしてしばし、空白の時間が流れた後で、

「…………その……寝込みにいたずらして、済まなかったのじゃ」

「……………………もういいよ」

「真まことか？　鞭むち打うちも石いし抱だきも無しでいいのじゃな？」

「そ、そんなのしないよっ。ちゃんと謝ってくれたし、撮とったデータを消してくれるなら、許してあげる」

　かろうじて上級生っぽく聞こえるみみなの言葉に、ピナの唇くちびるから安堵あんどの吐と息いきが漏もれた。それを見て、四し季き鏡かがみも嬉うれしそうに笑顔になる。

　自分が出るまでもなく事が丸く収まったので、秋あき晴はるは心底から良かったと思った。ドジが代名詞の同級生に任せていいのか心配だったけど、杞き憂ゆうに済んだ……というか、たぶん自分が出しゃばるより上う手まくいったんじゃないかと思う。

　ピナとみみなの、一緒に同人活動をする二人の仲がこじれなかったことも嬉うれしいけど、それ以上に収穫だったのは──

「……この様子なら、四季鏡は大丈夫だな」

「あら？　何がでしょう？」

　独り言のつもりだったのに、いつの間にやら隣となりへ来ていた沙さ織おりさんに拾ひろわれた。それはまあいいとして、折せつ角かく預けたモーニングコートの前を閉じてないのは勘かん弁べんして欲しい。

　流石さすがは自然と脱衣しているなんて宣のたまっただけのことはあるけど、一刻も早くその機能は修正して貰もらえないものだろーか。

　厚着になっても露ろ出しゆつの際どさは変わらない沙織から視線を逸そらして、秋晴はさっきの問いに答えた。

「この前、深み閑かんが言ってたんだよ。従育科生にとって大事なのは、技術よりも動機らしい」

「動機、ですか？　早苗さなえさんは……」

「家を建て直したいんだろ？　そうだとすると、メイドになるのは手段ってことだけど──でも、それは家族の為ためを思ってだし、今はピナ達のことを思ってちゃんと正しい指導をしてあげてたからな。更にやる気と体力は十分なんだから、少し時間は掛かっても、立派なメイドになるんじゃないか？」

　それは姉の前だから言ったという訳じゃ無くて、本心からの言葉だ。

　元々お嬢じよう様さま育ちで、新しい生活に慣れないこともたくさんあり、ドジって失敗も多い。

　──それでも、めげずに努力して、前進しようとしている。

　あの純粋さを失わない限り四季鏡は大丈夫だろうと、秋晴は思う。

　妹が褒ほめられたのが嬉うれしいのか、隣となりの沙織さんはくすりと微笑ほほえんで、

「そうですね、早苗さんなら大丈夫でしょう。とても素直な良い子ですから」

「ああ、そうだな」

「自じ慢まんの妹です。どこのお店に出しても恥ずかしくありません」

　いや店に出してどうするつもりだ。そして妹を何の店に出すつもりなんだ、この着き崩くずれ系脱衣姉は。

　感動を一いつ瞬しゆんにして台無しにするスキルに呆あきれて、秋あき晴はるはため息を吐ついた。







　──ところで、誤算が一つ。

　正確には誤算というより、そんなの予想出来るかって言いたくなる展開が、この後に待ち受けていた。

「そういえば、この教室って何に使っているんですか？　向こうにはお洋服がたくさんありますけど……」

「うぬ？　ここは妾わらわとミミナ、それからカエデとアキハルの秘密基地みたいなものじゃ。ここから同人の世界に覇はを唱え、そしてゆくゆくは母国を独自ブランドで染め上げるという、大いなる計画を企てている真っ最中なのじゃ！」

「わあ……凄すごいです！　あのっ、私も協力させて下さい！」

「ぬぅ。妾は良いが、ミミナはどうじゃ？」

「うー……別にいいよ。あんまり、何をやりたいのか分からないし……」

「うむっ、ならばこれより、サナエも同志じゃな！　これでコスプレの幅が広がるのじゃ！」

「はいっ。何が何やら全然分かりませんけど、頑がん張ばりますっ！」

　…………わー、増えるのかぁ。同志でもコスプレ要員でもなくて、トラブルを起こしそうな要因が。割と今だけでも手一杯なんだけどなー。

　三人のやり取りを聞いて呆ぼう然ぜんとしていた秋晴は、よもやと思いながら、同じく蚊か帳やの外だった沙さ織おりに問いかけた。

「……あの、沙織さんは、やらないよな？」

「はい、わたしは参加しませんよ。モデルのお仕事もありますし……」

「…………ありますし？」

「エストーさんに桜おう沢さわさんというとても可愛かわいらしいお二人と一緒に居たら、羽は目めを外して構い過ぎて、ノイローゼにさせてしまうかもしれませんから」

「…………自じ重ちようしてくれてありがとうございます」

　心の底からの礼を言って──

　それでもこれからの同人活動とやらが不安過ぎて、秋晴は近くにあったビーズクッションに埋うもれるという、現実逃とう避ひを始めた。
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　セルニア＝伊い織おり＝フレイムハートの朝は、シャワーを浴びて眠ねむ気けを飛ばすところから始まる。

　自じ慢まんの長い髪かみはセットにも乾かわかすのにも時間が掛かってしまうので、浴室ではタオルで包み濡ぬれないようにしていた。

　朝湯が終わればバスローブに袖そでを通し、髪を巻く準備と簡単な肌はだや爪つめの手入れを行う。

　──ただ、ここ一ヶ月は髪型をセットする前に、バルコニーに出て外の空気を吸うのが日課になっていた。

　まだ六時半をようやく過ぎるかという早朝なので、空気は澄んでいるのと同時に暖まっておらず肌寒い。夏場はまだ良かったが、最近ではバスローブの隙すき間まから吹き込んでくる風が冷たくて、そろそろ湯冷めが怖い季節になってきた。

　まあ、それもほんの数分外にいるだけなら、何の問題も無い。健康とプロポーションの為ために体は鍛きたえているし、日頃から薄うす着ぎが多いので環境の変化にも強いはずだ。

　だからこうして日を浴びて十字架かが輝くチャペルを眺めたり、早朝から元気な小鳥の囀さえずりを聞いたりして、変わらないようで日々変化している白はく麗れい陵りようの空気に体を馴な染じませる。

　──が、今日は本当に、いつもと少し違っていた。

「…………おかしいですわね……」

　眉まゆを顰ひそめて呟つぶやき、セルニアは腕うで組ぐみをするようにして自らの体を抱だく。

　もうバルコニーに出てから五分以上は経たったはずだ。もしかしたら十分くらい経っているかも知れない。

　これからまだ残っている朝の準備をすることを考えても、まだまだ時間の余よ裕ゆうはある……が、問題はそんなことじゃない。

「いつもなら、そろそろ見えても良い頃合いですのに……」

　脳裏に過よぎるのは、生意気で態度の悪い従育科男子生徒の顔。

　いつまで経たっても立場の違いを弁わきまえない庶しよ民みんで、しかも天てん敵てきともいえるクラスメイトの彩さい京きよう朋とも美みの幼おさな馴な染じみという、考えられる限りの最悪を煮に詰つめたような男だが……

　今日は、まだその姿を見ていない。

　上育科女子寮りよう──西せい欧おうから移築してきたという城の、セルニアが暮らす三階南側のバルコニーから見える道を、毎朝走っているはずなのに。

　一ヶ月と少し前にたまたま見かけて以来、宿泊やイベント等で立て込んでいる時以外は毎日同じ時間に見かけていたというのに、今日はまだだ。

「…………」

　一人で走っていることが多いので、従育科としての日課という訳ではないのだろう。単にあの粗そ野やな庶民が、勝手にやっているトレーニングなんだろうと見当を付けていた。

　……別に姿が見えないから心配だとか、顔を見たかったとか、そういうことは無い。正しよう真しん正しよう銘めい正々堂々、言い切れる。

　ただ、何となく毎日の習慣のようになってしまったのに、それが欠けている──取るに足らない存在のことだとしても、やっぱり気になるものだ。

「……フン、きっと寝坊したに決まってますわ」

　何分遅れたのかは知らないが、そうだとすれば、きっと慌あわてて走って来るだろう。もしかすれば、身の程を弁わきまえないペース配分をしたせいで、脇腹を押さえている姿なども見られるかも知れない。

　もしそんなことがあったなら、後で本人の前で盛大にからかってあげようと、上品かつ不敵に笑い……




「……全く、信じられませんわ！」

　怒りを振りまきながら支し度たくを終えたセルニアは、最後のチェックとして姿見の鏡を睨にらみ付けた。急いで支度をしたせいか、どことなく髪かみ型が決まっていない気もする。

　それもこれも、タイムオーバーになりかけるまでバルコニーに居続けたというのに、結局現れなかった秋あき晴はるのせいだ。全く、居ても居なくても迷めい惑わくな男だ。

　教室で顔を合わせた時に何と言ってやろうかと思案しながら、セルニアは食堂へ急ごうと部屋から出ようとし──

　ドアノブに手を掛けたところで、動きを止めた。

「これは……？」

　目に止まったのは、ドアの横。

　郵便物を入れる為ためのボックスに、昨夜には無かったはずの封筒があった。

　灰はい褐かつ色しよくの葉書はがきサイズの封筒は、これまで何度か目にしている。

「この封筒は……」

　それらは全すべて、従育科からの通達に使われていたものだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……なーんか、妙みようだな……」

　眉まゆを顰ひそめて右耳に付けた安全ピンを指で触さわりながら、日ひ野の秋晴は小さく呟つぶやいた。

　後ろを振り向いてみるが、案の定というか、自分を見ている人はいない。放課後のカフェテラスには数人の客がいるだけで、誰もこっちを気にしてなさそうだった。

　やっぱ気のせいかなー、とは思う。でも今日だけで似たような感覚は数回あって、誰かに見られているのかと辺りを見回しても、これといって思い当たるような人は無し。

　むしろおかしな動作をしていると全く親しくない上育科のお嬢じよう様さま連中にひそひそと噂うわさされて、無む駄だに評価が下がるという始末だから泣きたくなる。

　……というか、ちっとも好転しないよなぁ。先々週にあった海外訓練から帰って来たら、『緊きん縛ばく露ろ出しゆつ趣味の男』という予想を遙はるかに上回るレッテルがペタペタ貼はられていたし、先週は先週で『食堂で露出とコスプレを強要していた』って噂うわさになってたし。

　この調子だと卒業する頃にはどんな存在と化しているのか。伝説の魔王クラスの変態になってそうで嫌いやだ。

　そんなことがあったとはいえ、だ。噂の収しゆう拾しゆうを朋とも美みに頼んだおかげで、今週に入ってからは前と同じくらいに敬遠される程度に戻っていた。いやまあ、それも十分に悲しいけど。

　なのに、今日──というか、今け朝さになってから、また誰かの視線を感じるようになった。

　万能な大だい地ちとか、殺し屋かあんたはって言いたくなるヘディエなら、誰が見ているのかまで特定出来そうなものだが、残念ながら秋あき晴はるにはそんな真ま似ねは無理。一般人に赤外線まで感知しそうなスキル持ちみたいなこと出来るかっての。

「……にしても、なんだろうな……？」

　勘かん違ちがいとは、あんまり思えない。でも、確信も無い。理由も、これといって思い当たるものが無い。

　……まあ、こんなことを気に出来るっていう時点で、ある意味終わってる。相変わらず秋晴の担当エリアだけがぽっかり無人で、暇ひまを持て余しているから余計なことを考えていられるんだろうし。

　閑かん職しよくに飛ばされたサラリーマンの気持ちがちょっと分かる。ただしこっちは個人的理由で仕事が無いというのが一番大きな違い。むしろ周りが爆ばく釣ちようなのに一人だけ全く釣つれない坊主ぼうず状態の方が近いか。

　誰か知り合いが来てくれればありがたいのになー、と本気で思う。午後の授業の時、明後日あさつての土曜に従育科試験があるって聞いたから、余計に。

　今度は何をするのか分からないけど、それは参加出来て初めて考えるべきことだ。運良くこれまでは参加出来ているものの、今回もチャンスに恵まれるとは限らないわけだし。

　自分から積極的にカードを貰もらえるよう交こう渉しようにいかないと、まずいかもだ。

　問題は、誰に目め星ぼしを付けるか。朋美に頼むとオッケーは貰もらえても交換条件でとんでもないことになりそうだし、セルニアは調子に乗りそうだし──

「……お？」

　仕事を半ば忘れて試験のことを考えていたからか、秋晴は『それ』に気付くのに少し遅れた。

　いつの間にやら自分の担たん当とうするエリアに、どこの女王様だよってくらい偉えらそうに腕うで組ぐみをして立っているヤツがいることに。

「全く、いつもながら態度のなっていない庶しよ民みんですわね。客が来ているというのに、何をぼうっと突っ立ってますの？」

「っと、悪い──じゃなくて、気が付かず申し訳ありませんでした」

　これがただの言いがかりなら負けじとやり返すところだが、真まっ当とうな意見なので秋あき晴はるは素直に謝罪を返した。

　考えていた矢先に現れたセルニアは、不ふ機き嫌げんそうに一いち瞥べつをくれた後で、

「そのような気き色しよくの悪い口調の貴方あなたと話だなんて、背筋がぞっとしますわ」

「……とはいえ、奉ほう仕し活動中は敬語が原則ですので」

　その原則も、ピナやみみなの見た目小学生組が相手の時は破ってるけど。子供の無む垢くな目で嫌いやそうに訴えられると、流石さすがに折れざるを得ないから。

「確か、もう少しで今日の務めは終了でしたわね？」

「ええと……そうですね、あと十五分程で終了になります」

「なら、終わってからでいいですわ。カフェテラスの裏にあるベンチに座ってますから、終わり次第来るように。分かりましたわね？」

「…………はい、分かりました」

　やや躊躇ためらったものの、秋晴は素直に頷うなずいた。

　セルニアらしい上から目線の指示に従う義理はあんまり無いけど、奉仕活動中は無む闇やみに言い返せない。

　それからもう一つ──言葉遣づかいはいつもと大差無いのに、何な故ぜだか妙みように、声に迫力があった。断ったり嫌な顔をしたりすると、瞬しゆん時じに回し蹴げりでも飛んでくるんじゃなかろーかと思ってしまうくらいに。

　特に何かやらかした覚えはないんだけどなー、と秋晴が内心で首を傾げている内に、セルニアはさっさと踵きびすを返してカフェテラスから出て行ってしまった。

　消えてしまった後ろ姿を思い出しながら、

「……何なんだ、一体……？」

　呟つぶやいてみるも、答えなんて分かるはずもなかった。




　結局、カフェテラスが閉められるまでの十数分間を誰も客が来ないまま過ごした秋晴は、セルニアが待っているはずの場所へ急いだ。

　まだ五時を回ったばかりなのに、そろそろ日が暮れ始めている。空気も肌はだ寒くなってきたし、あまり待たせると小言の礫つぶてがマシンガンで撃うたれたように飛んできそうだ。……いや、別に待たせなくても文句は言われるか？

　ともあれ待たせると悪いので、足早にカフェテラスの裏手に出て、すぐ近くにあるベンチへ視線を移すと……いた。

　腕うで組ぐみプラス足を組んだセルニアの姿は、夕暮れということも手伝って悔くやしいことに綺き麗れいなものだけど、今更見み惚とれたりはしない。初対面ならまだしも、見慣れた上に性格の方も理解した後なので。

　秋あき晴はるが来たことに向こうもすぐに気付いたらしく、視線が飛んできた。かと思えば、もう立ち上がってこっちへ歩いて来る。座って待つという優ゆう雅がな考えはどこにも無いらしい。

　ツカツカと足音を立てて近寄って来たセルニアは秋晴のすぐ目の前で止まり、空色の瞳ひとみで睨にらみつけてくる。

「遅いですわよっ。淑しゆく女じよを待たせるだなんて、どういう了りよう見けんですの?!」

「……えー？　お前が待ってるって……いや何でもないっす……」

　抗議の言葉は途と中ちゆうで終了。理由は、目がマジだったから。

　……どーいうことか、やっぱり今日のドリルさんは迫力が違う。理り不ふ尽じんな発言でも突っ込みを控えざるを得なくなる威圧感がある。

　パタパタと白しろ旗はたを挙げて黙だまり込んだ秋晴に対し、しばし睨み続けていたセルニアは諦あきらめたように小さく鼻を鳴らし、

「……フン、まあいいですわ。生活態度に難のある貴方あなたが遅れてくることなんて、珍しいことじゃ無いですもの」

「はぃ？　何言ってんだ、遅刻なんて殆ほとんどしたことないぞ」

　一時期だけ無断欠席したこともある中学時代ならともかく、白はく麗れい陵りように来てからは規則正しくやっているつもりなので、そんなことを言われるのは流石さすがに心外だ。

「言い訳なんて聞き苦しいだけですわ。今日だって──」

「今日も遅れずに来てたって。お前、クラスメイトなんだからそれくらい知ってるだろ」

「ホームルームには間に合っても寝坊したのではなくって？」

「いやしてないし。むしろいつもより早く起きたくらいで」

「そんなはずありませんわ！」

　……や、そんなはず無いとか言われても困る。事実だし、かといってこの場で証明する方法も無い。ルームメイトというアリバイを保証してくれる証人は、今頃寮りようにいるはずだ。

　どうしたもんかと思いながらも秋晴は、

「いやいや、マジだから。今日はいつもより十分くらい早く目が覚めたから、俺おれより先に起きていた大だい地ちを誘さそって裏山の方まで走りに行ったくらいだぞ？」

「……………………」

「…………ん？」

　出来る限りの説明くらいはしようと話している内に、セルニアの表情に異変が。訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめていたと思ったら、何かに気付いて驚いたように口を小さく開けて俯うつむいて……何なんだろうな、この反応は？

　不思議に思いながら秋晴が見つめていると、セルニアは夢から覚めたように顔を上げ、

「ッ、紛まぎらわしいんですのよ、貴方はっ！」

「うわ逆ギレ!?　というか逆ギレにすらなってねぇ?!」

「それがどうかしましてっ!?　ああっ、もう──！」

　顔を真まっ赤かにして地じ団だん駄だを踏み始めるその姿に、秋あき晴はるは本格的に白しろ旗はたを挙げたくなる。もうダメだ、ちっとも意味が分からん。ドリルの本能で地面に穴を開けようとしている可能性くらいしか思い付かないよ。

　対応しきれず持て余し気味になっていると、息を荒げたセルニアがさっきまでの数倍は険しい目で睨にらみつけてきた。

「そんなことよりっ！　どうなってますのよ?!」

「……頼むから主語を入れてくれよ。どうって、何のことを言ってるんだ？」

「決まっているでしょう!?　今度の、従育科試験のことですわよっ！」

「…………あー」

　相手のテンションとはかけ離れて低い声が出てしまったが、仕方がないはず。だって全然予想していなかったから。

　それに、『どうなっている』と言われても、具体的には何を訊きいているのやらだ。

　色々と言葉が足りないものの秋晴は何とか想像力で補って、これじゃないかなーと該がい当とうしそうな返事をしてみた。

「まだパートナーは決まってない……というか、カードを貰もらえてないな。今回も何をやるのか分からないし、土曜は午後の予定入れてるヤツが多いしなぁ」

「…………、やっぱりですのね。まあ仕方のないことですわ！　悪名高い庶しよ民みんがそう易やす々やすとカードを得られるなどと、誰も思いはしませんわよ！」

「…………」

　悪く言われても否定は出来ない……けど、それ以上に気になることが。

　この金きん髪ぱつドリルさんの変なテンションは、一体何なんだ？　しかも妙みように嬉うれしそうだし。

　ヤバいキノコでも食べてしまったのだろーかと思わず秋晴が心配していると、セルニアが自じ慢まんの髪かみをさらりと撫なでた。

　そして得意気になっているのを隠かくそうとして隠しきれない感じの笑みを口元に浮かべると、

「そう、ですわね……この私も、伊だ達てに名門貴族の血を引いてはいませんわ。例たとえ常日頃は不平不満ばかりを口にする民だとしても、どうしてもと請こわれれば恩情を与えるのも吝やぶさかではありませんわよ？」

「…………とりあえず、日本語で話してくれ」

「歴れつきとした日本語ですわよ！」

　そんなこと言われても、半分も理解出来なかったのは事実なので、秋晴は訝いぶかしげに視線を投げ返すしかない。

　寒々しい沈ちん黙もくが続いた数秒後、苛いら立だたしげに眉まゆを跳はねさせたセルニアが口を開いた。

「だからっ、私が言っているのは従育科試験のことですわよ！　まだカードを貰っていないのでしょう?!」

「あー、うん……ぇ？　それってつまり、そういうことか？」

　さっきの芝居しばいがかった偉えらそうなセリフは理解出来なくても、今のなら何とか汲くみ取れる。

　つまり試験に参加するのに必要なパートナーカードが無いのなら、くれてやってもいいと。かなり大上段からで分かり難にくいことこの上ないが、たぶんそういうことのはず。

　それならかなり嬉うれしいニュースだ。まだ一枚も貰もらえてないだけでなく、これから誰かから貰える保証も無い。

　思わぬ申し出に秋あき晴はるが頬ほおを緩ゆるめていると、セルニアはスカートのポケットから赤いカードを取り出して、

「これが、欲しいのでしょう？」

「ああ、助かる…………って、おい？」

　秋晴が手を差し出すと、カードを持つセルニアの手が上へと逃げた。なんというか、お預けを食らわせる感じで。

　どういうつもりだと視線でアピールをすれば、カードを口元に当てたセルニアは目を細めてご満まん悦えつな表情に。

「誰が差し上げると言いまして？」

「……はぃ？」

「勿もち論ろん、寛かん大だいな気持ちでプレゼントするのは構いませんわ。それでこそ上流階級に生きる人間というものですもの。とはいえ、ですわ──受け取る側にも、そう、相応の態度というものがありましてよ？」

　うっわー、何この嬉しそうな声。上の立場から精神的にこっちを嬲なぶれると思っているんだろうが、それにしたって喜びすぎだっての。

　腹黒魔神の朋とも美みに比べればこのくらいまだ可愛かわいいもんだけど……何なんだろうな、この妙みように高いテンションは。優越感があるのは分かるが、ちょいとおかしな気もする。

　不思議に感じて秋晴が黙だまっていると、人生で一番輝いている瞬しゆん間かんみたいな絶好調っぷりのセルニアはひらひらとカードを煽あおって、

「さあ秋晴、どうしますの？　折せつ角かくの厚意を無む碍げにしようと私は一向に構いませんけど、これを逃した後もチャンスが転がっている保証はありませんわよ？」

「……そうかもな」

　頷うなずくのはやや抵抗があるけど、確かにその通りだ。

　今週の土曜は、確か朋美も用事があるようなことを言っていたし、それなりに親しい関係の連中だって、基本的に多忙なのでスケジュールは埋うまっているかもしれない。

　鳳フオウやみみなはあまりこの手のイベントに積極的なタイプじゃないし、アイシェは……頼めばすんなり引き受けてくれそうだけど、後でヘディエから数百倍返しを要求されそうなのが怖過ぎる。

　となると…………まあ、それが一番か。

　順当に結論が出たので、秋あき晴はるは落としていた目線を上げて真まっ直すぐにセルニアを見た。

「フフッ、精せい々ぜい悩むがいいですわ。尤もつとも、私の気がいつ変わるかも分かりませんから、時間制限付きだと思った方がよろしくてよ？」

　至し福ふくの時を過ごしているドリルさんはまだ絶好調を保ったままのようで、言葉遣づかいもいよいよおかしくなっていた。これは人として、早くこいつを夢から覚ましてやるべきだろう。

　そう思った秋晴は、軽く後頭部を掻かいてから、

「……で、俺おれにどうしろと？」

「決まってますわっ！　この私に頭を下げ、それから『どうかパートナーカードを下さい』と懇こん願がんの言葉を述べて頂きましてよ！」

　──よし、言質げんちが取れた。

　聞くべき言葉が出てきたところで秋晴は、興奮したように頬ほおを紅こう潮ちようさせたセルニアへと向かって、

「どうかパートナーカードを下さい」

　あんまり感情は込めずにさらっと言って、頭を下げた。

「………………………………………………………………………………ぇ？」

　対するセルニアは、笑みを微び妙みように崩くずした状態でポカンとしていた。

　きっとこいつのことだから、頭を下げること一つに多大な葛かつ藤とうがあって悶もだえ苦しむ様が見れると思ったんだろうが、こちとら従育科生だから。必要な時は敬語も喋しやべるし頭だって下げるっての。

　下した手てに出たのは自分の方だけど、ちょっとした優越感に浸りながら秋晴は、フリーズしかけたままのセルニアに手を差し出して、

「言われた通りに頼んだぞ？　そのカード、貰えるか？」

「あ、ぇ…………それは……勿もち論ろんです、けれどっ……！」

　期待していた映画が理り不ふ尽じんな夢オチで終わった時のような反応のセルニアに、秋晴はここぞとばかりに畳たたみかけることにした。

「だよなぁ。貴族令れい嬢じようのセルニアが約束を破るなんて、そんなはずないよなー？」

「ッ、当然ですわ！　フレイムハート家の名と紋もん章しように於おいて、一度約束したことを不ふ履り行こうになどしませんわよっ！」

　軽く挑ちよう発はつめいた言い方をしてみたが、効果は抜群というか、とても分かりやすく期待通りの反応をしてくれる。

　言いながら手を上下させてカードをくれとアピールすると、セルニアは歯軋ぎしりでもするんじゃないかってくらいに強く歯を噛かんでこちらを睨にらみ付け……

　持っていたパートナーカードを、叩たたきつけるようにして秋あき晴はるの手に渡した。

「これで満足でしょうっ!?　ああもうっ、腹立たしいですわ！」

「っし、ありがとな。マジで助かる」

　礼を言いながら、秋晴はこれがドリル相手で良かったと心底からホッとする。意地になっているっていうのもあるが、機き嫌げんを損そこねても約束を守るのは、正直かなり凄すごい。

　もし相手が朋とも美みだったら…………結果的に約束は守られても、甚じん大だいな精神的ダメージを負わされた後になるだろうなぁ。その点でも、底意地の悪い発想の出来ないセルニアが相手で助かった。

　無事にカードをゲットした秋晴がほくほく顔でそんなことを考えている間も、セルニアは納得がいかないようなしかめっ面つらで、腕うで組ぐみをしてこちらを睨にらんでくる。

「……おかしいですわ、理り不ふ尽じんですわ。私の完かん璧ぺきな計画では、このような不完全燃焼の結末を迎えることなんて…………ッ」

　ぶつぶつと言っていたセルニアが、不意に言葉を句切って額ひたいとこめかみを手で押さえた。

　唐とう突とつだったので、秋晴は思わず目の前にいる同級生の顔を覗のぞき込んで、

「おい、どうした？」

「……何でもありませんわよ。少し目眩めまいがしただけですわ」

「何でも無くないだろ、それは。どうする、医務室に行くか？」

　白はく麗れい陵りようには二十四時間態勢で女医さんが詰めている医務室があるので、こういう時は素直に行くのがベストだ。轟とどろきなんて『女医って響ひびきだけで、なんやこう、血圧が上がるな！』と喚わめいて無む駄だに通って叩たたき出されたりしているけど、上育科のセルニアならそんな扱いを受けることも無いし。

　片目を瞑つむりながら小さく吐と息いきを吐ついたセルニアは、心配する秋晴をちらりと見て、

「この程度で医者に罹かかる程、軟弱ではありませんわよ」

「や、でも、何かの病気だったらどうすんだよ？　ただでさえいつも薄うす着ぎしてるから、風か邪ぜかもしれないし」

「だとしたら尚なお更さらですわっ！」

　いや、そこで尚更っていう意味が分からない。しかも激しく睨んでくるし。

　そのまま襲おそいかかってきそうな殺気に、いつでも逃げられるよう秋晴は構える。

　理不尽な怒りを振りまきながらもセルニアは、

「全く……数年に一度あるか無いかの不運に付きまとわれているとしか思えませんわね。今日は早めに休むことにしますわ」

「ああ、うん、そうしとけ。明日あしたは祝日だし、一日ゆっくりしておけば軽い風邪くらいなら治るだろ」

「生あい憎にくと予定は詰まってますのよ。この程度の体調不良、治すのに半日もかかりませんわ」

　そりゃーちょっと無理だろ、と突っ込みたくなるようなことを自信満々に言い放ち、半病人とは思えないしっかりとした足取りでセルニアは去っていった。

　残された形の秋あき晴はるは、しばしセルニアの背中を見ていたものの、

「……帰るか。部屋の掃そう除じもしないとまずいし」

　呟つぶやいて、貰もらったカードをポケットに仕し舞まおうとして……ふと、気付く。

　──そういやこれ、さっき唇くちびるに当ててなかったっけか……？

　瞬しゆん時じにその時の光景と、度たび重かさなるアクシデントで何度も至し近きん距離で見てきたセルニアの柔やわらかそうな唇が脳裏に浮かぶ。

　特に何をするわけでも無いし、カードはカードに変わりない……けど。

　どうしたことだかやけに恥ずかしくなってしまい、秋晴は乱暴にパートナーカードを仕舞い込んで、大きく息を吐はいた。
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　試験が行われる土曜日は雨が降り、気温もかなり低めという、外出するにはちょっと厳しい天候だった。

　悪天候なので講堂前ではなく建物の中に集まった試験の参加者達は、特にお喋しやべりすることもなく深み閑かんの伝える試験内容に耳を傾けて……いる、ものの。

　秋晴だけは深閑よりも、隣となりにいるセルニアに注意を奪われていた。

「……なあ、本当に大丈夫なのか？」

「……問題無いと言ったはずですわよ。私を気遣づかうだなんて柄がらにもないことを……ああもう、寒気がするから止やめて貰もらいたいものですわ」

「……それ、たぶん俺おれの発言のせいじゃないから」

　深閑が話している最中にひそひそ話をしているのは、別に余よ裕ゆうがあるからじゃない。睨にらまれただけで『あ、眉み間けんに銃じゆう口こうを押しつけられたらこんな感じかな？』って威圧感は、何度食らっても寿じゆ命みようが縮まる思いがする。

　じゃあどうしてこっそり雑談をしているのかというと、セルニアの顔色のせいだ。

　日英クォーターだからか、日本人とは少し違う肌はだの白さをしているはずなのに、それが風ふ呂ろ上あがりのように赤くなっていた。講堂は暖房が適度に効いていて、暑すぎるということは無いはずだ。今日のセルニアの服装は、ハイネックのセーターにマーメイドスカートという組み合わせで、特別厚着ってことも無い。

　なのに頬ほおは上気したように赤く、呼吸も浅くて──

「……いい加減認めろよ。完かん璧ぺきに風か邪ぜだぞ、それ」

「……違いますわっ。万が一そうだとしても、このセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートが、たかが風か邪ぜ如ごときに屈して約束を破るような真ま似ねをするわけが無いでしょう!?」

「……や、そんな体調で頑がん張ばられても……」

　会った時から帰れと言い続けているのに、ちっとも聞いてくれない。なんという頑がん固こさか。場合によってはプラス要素なんだろうけど、こういう時は素直に退ひいて欲しい。

　明らかに体調不良な人間を試験に参加させるなんて出来っこないのに、当の病人さんがこっちの言葉を聞いてくれないって、どーいうことだよ。

　ため息を吐つかずにはいられない状況に、秋あき晴はるが困って後頭部を掻かいていると、

「──では、本日の試験内容を発表させて頂きます」

　ただでさえ良く透る深み閑かんの声が、耳の奥を刺さすようにして聞こえて来た。

　こうなったら仕方がない、と秋晴は決断する。この話が終わったら、無理にでもセルニアを医務室へ連れて行くことにしよう。こんな体調じゃ、どうせろくな抵抗も出来ないだろうし。引きずって行ってベッドに放り込めば、流石さすがに大人おとなしくなるだろ。

　多少は引っ掻き傷きずが出来ることも覚かく悟ごしないとなぁ、などと思っていると、深閑の唇くちびるが厳おごそかに開き、

「本来は燕えん翠すい楼ろうを使っての試験にする予定でしたが、生あい憎にくの空模様ですので、急きゆう遽きよ内容を変更することにしました。ですので、発表後に参加を取り止めるケースがあっても、今回だけは失格にせず最低点は付けることとします」

「…………？」

　予想外の発言が来たけど、今の秋晴には諸もろ手てを挙げて喜べる吉きつ報ぽうだ。棄き権けんしようと思った矢先にこのお達しなんて、僥ぎよう倖こう過ぎる。

　だが、それと同時に『どうしてそんなことになるんだ？』という疑問もあった。少なくとも前例は無いし、不参加の可能性が高いテストってどんな内容か想像出来ない。

　なので秋晴は僅わずかに眉まゆを顰ひそめ、続きの言葉を待ち……




「今回の試験は、パートナーである上育科生の部屋へ行き、身の回りの世話を承うけたまわるというものになりました」




　驚きよう愕がくの言葉を耳にして、そのまま固まってしまった。

　それってつまり……自分の場合、セルニアの部屋に入るってことか？　しかも身の回りの世話って、まさか着替えを手伝うとかマッサージをするとか風ふ呂ろで背中を流すとか……駄だ目めだ、そういう手伝いしか思いつかなかったこの頭はどこかでレストアしないと。

「試験を受けるパートナーとなることには了りよう承しよう出来たとしても、部屋に入れるのに抵抗があるという方は多いでしょう。特に男子生徒と組む女生徒は、その傾向が顕けん著ちよかと思われます。ですので、不参加でもペナルティは無しということにしました」

　煩ぼん悩のう生産装置付きの脳はいずれどうにかするとして──深み閑かんの話を聞いている限り、やっぱり上育科の寮りようにあるパートナーの部屋に行くっていうことに間違いはなさそうだ。

　でもまあ、あんまり関係無いか。自分がすべきことは不参加表明をして、セルニアを医務室に運ぶだけだから。

「具体的な指示内容はパートナーの上育科生に一任します。試験時間は三時間、それが過ぎたら従育科生は速やかに退たい寮りようし、理事長室まで報告に来て下さい──私からは以上です」

　言葉を切って、それから深閑は辺りをじっくり見渡すように視線を運ぶ。

　多少ざわつきはしているものの、誰からも質問が出なかったからか、深閑は掛けている眼鏡めがねの細いフレームを僅わずかに押し上げてから、

「それでは、これより十分後に試験開始とします。参加する方々はパートナーの部屋へ移動し、不参加の方は私の元へ来るように」

　言って、深々と一礼をして後ろへと退しりぞいた深閑の元に、早速何人もの上育科生が集まっていく。その内の一人に轟とどろきが半ばしがみつくようにして「ちょっ、待ってや！　何もせぇへんし、弄いじったりもせぇへんからっ」と騒さわいでいるけど、金こん色じき夜や叉しやみたいな感じで振り払はらわれていて……まあ、どうでもいいか、あんなの。

　やはり男子を部屋に入れるというのは抵抗が強いようで、三さん家けも大だい地ちもパートナーの上育科生に謝られている様子だった。あいつらでさえそうなんだから、自分や轟がオッケーっていう方がおかしいよなぁ。

　ただし試験を受けないだけの理由が今の秋あき晴はるにはあったので、渡りに船と隣となりにいるセルニアの肩かたを突き、

「もう少しして深閑の周りが空あいたら、俺おれ達も不参加だって伝えに行くか？」

　事務的な確認をするだけのつもりで訊きいてみた。結果は分かっているし、まあ問題も無い。こういう時もあるってだけだ。

　……と、こちらが先回りして諦あきらめて受け入れていたのに対し。

　セルニアは体調不良の人間とは思えないような強い眼まな差ざしで、秋晴を睨にらんできた。

「この私に、フレイムハート家の人間に二に言ごんはありませんわ」

「…………はぃ？」

「一度約束をした以上、それが喩たとえ貴方あなたのようなろくでもない庶しよ民みんが相手であろうと、試験内容がどうであろうと、キチンと守ってみせますわ……！」

　…………なんか、無む駄だに熱血な発言がきた……？

　思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう秋晴だったがそれは数秒足らずのことで、すぐに我に返ってまじまじとセルニアの瞳ひとみを見つめ、

「や、え？　お前、ちゃんと深閑の説明、訊きいてたか？」

「当然ですわ。単に使用人を部屋に入れるだけのこと、大したことではありませんわよ」

「そう言われれば……確かにそう、だけど……」

　堂々と言われても、秋あき晴はるの方が戸と惑まどってしまう。

　普通なら何か理由を付けてでも断りたい試験内容なのに、絶賛体調不良中に無理をする必要性なんて、どこにも、

「…………ぁ」

　──もしかしてこいつ、体調が悪いせいでいつも以上に意固地になってるんじゃ……!?

　思いつきだけど、それなら納得は出来る。ただでさえ強きよう靭じんなスプリングでも内包してんのかっていう勢いで反発してくるようなヤツだ。

　しかも自分の体調不良を認めないような意地っ張りだから、こっちの勧めは逆効果で、絶対に後には退ひかない姿勢になったのかもしれない。つまり、泣いた子供と同じくらい手に負えない生物と化しているってことか。

　不退転の覚かく悟ごすら窺うかがえる目をしたセルニアに、秋晴はどうすればいいのか分からなくなる。やっぱり当初の予定通り、無理矢理に医務室へ連れて行くのが正解なのか？　それとも、無む駄だな体力は使わせないようにこっちが引いた方がいいとか……

「──貴方あなた達は、何をしているのですか？」

「……っ!?」

　突然の声に弾はじけるようにして振り向けば、いつの間にか近くに氷の彫像に似た雰ふん囲い気きの深み閑かんが立っていた。

　しかもその冷たい目はセルニアを捉とらえて、

「フレイムハートさん、体調を崩くずされているようですが？」

「何も問題ありませんわ。この程度で体調不良だなどと、産まれたばかりの雛ひな鳥どりですら言いませんわよ」

　いやその喩たとえ、まるで意味不明だから。やっぱり熱で思考回路が変に……待てよ、それは割といつものことかも──

「…………っ!?」

　真ま面じ目めに不真面目なことを考えていた秋晴は、不意に背筋が凍こおり付くような悪お寒かんが走って身を硬くする。

　原因は、すぐに分かった。

　さっきまでセルニアに注がれていたはずの深閑の視線が、やっぱりというか、こちらへと突き刺ささっている。

「日ひ野のさん。パートナーに無理をさせるような真ま似ねは──」

「それは俺おれも分かってるけど、言うことを聞いてくれなくてだな……」

　かなり始末の悪い言い訳っぽいが、本当のことなので他に言いようがない。

　これは怒られても仕方ないと秋晴は覚悟を決めつつ、せめてセルニアをどうにかする為ための案を聞けないかと、頼れるメイド教師に視線を送り……

　小さく、ため息のような吐と息いきを吐つく深み閑かんの姿を見ることになった。

「……では、フレイムハートさんは試験に参加するのですね？」

「当然ですわ。勿もち論ろん、秋あき晴はるの為ためではなく、私自身の矜きよう持じの為にですけれど」

「──分かりました。ですが、一つだけ条件を付けさせて頂きます」

　よもやの許可という、耳を疑いたくなるセリフが出た。

　実はこの冷製教師も風か邪ぜか何かで判断能力が落ちているんじゃないかと、疑いの眼まな差ざしで秋晴が見ている前で、深閑はいつもの無表情でセルニアへと言い放った。

「部屋までは私も同行します。そこで簡単な診察を行いますので、その結果次第では参加を諦あきらめて頂きます」

「ええ、それで構いませんわよ。この程度、騒さわぐほどのことではありませんもの」

　自信満々に言うセルニアだけど、傍はた目めから見れば十分に騒ぐに値する顔色だ。少なくとも医者なら『大人おとなしく寝てろ』と間違いなく言うはず。

　にしても、診察って。医学の心得まであるのか、このメイド教師は。

　相変わらず万能だなぁ、と秋晴が感心していると、

「……日ひ野のさん」

　すっ──と身を寄せてきた深閑が、耳打ちするみたいに近距離から話しかけて来た。

「恐らくはただの風邪でしょう。熱次第ではありますが、薬と栄養を摂せつ取しゆした後に部屋で安静にしていれば悪化することも無いはずです。ですから、貴方あなたは極力、フレイムハートさんが大人しくしていられるよう、心掛けて下さい」

「……了りよう解かい。でも、いいのか？」

「今のところは、ですが。ただ、手の空あいている従育科の女生徒に協力して貰もらって下さい」

「俺おれ一人だと不安ってことか？」

　別に、心外だー、なんて言うつもりはなく、確認の意味で訊きいてみる。

　すると深閑は静かに首を横に振り、

「不要な噂うわさが流れることは、従育科のみならず白はく麗れい陵りようとしても好ましくありません。可能性を薄うすめる手段であって、日野さん個人の信用とは無関係です」

　そんなことを言われれば、秋晴としても断る理由は無くなる。ただでさえ異性が部屋で二人きり──なんて状況、要いらない誤解を生みやすい。つい最近、雪山の件で身を以て知ったばかりだからよく分かる。

　それに病人の看かん病びようなんて要素がプラスされれば、ゴシップ好きのお嬢じよう様さま連中がどんな加工をして話すことになるか。……うん、考えたく無くなるなぁ。

　小さく息を吐はき、それから秋晴は深閑へと頷うなずいてみせて、

「従育科の女子で、暇ひまなヤツ……か」

「ちょっと、秋あき晴はるっ。いつまでぐずぐずしているつもりですの?!」

　数少ない心当たりについて検討を始めたところに、痺しびれを切らしたようにセルニアの怒声が聞こえてくる。

　こいつは病気でも元気だなぁ、と思いながらも秋晴は降参するように両手を挙げ、フライング気味に寮りようへと歩き出したセルニアの後を付いて行った。
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「はいっ、精一杯頑がん張ばらせて頂きます！」

　元気よく、それはもう溢あふれんばかりの言葉に、

「……ああ、うん。程々でいいからな？」

　若じやつ干かん引くような形で秋晴は答えるが、それには理由がある。

　一緒に看かん護ご……というより、『試験だから一緒にいて、ただ看護をしただけです』という証明の為ために一緒に居て貰もらうことにした相手が、四し季き鏡かがみさんちの早苗さなえさんだったので。

　今日は姉がモデルの仕事だから試験に参加していないのを知っていたから呼んでみたものの、あんまり張り切ると空から回る可能性が高いので、程々で抑おさえて欲しかった。

　ちなみに現在いるのはセルニアの部屋の外、上育科女子寮りようの廊ろう下かだ。

　さっき深み閑かんの計はからいで、従育科の試験を寮内で行うとアナウンスしていたから、見られても即不ふ審しん者扱いされることは無い……と思いたいが、安心は出来ない。

　未だに見知らぬ女生徒には、廊下の角でバッタリ会うだけで気絶されることがあるからなぁ。それに似たことが起こると、場所が場所だけに本格的にまずい。

　無事に終わってくれないものかと祈るような気持ちで秋晴が佇たたずんでいると、目の前のドアが開き、診察をしていた深閑が出てきた。

「フレイムハートさんの容よう態だいですが、やはり風か邪ぜのようですね。熱は出ていますが、既すでに解熱剤は飲んだとのことですので、しばらく安静にしていれば大丈夫でしょう」

「じゃ、試験は？」

「行うことにします。ですが少しでも容態が悪化した場合、即座に医務室に連絡を入れて下さい。すぐに駆かけつけて貰もらえるよう、こちらから話は通しておきますので」

　事務的な言葉を並べた深閑は、それから四季鏡へと視線をやるも、特にコメントはせずに一礼し、

「それでは、呉くれ々ぐれも優先順位を間違えること無いよう、心掛けて下さい」

「了りよう解かい。何かあったらそっちにも連絡入れる」

　その言葉で安心したってことは無いだろうけど、深閑はあっさりと身を翻ひるがえして、廊下の向こうへと消えていった。

　残った秋あき晴はるは、躊躇ためらいを払ふつ拭しよくするように短く息を吐つき、

「っし、それじゃあ頑がん張ばるとするか。行くぞ、四し季き鏡かがみ」

「はいっ、頑張りましょう！」

　張り切った声を受けて、秋晴は一応ドアをノックしてから部屋へと入った。

　上育科の女子寮りように、それも部屋の中に入るのは初めてのことなので、さてどんなことになっているんだろうという好こう奇き心しんもあったが、

「……なんっつーか、『らしい』部屋だな」

　流石さすがに上育科、秋晴達が使っている部屋よりもかなり大きい。これを個人で使っているんだから羨うらやましい限りだ。

　それでもあまり広々と感じないのは、調度品の多さが原因っぽい。クローゼットも姿見の鏡も、本当にそれ必要なのかって訊ききたくなるくらいでかいし、テレビのサイズも少なく見積もって50インチはありそうだった。

　そして何より、部屋の角に収まるように設置されたベッド。あれ、絶対にダブルサイズだ。一人で寝るのにどうしてそのサイズを選んだのか、ちっとも分からない。

　ただ、その疑問を秋晴が訊きけるのは、ベッドに腰こし掛かけているセルニアが元気になってからになりそうだった。

　まだ私服姿のままのセルニアはどこかぼんやりとしていたものの、こちらに気付くとすぐにいつもの活いき活きとした目に戻って、

「ようこそ、とは言い難いですわね。試験とはいえ貴方あなたのような男性を部屋に入れるだなんて、屈くつ辱じよくですわ」

「……そこまで言うなら断ってくれて良かったのに」

「約束を守れない貴族など庶しよ民みん以下ですわよっ。この私が、そんな真ま似ねを…………ッ」

「ほら、無理すんなよ。さっさと着替えて、大人おとなしく寝るところからスタートしてくれ」

　大声を出そうとしたのが障さわったのか俯うつむいて額ひたいを押さえるセルニアに、秋晴は精一杯の優しさでそう言ってやる。

　着替えは四季鏡に手伝って貰もらえばいいだろうが、

「で、パジャマはどこだよ？　それにお前、布ふ団とんも無しで寒くないのか？」

　自分ならベッドに寝間着を投げているが、セルニアの座るベッドにはそれらしい服は無し。それどころかシルクのシーツだけで、あるだろうなと想像していたふわふわの高級羽う毛もう布団は影も形もなかった。

「布団なんて要いりませんわ。エアコンで温度調節すれば、夏でも冬でもシーツ一枚で十分ですわよ」

「なんつー電気の無む駄だ遣づかいを……でも、パジャマは？」

「だからシーツ一枚で十分だと言っているでしょう？　当然、着ませんわよ」

「当然じゃねぇっ!?　そんなの洋画でしか見たことがないぞ！」

「えっ？　寝る時は裸はだかって、普通じゃないんですか？」

　四し季き鏡かがみまでそんなことを言い出したので、秋あき晴はるは少数派になる。でも違う、その常識はおかしい。そしてシーツだけとか裸とか、ベッドがある具体的な空間で想像力を刺激するような発言はなるべく控えて欲しいです……！

　あらぬ方向に興味が惹ひかれそうになるのを全力で食い止め、秋晴が極力セルニア＆ベッドという組み合わせを見ないようにしていると、

「……一応、そこのクローゼットの下段に、パジャマが入ってますわ。四季鏡さん、取って下さる？」

「はいっ。ええとぉ…………あっ、これですね！」

　そう言って四季鏡が取り出したのは、淡いレモン色をした前にボタンがついたタイプのパジャマだった。

　……それはいいけど、開けっ放しのクローゼットから畳たたまれた下着らしき物が覗のぞいているので、早く何とかして欲しい。見ないようにって最大限の努力をしてはいても、どうしようもなく視線が行くので。

　自分から注意をすると理り不ふ尽じんな怒りを買いそうなので、秋晴はやや考えてから、

「あーっと……着替えている間に何か食べ物でも持って来てやろうか？」

「……食欲はありませんわ」

「でも何も食べないと体に良くないぞ。果くだ物ものかヨーグルトだったら食えないか？」

「…………林檎りんご、くらいなら」

　かなりの躊躇ためらいの後で呟つぶやかれた言葉に、秋晴は「よし」と立ち上がる。

「それじゃ、四季鏡。悪いが、着替えの方を頼むな」

「はいっ。豪ごう華か客船に乗ったつもりで、安心してお任せ下さい！」

　……その船、タイタニックって名前っぽくて嫌いやだなぁ……

　パジャマを持ったままの四季鏡に一いち抹まつの不安を覚えるものの、このまま居ても仕方がないと半ば諦あきらめの気持ちで、秋晴は入ったばかりの部屋から出た。

　少し間を置けば頭も冷えるはず。クローゼットは出がけにさりげなく足で閉めたから、危険物は見えなくなっているし。

「…………というか、まだ何にもしてないのに……」

　部屋にいるだけで、なんだかえらく疲れる。

　ある程度覚かく悟ごはしていたものの、やっぱり異性の部屋は刺激が強すぎだ。なんかもう空気からして違う。

　──それにしても、四季鏡を呼んでおいて助かった。色々と危ういけど、もし秋晴一人だったら、クローゼットを開けた時点で固まっていたに違いないので。ずらっと下着が並んでいる現場とか、本当に勘かん弁べんして欲しい。

　問題は、林檎りんごをどこで確保するかだけど……心当たりを虱しらみ潰つぶしで回るしかないか。

　病びよう床しようのセルニアと二人きりというシチュエーションを乗り切るのに比べたら簡単なものだと思うことにして、秋あき晴はるは廊ろう下かを歩き出した。




「っと、この部屋だったよな」

　最悪、白はく麗れい陵りようの外まで買いに行く羽は目めになるかもなー、と思っていた果くだ物もの調達は、上育科寮りようの食堂という近場でどうにか完かん遂すい出来た。

　ひょっとしたらデザート用に置いてあるんじゃないかと行って事情を説明したところ、林檎だけでなく梨なしとキウイもゲット。ついでに果物ナイフも貸してくれてと至れり尽くせりだったので、殆ほとんど労せずお遣つかいは済んだ。

　ドアの横にある部屋番号を何度も確認して、それから秋晴は果物の入ったビニール袋を持っていない方の手でノブを掴つかみ……開けようとする寸前で、思い止とどまることに成功した。

　自分が部屋を出てから五分と経たっていない。万が一まだ着替えが終わってなかったら、覗のぞき魔まの汚お名めいを着せられて色々と終わりになる。

　危ない危ない、と一度ドアノブから手を離して、秋晴はインターホンのスイッチを押す。ややあってから、スピーカーから『カチャ』という小さな音がして、

『ええっと、こちらはセルニアさんのお部屋ですが〜？』

「四し季き鏡かがみ、もう入っても大丈夫か？」

『あっ、日ひ野のさんですね？　大丈夫だと思いますよ』

　呑のん気きな四季鏡の声に、秋晴は取り越し苦労だったと安あん堵どの息を吐つく。

　まあでも、要いらない面めん倒どうを起こさずに済んだと思えば、これくらいの手間は全然惜しくない。踏んでから地じ雷らいがあったと気付いても、それじゃ遅すぎるし。

　こうやって一つ一つ確認していくことが大事なんだと自分に言い聞かせて、秋晴は改めてドアを開ける。

　出て行く前と同じように、セルニアはベッドに腰こし掛かけていた。

　──上半身に、何も着ていない状態で。
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「どおぁっ?!」

　秋晴は瞬しゆん時じに半分まで開けたドアを閉め、そのままドアに背を向けてしゃがみ込む。

　…………なんで、どうして、何も着てない……?!　いや正確に言うと下はちゃんとパジャマのズボンを穿はいていたけど、上は肌はだ着ぎすら無しってどーいうことだよ。

　横からで角度が微び妙みようだったからほぼ背中しか見えなかったものの、標準を軽く超えているっぽい胸の膨ふくらみがギリギリのラインまで見え隠かくれしてたし……！

　殆ど一いつ瞬しゆんしか見てないのにバッチリ脳裏に焼き付いてしまい、ダッシュ直後並みに心臓がえらいことになっていると、

「あの、どうしたんですか？」

「っ、四し季き鏡かがみ?!」

　後ろから聞こえて来た声に振り向けば、四季鏡がドアから頭だけ出すような形でこちらを見下ろしていた。

　秋あき晴はるはバネ仕掛けの人形みたいに立ち上がり、

「おまっ、何も大丈夫じゃなかったぞ!?　どういうことだよ?!」

「は、はい？　何がです？」

「だからっ！　着替え終わってないのに何な故ぜ俺おれを入れる?!」

　こっちがテンパッている理由がちっとも分かっていなさそうな同級生に強く問い詰めると、四季鏡は頭に付けたヘッドセットが落ちるんじゃないかというくらいに首を傾げた。

　どうして怒られたのか理解出来ない子供みたいな反応をされると、秋晴としても勢いをすかされて困る。説明なんて要いらないと思っていたのに、どうしたものか。

　こちらが言葉に悩んでいると、四季鏡は不思議そうにこちらを見て、

「あの、着替えが終わってないのが、どうかしたんですか？」

「どうかって……それはほら、俺は男でセルニアは女だから問題あるだろ」

「試験中ですし、使用人に着替えを見られても、何も問題ありませんよ？　覗のぞくような真ま似ねをすると、流石さすがに問題になっちゃうかもしれないですけど」

　諭さとすつもりが、むしろ諭されるようにそんなことを言われてしまった。

「…………それは、お前の家だけではなくて？」

「普通の家はそうだと思います。あっ、でも、二年生のハディムさんのように特別な理由が有る場合は別になるかも？」

　そう言って「どうなんでしょうねー？」と首を傾げる四し季き鏡かがみの姿に、秋あき晴はるは改めて上流階級との意識の違いを感じる。いくら使用人だからって、同じ年頃の異性に着替えを見られたら大騒さわぎになるのが普通じゃないのか？　実際、その手のアクシデントが原因で変な噂うわさになったことも屡しば々しばだし……って、それも従育科の務めの中でだったら大丈夫だったのか？

　見ても良かったのなら最初に言っておいてくれれば──いや違う、残念ではあるけど、やっぱり駄だ目めだ。後悔必ひつ至しなのは今の時点で確実だが、本人の確認が取れていないんだから自じ重ちようしないと。

「……とりあえず、四季鏡。セルニアの着替えを終わらせてやってくれ」

「え？　いいですけど、日ひ野のさんが戻ってきたのなら、私じゃなくても……」

「頼むからお前がやってくれ……！　終わったらインターホンで教えてくれればいいから」

「分かりましたぁ……？」

　あんまり分かって無さそうな顔ではあったが、それでも四季鏡は部屋の中へ戻ってくれた。その事実に秋晴は、再度崩くずれ落ちるようにしてその場へ座り込む。

　女子寮りようの廊ろう下かという非常に落ち着かない場所で、しかも部屋の中ではそれなり以上に付き合いのある美形のクラスメイトが着替えているという特殊過ぎるシチュエーションのせいか、やたらと時間が経たつのが遅く感じる。

　いっそこのまま逃げてしまいたくなる気持ちを懸けん命めいに堪こらえ、秋晴が床ゆかに指でのの字を書く作業に徹していると、

『あのっ、終わりましたー』

「……やっとかぁ……」

　待ち焦こがれていた声がスピーカーから聞こえてきて、盛大にため息を吐ついて立ち上がった。物凄すごく年寄り臭くさい動作だったが、いっそ精神年ねん齢れいがあの境地までいけばこんなに悶もん々もんとしないで済むのに。

　やれやれと秋晴はドアノブへと手を伸ばし、爆発物を取り扱うつもりでそっと開ける。慎しん重ちように、いつでもドアを閉じて逃げられるように心の準備をしながら部屋の中を見て……小さく、安あん堵どの息を吐はく。

　良かった、ちゃんとパジャマに着替えていた。視覚から脳を絨じゆう毯たん爆ばく撃げきする危険な光景は、遠くへ去った後だったらしい。

　確認が取れたところで秋晴はようやくで部屋へ入り、顔を赤くしてぼうっとベッドに座るセルニアに、

「よ、よう。調子はどうだ？」

「……不ふ甲が斐いないことに、良くありませんわ」

　それはそうだろうなと思う返事だけど、安心した。さっきの、着替え途と中ちゆうで放置されている場面を見てしまったことには、どうやら気付いてないらしい。

　罪悪感が胸で疼うずくが、秋あき晴はるはそれを無視することにしてビニール袋を掲げ、

「ほら、色々貰もらってきたぞ。食器はどこにあるんだ？」

「向こうの、棚たなに……ッ」

　指差して教えてくれるものの、セルニアは辛つらそうに表情を歪ゆがめる。

　額ひたいに手を当て、それから妙みように色っぽい吐と息いきを吐ついて、

「……流石さすがにこれは、少し辛いですわね……」

「無理しないで大人おとなしく寝てろよ。今、果くだ物もの剥むいてやるから」

「指さし図ずなんて……いえ、仕方ありませんわね……」

　いつものように反抗期の子供か天あまの邪鬼じやくの如ごとく言葉を返して来そうだったが、セルニアは途中で止めて大人しくベッドに横になった。どうやら本当に苦しいらしい。

　シーツの中に入る姿はどこか弱々しくて……しっかり看かん病びようしてやらないとな、と改めて思わされる。

　やれるだけ頑がん張ばろうと秋晴は洗面所で手を洗い、さっきセルニアが指していた棚を開けて手頃な大きさの平皿を取る。見るからに高そうだが、こういうのは使ってこそだ。

　流石に台所は付いて無いので、秋晴は果物を入れていたビニール袋の口を広げると、机の上に置いた。

　それから果物ナイフで、上う手まい具合に林檎りんごの皮がビニール袋の中に入るように剥いていく。ナイフの切れ味が恐ろしくいいのでスルスル剥けて、ちょっと気分が良い。

　手の中の林檎を回して切れ目を入れ、適当に一口サイズにしたものを次々と皿さらに載のせて……まあ、大体こんなものだろう。

　林檎を一つ切り終えたところで、秋晴は皿を片手にベッドで寝るセルニアの元へ行った。

「ほら、林檎。フォークか何かあった方が良いか？」

「フォークなら、お皿のある棚の引き出しに…………それに、しても……」

「なんだよ、微び妙みような面つらしやがって」

　普段なら怒りそうなことを言ってみるも、セルニアはまじまじとこっちを見たまま、

「……意外ですわ。ちゃんと包ほう丁ちようが使えるんですのね」

「仮にも従育科生だからな。これくらい当然だろ」

「ううっ……私、そんなに上手じようずに出来ませんが……」

　ベッドを挟はさんで向かいにいる四し季き鏡かがみが、涙なみだ目めになっていた。こいつの場合、上手に出来るとかそーいう段階以前に、怖くて包ほう丁ちようなんて持たせられない。

　でもそんな本音を言う訳にはいかず、秋あき晴はるは慌あわてて笑みを取り繕つくろって、

「あー、いや、お前はほらっ、志こころざしてから日が浅いからな！　俺おれの場合、元々家事はやってたし、一応とはいえ料理も小学生の時からこなしてるから」

「それなら私も、すぐに日ひ野のさんみたいにシュルルって剥むけるようになれます？」

「……………………たぶん」

「本当ですかっ!?　わあ、お料理の授業が楽しみです！」

　飛び跳はねそうな勢いで喜ぶ四し季き鏡かがみに、秋晴は口をもごつかせてしまう。……言えない。『たぶん』の後には『無理』って言葉が続く予定だっただなんて。

　真実は告げないことを固く誓ちかいながら、秋晴は小さなフォークを取ってきて林檎りんごに刺さしてやり、それをセルニアへと渡す。

　上体を起こして頼りない手つきで受け取ったセルニアは、しばし林檎を眺ながめてから口元へと運び、

「ん…………瑞みず々みずしいですけれど、味が殆ほとんどしませんわね」

　それはたぶん、熱で味覚が駄だ目めになっているからだ。剥いている間に香っていた匂においから考えると、かなり芳ほう醇じゆんな味がしていいはずだから。

　自分でもそれは分かっているのか、セルニアはそれ以上文句らしいことは言わずに一つ食べると、再び体を横にして、

「……喉のどが渇かわきましたわ。秋晴、紅茶を」

「いや待てって。風か邪ぜの予防にはいいかもしれないけど、引いた後なんだから止やめておけよ。こまめに水分取らないといけないんだから、普通の水にしとけ」

「……ミネラルウォーターは切らしていますわよ」

「水くらい外で調達してくるから問題無い。あんまり冷えているのは胃腸に障さわって逆効果だし、丁ちよう度どいいかもな」

「くっ……仕方ありませんわね……」

　というか、風邪の時まで紅茶って発想はどうなんだ。

　秋晴はまだ文句を言ってきそうなセルニアから視線を外すと、唇くちびるに人差し指を添えつつじっと林檎を見ている四季鏡に声を掛ける。

「悪いけど四季鏡、お遣つかい頼めるか？　下の食堂で水差しか何か貸して貰もらって、それに水を入れて来てくれると助かる」

「あっ、はい！　任せちゃってください！」

　張り切った笑顔でそう答えると、四季鏡はパタパタと部屋から出て行く。本当は、監かん視し役というか証人なので部屋に留めておくべきなんだろうけど、さっき寮りよう内ないを一人で歩いた時の冷や冷や感は相当な物だったので、なるべく外に出たくない。

　まあ、食堂との往復に水を汲くむのをプラスしても五分くらいで済むから、問題ないだろ。四し季き鏡かがみが寮りよう内ないで迷子まいごにならない限りは。

　……なりそうなのが怖いよなぁ、あいつ。

　四季鏡が出て行ったドアを見つめて早くも後悔しそうになるが、もうどうにもならないので考えるのは止やめておくことにする。

「さてと、他に何か欲しい物はあるか？」

「……特にありませんわ」

　疲れたような声に、秋あき晴はるは「了りよう解かい」とだけ返してセルニアの顔を見た。

　おっくうなのか瞼まぶたを閉じたセルニアは額ひたいに汗あせを掻かいていて、かなり辛つらそうだった。

　もう薬は飲んだと言うし、他に何か自分に出来ることは無いかと秋晴は考えて……やっぱりあれか、と一人頷うなずく。

　なるべく静かにセルニアの側を離れて洗面所に行き、タオルは無いかと探す。よく使う物なので程なくして見つかった……のはいいが、大きいサイズの物しか無い。あと、タオル地のバスローブなんかもあって、紛まぎらわし過ぎる。

　どこか別の場所に仕し舞まってないかと数分探してみたものの、結局ハンドタオルくらいの大きさのものは見つからなかった。

「……これでなんとかするか」

　呟つぶやいて、胸の内ポケットに今日はまだ使用していないハンカチを出した。タオルの方が適しているけど、この際だから贅ぜい沢たくは言えない。

　濡ぬらしてから絞しぼり、適度に水気を帯びたハンカチを掌てのひらサイズに畳たたんでから、秋晴はセルニアの元に戻り、

「なぁ──……」

　声を掛けようとして、小さな違和感があることに気付く。

　さっきまで目を閉じていただけだったセルニアが、今は眠ねむりに落ちていた。微かすかな浅い寝息を立てていて、表情も若じやつ干かんだけど穏おだやかになっている。

　これを起こすのは忍しのびないので、秋晴は無言で湿しめらせたハンカチを使って顔の汗を拭ぬぐってやる。珠たまのように浮いていた汗を拭ふき終えると、湿しつ布ぷするように額ひたいに載のせておく。

　最後まで起こさず無事にやり終えて、秋晴は安あん堵どの息を吐つき──それから、とんでもないことに気付いてしまった。

　……寝ている異性と二人きりって、まずくないか……!?

　いや何も疚やましいことはしていないし考えてさえいないけど、それでもこのシチュエーションはまずい。

　セルニアの意識があるか無いかという僅わずかな違いしかないが、実際は新築物件と外装リフォームだけした築五十年の物件くらいの大きな差だ。

　ほんの数分で激変してしまった状況に、秋あき晴はるは思わず冷や汗あせを掻かいて……

「ただいま戻りました〜」

「……！」

　部屋に響く呑のん気きな声に、思わずガッツポーズを取ってしまいそうになった。

　入り口の方へと振り向けば、そこには水汲くみから帰き還かんした四し季き鏡かがみの姿が。待ちに待った、なんて言うとかなり大おお袈げ裟さになるけど、ドジ界の頂点に君くん臨りんしかねないこの同級生の登場がこれ程ほど嬉うれしかったことは今までにないし。

　パタパタと小走りで近づいて来る四季鏡を気持ちよく迎えようと、秋晴は笑顔を作り……しかしすぐに、それは硬く強こわ張ばることになった。

「お待たせし──きゃうっ!?」

「のぁっ?!」

　秋晴達のいる部屋に入って来た瞬しゆん間かん、何も無いところで四季鏡が足を滑すべらせた。

　自分の方へと突っ込んでくるドジっ娘こを避よけるわけにもいかず、秋晴は両腕うでを広げて受け止める。幸いというべきか大した衝しよう撃げきは無く、むしろ抱だき止めた右腕を包み込むような柔やわらかい感かん触しよくの方が精神的にくる。

　でも、どちらも倒れず怪け我がも無くて良かった。四季鏡が本領発揮してこの程度で済んだんだから、先週の特訓が僅わずかばかりでも効果があったのかもだ。

　──と、秋晴は思ったものの。

　やらかした当人は致命的なミスを犯したような表情で、

「ひ、日ひ野のさん……私、とんでもないことを……！」

「そんな大袈裟な。転びかけただけで、他は何も…………」

　励はげましの言葉と共に笑いかけようとして──秋晴は、ある物を見てしまった。

　四季鏡が持っていた、クリスタルガラスの水差し。

　そこに入っていたはずの水が、殆ほとんど無くなっていた。

　じゃあ中身はどこにいったんだろうと視線を移せば、

「………………おぁっ!?」

　ベッドで寝ているセルニアにバッチリ掛かっていた。

　秋晴が慌あわてて被かぶっていたシーツを剥はがしてみるも、既すでにパジャマがかなり濡ぬれてしまっている。下の方は無事だけど、上着は生地が肌はだに張り付くくらいぐっしょりだ。

「たっ、大変です！」

「確かにこれは……って、おい?!　四季鏡っ、どこへ行くんだ!?」

　惨さん状じように気を取られたまま返事をしたので、気付いた時にはもう遅かった。

　四季鏡は慌てふためいて部屋の外へと走り出し、掴つかんで止めようとした秋晴の手は見事に空から振ぶる。

　すぐにドアが開く音が、それからややあってから控えめに閉まる音がして……

　この土ど壇たん場ばで再びセルニアと二人きりの状況になった。

「…………マジっすか……？」

　呟つぶやいて、それからもう一度ベッドへと視線を戻す。

　水をぶっかけられたっていうのに、セルニアは起きる気配がない。顔には殆ど掛かってないとはいえ、寝入ってそう経たっていない癖くせに眠ねむりが深過ぎる。

　元々そういうタイプなら気にする程ほどでも無いけど、体が弱っていて休養を求めた結果なら……このままじゃまずい。

　いくらエアコンで適温に調整されていても、水に濡ぬれた服を着ていれば話は別になる。体温を奪われて、ただの風か邪ぜがえらいことになりかねない。

　早急に何とかしないといけないこの場面で、女手が無いっていうのは致命的だ。何かあったら連絡を入れろと言ってくれた深み閑かんに頼めばいいのかもしれないが、理事長室から寮りように来るまで時間が掛かるから、悠ゆう長ちように待っていられない。

　となると──

「俺おれが……やるのか……!?」

　自分の言葉に、秋晴は目眩めまいがしそうになった。

　着替えさせる、ということは、つまり。

「…………」

　目線が、呼吸と共に上下する胸元へ釘くぎ付づけになった。

　もっと盛大な深呼吸をしたら、前を留めているボタンがプチンッと弾はじけ飛んでしまうんじゃないかと思うくらい見事なボリュームの膨ふくらみが、そこにある。

　……着替えさせるということは、脱ぬがすということで、

　アクシデントで触さわったり密着したりして体感したアレを、

　夏の熱海あたみで水着が取れたものの遠距離過ぎて見えなかったアレが、

　何の障しよう害がいもなく、すぐ目の前で露あらわになるということになるわけで──!?

「いやいやいやいや、そりゃまずいってヤバ過ぎるって……！」

　頭がカッと熱くなって、秋あき晴はるは落ち着けと自分に言い聞かせる。

　幸か不幸か、着替えの心当たりはある。

　さっき四し季き鏡かがみがパジャマを出したクローゼットの引き出しを開ければ、やっぱりというか、同じブランドの物と思しき色違いのパジャマがあった。

　それから洗面所に行き、バスタオルを持って来る。これで準備は整った訳だ。

　……肝かん心じんの、心の準備以外は。

「どうする……起こすか、どっかの部屋に助けを求めるか、それとも──」

　どの選択が自分とセルニアにとってベストなのか、秋晴は必死に考える。

　そこに、小さな呻うめき声が聞こえて来た。

「…………ん……ッ……」

　もしや起きたのかと見れば、残念ながら眠ねむったままだった。

　でも──苦しそうなその声に、熱で火ほ照てって眉み間けんに皺しわを寄せる表情に、秋あき晴はるは氷水を頭から被かぶせられたような感覚を覚え、奥歯を噛かみ締める。

　先週、似たような場面を経験したばかりだっていうのに、すっかり忘れていた。

　雪山で濡ぬれた衣服を脱いで乾かわかさなくてはならない時、深み閑かんが身を挺ていして示してくれたのは緊きん急きゆう時における優先順位の大切さだ。

　そして今、似たようなシチュエーションで、すぐに動けるのは自分だけ。

「……迷ってる場合じゃないか……」

　風か邪ぜを引いているクラスメイトを目の前でみすみす悪化させるなんてことは、絶対にしたくない。

　後でセルニアから殴なぐられるなりしばらく口すらきいて貰もらえなくなるなりしても、最悪の事態に比べれば全然マシだ。

　──そう思えば、覚かく悟ごは決まった。

　大丈夫、病人の服を脱ぬがすなんて、医者だってやっていることだし。疚やましい気持ちを持たずにやれば何もおかしくない。

　そう自分に言い聞かせた秋晴は、改めてダブルベッドの前に立つ。

　苦しげに眠ねむり続けるセルニアの姿をじっと見つめ……小さく、唾つばを呑のみ込む。

　そして──

「…………よし」

　自分の制服からネクタイを抜き取り、頭に巻いて目隠かくしをした。

　この期ごに及んでどんなチキンだと罵ののしられそうな気はするけど、やっぱいきなりは無理っぽいです。笑いたいヤツは笑えばいい。轟とどろき辺りなら『何を勿もつ体たいないことしとるんや!?』って絶ぜつ叫きようしかねないが、これが精一杯なので。

　視界が真っ暗になった状態で、秋晴は慎しん重ちようにセルニアへと手を伸ばす。

　目隠しする直前にボタンの位置は覚えた。全く見えないけど、たぶん何とかなるはず。信じるべきは自分の記き憶おく力と想像力だ。

　あまり時間は掛けられない。繊細かつ迅じん速そくに、気分的には手術をする医者みたいな感じで、秋晴はあるはずのボタンを掴つかもうとして──

　ふにゅっ、と指先が埋うまった。

「…………っ」

　明らかにこれボタンじゃないっていうか布地越しとはいえアレだよね、と分かってしまう感かん触しよくに、もう少しで声を上げそうになる。

　いきなりのミスに、それでも秋あき晴はるは硬直したように手を動かさない。……いや違くて、指先から伝わる柔やわらかさに脳がフリーズしているだけで、他意は決して無くて……！

　自分で自分に言い訳をしながらも、慎重に手を横にずらす。すると小指の爪つめに、目標だったボタンの硬い感かん触しよくがあった。

　そのことにホッとして、秋晴は両手でボタンを外しに掛かる。

　見えないとはいえ簡単に済む……と思っていたのに、水気を吸っていて外しにくい。でも原因はそれだけじゃなく、どうしたって触ふれずには済まない胸の弾力が心を千ち々ぢに乱すので、指が上う手まく動かないからだ。

　落ち着け自分、そして頑がん張ばれ自制心──と己を励はげましながら、秋晴は上から一つ一つボタンを外していく。ただそれだけの作業なのに、汗あせが出ている。これは絶対、寿じゆ命みようを縮めるくらいのダメージになっていると思う。

　それでも何とか一番下までボタンを外し終わり、大きく息を吐はいて、

「………………ん……ぁ……」

「っ──?!」

　絶ぜつ妙みようなタイミングでセルニアが変な声を出して、秋晴は慌あわてて口を閉じる。

　……ああもう、心臓が止まりそうなくらい驚いた。息が肌はだにかかってくすぐったかったとか、そういうことなのか……!?

　どうにしろ、早く済ませないとまずいことには違いない。

　ここでセルニアが起きたとしても後悔はしないが、穏おん便びんに終わるならそれに越したことはないし。

　秋晴は気合いを入れ直すと、手の届く位置に置いておいたバスタオルで、手早くセルニアの体を拭ふく。タオルの方がパジャマより厚みがあるので、思っていたよりも懊おう悩のうせずに済んだ。それでも十分な破壊力はあったけど、まだマシってレベルで。

　これで濡ぬれた部分は全部拭ふけた。後は新しいパジャマに着替えさせれば、無事にミッションコンプリートになる。

　見えていないとはいえ至し近きん距離に半はん裸らの同級生がいるのは心と体に悪すぎるし、急いで仕上げを終わらせようと、秋晴はパジャマに手を伸ばし、

「…………あ」

　そこにきてようやく、あることに気がついた。

　ボタンを外して前をはだけさせて、拭くまではいい。そこそこ上う手まくやれた。

　でも、着替えさせるのは寝たままじゃ無理だ。

　今着ているパジャマを脱ぬがせて、新しく着せるには──どうやったって、体を起こさないといけない。

　一人でやるのは難し過ぎる。流石さすがにセルニアも起きるだろうから、それならさっさと起こして無理にでも言い含めて着替えさせる方がマシだった。だって脱ぬがせてから起こすって、どう考えても順番がまずい。

　万が一起きなかったとしても、体を起こさせて、それを支えるんだから……密着は必ひつ須すになる。密着したまま、脱がせて、着せて、またボタンを留めてという行程を──それも目隠かくしをしたままでやるなんて、絶対に無理だ。

「……うわ、どうするよ……!?　素直に隣りん人じんか何かに頼みに行くのが正解だったか……?!」

　考え及ばずな自分に絶望したくなるが、焦あせりの方が強くて、秋あき晴はるは新しいパジャマを手に持ったまま狼狽うろたえてしまう。

　もう脱がせているんだから、誰かに助けを求めるにしても新しいタオルか何かを上から被かぶせないとまずいし、このままじゃ本ほん末まつ転てん倒とうに──




「ただいま戻りましたっ！」




　突然聞こえて来たその声に、

「四し季き鏡かがみかっ!?　良かった、戻ったんだな！」

　心の底から救われるような気分になって、秋晴は肩かたから力を抜く。

　どうなることかと思ったけど、これで丸く収まる。こんなにも四季鏡の存在が有り難く感じられたのは初めてだよ。いやそもそも原因作ったのこいつだし、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうしやがった重罪人でもあるわけだけど、もうそんなのどうでもいい。大事なのは今だ。

　全身に気力が戻って来るのを感じながら、秋晴は声が聞こえた入り口の方へと顔を向け、




「……秋晴……くん？　一体、何をしているんですか？」




　──新たに聞こえて来た声に、自然と浮かんでいた笑みが凍こおり付いた。

　…………ええと、今のは……自分の気のせいでなければ、よく知っている腹黒さんの声だった、ような……？

　事態が飲み込めず、なのに空調が行き届いているはずの部屋の空気が一気に下がったように感じられて、秋晴は恐る恐る、

「……と、朋とも美み？　え、あれ、何で？」

「私がお呼びしたんですっ」

「……ええ、そうですよ。明日あしたは仏ふつ検けんを受けに行くので、その勉強をしていたら四季鏡さんが来て」

　何な故ぜだか冷たい声になっている朋美の説明に、秋晴は首を傾げたくなる。

　意外にも登場した朋美だけど、四季鏡が連れてきたっていうなら、この現状を見てどういう状況かは察してくれるはずだ。

　なのにどうして、こんな、押し殺したような怒りを振りまいて……

「ちなみに、だけど……四し季き鏡かがみは、なんて言った？」

「要約すると、『風か邪ぜで弱っているセルニアさんが、寝ているところを剥はがされて、それで──』と、慌あわてて叫んでましたよ」

「……………………」

　それは事実で、間違ってはいない。

　でも誰がどうしてそうなっているのかが伝わっていなくて、それが原因でとんでもない誤解が発生しているような……！

　本格的にまずいと感じた秋あき晴はるは、ショックでぐらりと傾いてしまった体が倒れないように後ろに手をついて、

「違うんだ。きっとお前は、勘かん違ちがいをしている」

「……へえ、そうなんですか？　良くもまあそんなことを言えますね？」

「だから勘違いなんだよっ。ちゃんと見れば分かるだろ?!」

「…………秋晴くんの方こそ、自分がどんな状況にいるのか、よく考えた方がいいんじゃないですか？」

「…………？」

　言われて、秋晴は改めて現状を把は握あくしてみた。





・部屋で二人きり（だった）

・風か邪ぜで寝込んでいる女性一名（半はん裸ら）

・服を脱ぬがせたと思しき男性一名（目隠かくし）






　──色々とアウトの条件ばかりが揃そろってました。

「それとね……さっきからセルニアさんの胸を触さわっているのは、わざとですか……？」

「ぅえっ!?　違っ、それは絶対に違う！　というか、これ、セルニアの……?!」

「言い訳はいいからさっさと手を引っ込めなさいっ！　ああもう、これだから男は……！」

　素すの口調の幼おさな馴な染じみに怒られて、秋晴はわたわたとその場から飛び退のいた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「全くもう……ろくなことしないんだから」

「いや俺おれは…………はい、そうですね、自分は駄だ目め人間です……」

　弁解しようという試みは視線一つで潰ついえ、秋晴は大人おとなしく頭を下げた。

　ベッドではセルニアが、今は苦しげな様子も無く静かに眠ねむっている。

　そしてベッドの横にイスを引いてきて座っている朋とも美みは、胡乱うろんげな目でこちらを見下ろしていた。

　どうして自分がイスに座っている朋美より目線が下かというと、床ゆかに正座しているので。『反省しているなら態度で示しなさい』と言われた結果、自然とこうなった。
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　絨じゆう毯たんが敷かれているので膝ひざは痛くないけど、視線によって胸がズキズキと痛み、秋あき晴はるは背を丸めて小さくなる。

　四し季き鏡かがみが朋美を連れて来たことで状況は一変し、着替えや濡ぬれたシーツの処分は滞とどこおりなく無事に済んだ。

　セルニアの容よう態だいも安定したようなので、ホッと一息……とはいかず、この状態に。理解は得られたようだけど、それまでに一々言われた内容は釘くぎのように体に刺ささりっぱなしで、深刻なダメージになっている。

　ちなみに四季鏡はもう帰って貰もらった。申し訳ないとは思うけど病人が相手だし、本人もドジをやらかしてヘコんでいたから仕方がない。

　──ということで、現在この部屋にいるのは三人。起きているのは二人だけ。

　その寝ている部屋の主ぬしへと視線を移した朋美は、

「……さてと、そろそろわたしは戻るわね」

「ちょっ、マジでか!?」

　しばらくセルニアの顔を見つめた後でやや唐とう突とつに切り出したので、これには秋あき晴はるも慌あわてざるを得ない。

　何な故ぜかというと、もう四し季き鏡かがみはいないからだ。朋とも美みまでいなくなると、監かん視し役やくの女生徒がゼロということになってしまう。

　従育科男子生徒としては避さけたい事態だということは腹黒優等生のこいつなら分かっていそうなものなのに、どうして退室するなんて言い出すのか。

　秋晴が疑問いっぱいの目を向けると、朋美は澄ました表情で、

「言ったでしょ、わたしは明日あしたに試験を控えているのよ。一次試験で落ちるなんて真ま似ねは晒さらしたくないから、今日は納得出来るまで勉強したいの」

「それは……じゃあ、代わりに誰か、」

「必要ないわ」

　バッサリとこちらの提案を切り捨てる言葉に、秋晴は口をパクつかせるだけで声も出せない。

　本格的に理解不能になりかけていると、朋美は苦笑するように頬ほおを緩ゆるめた。

「安心して、わたしが保証してあげるから。だから人を増やしてうるさくするようなことはしないで、秋晴一人で看かん病びようしてあげて」

「……そりゃあ助かるけど……」

　ついさっきまでの態度は何だったのかと訊ききたくなるのは、人として当然だと思う。少なくとも秋晴は、狐きつねに化かされた村人の気分を味わっている最中だ。

　説明しろよ説明、と口では言えないので視線だけで訴えていると、朋美の笑顔がまた違う種類のものに変化した。

　腹黒さんによく似合う、いたずらっぽい笑みになって、

「同性が羨うらやむくらい美人なセルニアさんが好都合にも眠ねむっていて、ある程度は好き勝手に出来る大義名分があるのにわざわざ目隠かくしなんてしていた人が、今更何かするなんて思わないわよ。だから信用してあげるわ」

「……そりゃどーも」

　ちっとも褒ほめられてないけど、頷うなずくしかない言われ方をした。

　釈しやく然ぜんとしない秋晴が右耳の安全ピンを指先で弄いじっていると、イスから立ち上がった朋美が部屋の入り口の方へと歩き出し、

「それじゃ、看病頑がん張ばってね。何かあったら携帯に連絡して。三分くらいで駆かけつけるから」

「……あー、頼む」

「試験が終わって部屋を抜ける時は、隣となりの部屋に鳳フオウさんがいるから頼むといいわ。今日は外出しているはずだけど、夕方には戻るって話していたから」

「了りよう解かい、そうしとく」

「あと、寝顔はあんまり見ないように。そして興味深いサイズだからって胸にも注目しないように」

「了りようか──だぁっ、さっさと部屋に戻って勉強しやがれ！」

　逆セクハラをされたも同然だったので大声でそう言うも、ひらひらと手を振る朋とも美みは全く気にする様子も無く部屋から出て行った。

　ドアが閉じる音に、秋あき晴はるは大きくため息を吐つき、

「ったく……何が信用してあげる、だよ」

　ぼやいて、ガシガシと後頭部を掻かく。そんなことを言われたら、どうあっても不ふ埒らちな真ま似ねなんて出来っこない。

　また上う手まいことあの腹黒幼おさな馴な染じみに掌てのひらの上で転がされている気がする。しかも今回は助けて貰もらったから恨うらみ言も言えないし。

　三み度たびセルニアと二人きりの状況になったものの、もう今まで以上のアクシデントは起きないだろうと思い、秋晴は空席になったイスに座った。

　朋美に言われたからじゃないけど、何となくセルニアの顔を見るのは気恥ずかしくて、窓の向こうへと視線を移し、

「…………ん……ぁ……？」

「っと、起きたのか？」

　漏もれ聞こえた声に反応すれば、やっぱりというか、セルニアがぼんやりと目を開けるところだった。

　こうして改めて見ると、赤く熱っぽかった顔色が少し良くなっている。汗あせは掻かいているけど、熱の時に発はつ汗かんしているのは、体温が下がるいい兆ちよう候こうのはず。

　そんな秋晴の想像を証明するように、寝る前は苦しそうだったセルニアがやや寝ね惚ぼけて緩ゆるんだ表情で、

「……秋……晴？　どうして、貴方あなたが……」

「まだ試験中だ。その辺りのこと、覚えているか？」

「…………ええ、薄うつすらとですけれど、今思い出しましたわ。確か四し季き鏡かがみさんもいたような」

「ああ、ちょっと前までな。着替えさせたりシーツ替えたりしたのは、四季鏡だ」

　本当はその半分が朋とも美みの功績だけど、手伝ってくれる時に自分の名前は出さないように言われたので黙だまっておく。『下へ手たに刺激して熱が上がったら問題でしょう？』なんて言われれば、真相は話しづらい。

　秋晴が微び妙みようにもやもやした気持ちでいると、何度かの瞬まばたきをしている間に少し意識がハッキリしてきたのかセルニアが、

「そう……ですの。後でお礼を言わなければいけませんわね」

「喜ぶと思うぞ、あいつ。ヘマして、ちょっと落ち込んでたし」

　具体的に何をしたのかには触ふれないのが仏ほとけ心ごころだよなぁ。藪やぶ蛇へびになって延えん焼しようする危険が高いから言わない、ってのもあるけど。

　突っ込んで訊きかれない為ためにも、秋あき晴はるは何かを言われる前に自分から話を切り出した。

「まだ測って無いけど、少し熱が下がったみたいだな？　気分はどうだ？」

「悪くはありませんわ。吐はき気もありませんし……ただ、少し怠だるいですけれど」

「体力が落ちてるんだから仕方ないだろ。俺おれとしては、そんなに時間が経たってないのにここまで元気になっているのが驚きだ」

「当然ですわ。中等部の頃までは毎朝ランニングをしていましたし、今でも予定のない休日は運動を欠かしませんもの」

　それを聞いて、秋晴は心底から納得する。だからあんなにエネルギーに溢あふれているのか。日頃から白はく麗れい陵りようにいる他のお嬢じよう様さま連中の倍くらいカロリー使ってそうなのにバテないし、快復力はかなり強いに違いない。

「…………、そういえば」

　ちょっと捻ひねったクイズの答えが分かった時のように秋晴が得心していると、何な故ぜか視線を泳がせたセルニアが、

「貴方あなた、朝は自主鍛たん錬れんに励はげんでいるのでしょう？」

「何で……って、そういやそんな話もしたか」

　カードを貰もらった日に、自分からそれに近い話をしたような気がする。

　でもそれがどうしたんだろうと思っていると、セルニアは病びよう床しようの身とは思えない強い眼まな差ざしをこちらへと向けてきた。

「認めるのは癪しやくですけれど……随ずい分ぶんと頑がん張ばりますわね。編入して来た時は、どうせすぐに尻尾しつぽを巻いて逃げ出すか、不ふ埒らちな真ま似ねをして退学になると思っていましたのに」

「酷ひどい評価だな、おい」

「それがこうして今も従育科に所属しているのだから驚きですわ。何か……そんなにも必死になるだけの、理由がありますの？」

　意外な質問に、秋晴は目を瞬しばたたかせてベッドで横になっているクラスメイトを見た。こんなシリアスな話、こいつとはしたことがない。いつも騒さわがしくしているだけだったはずだ。

　病気で参まいっているせいなのかもなー、と思いながら、並行してさてどうしたものかと考える。さらっと流すべきか、恥ずかしいけど真ま面じ目めに答えるべきなのか。

　……まあ、悩む程の問題でもないか。寝ているだけだと退屈だろうし、訊きかれて答えに窮きゆうするようなもんでもないし。

　そう結論付けて、秋晴は右耳の安全ピンへと手を伸ばしながら、

「他の連中と大して変わらないな。執しつ事じに──って言うほど具体的に使用人になりたい訳じゃないが、誰かを助ける仕事に就つきたかったからここに入ったんだ。まあ、自分の身の程は弁わきまえているし、目的の為ためには頑がん張ばらないと追っつかないからやってる」

「……誰かを助けるというのなら、医者か弁護士の方が良いのではなくて？」

「医者はパスだなぁ。俺おれの母親が看護師やってたんだけど、話を聞いてあんなタフな職業は向かないって常々思ってたから。弁護士も同じく、向いてないな」

　高校生にもなれば、分ぶん相そう応おうって言葉の意味も理解出来る。

　それにもう一つ、

「あと、医者になるにも弁護士になるにも、金と時間が掛かるだろ。それにプラスして、自分の適性が家政婦みたいなこぢんまりとしたものに向いていると思うし──何より、タイミング良く好条件の職業訓練が出来るところに入れたんだ、必死にもなるっての」

　非常に残念なことに技能的には大だい地ちどころか、轟とどろきにも負けているのが現状だ。ダントツの最下位グループから平均レベルまでは上がった……と思いたいけど、まだまだ足りないところが多すぎる。

　そうと分かっていて足あ掻がかずにいられるようなのんびりとした性格でもないんだから、そりゃあ努力もするって話ですよ。目の前にいるセルニアもそうだけど、自分も相当に負けず嫌ぎらいって自覚あるし。

　だから別に、褒ほめられるようなことでもない。

　やりたいことがあって、負けたくないことも多いってだけなので。

　朋とも美み辺りなら、きっと理解してくれる。負けず嫌ぎらいが高じて優等生なお嬢じよう様さまを演じているようなヤツだから、こっちよりも徹底してるし。

　それに──こんな言い方をするのは良くないかもしれないが、今日はセルニアのおかげで再認識出来た。

「やっぱ俺おれ、誰かの世話するのって好きみたいだしな。子こ守もりみたいなのでもいいけど、出来れば気の合うヤツと、五年でも十年でも付き合っていける仕事がいい」

　まあ所しよ詮せんは雇やとわれ仕事だから、首になってハイさよならってことになる可能性も高いが、小さかったその家の子供が成人するくらいまで勤めることが出来たならいい。個人的にはかなり幸せな仕事だ。

　……それにしても、セルニア相手にこんなシリアスかつ落ち着いた話をするのって、かなり新鮮な気がする。

　向こうも似たような心境なのか、いつもの喜き怒ど哀あい楽らくの色に富んだものとは違う静かな瞳ひとみでこちらを見ていて……

　思わず、秋あき晴はるは視線を他よ所そへやってしまった。こいつの美人っぷりにはとっくに慣れていたつもりなのに、普段と違う顔をされるヤバい。顔が赤くなってないか心配だ。

　あと、黙だまられているっていうのも心臓に悪い。明るく激しく喧やかましいやり取りばかりだったから、調子が狂ってしまう。

　何か適当なことを言って顔を洗いに行かせて貰もらおうかと秋あき晴はるが考えていると、

「──まだ時間はありますけど、また眠ねむってしまう前に、先に言っておきますわ」

「ん？　何だよ？」

　先に切り出されてしまったけど、黙だまられっぱなしよりはずっとマシだ。

　ベッドに視線を戻せば、横になっていたセルニアがわざわざ体を起こす姿が見えた。

「おい、」

「寝たまま話すようなことではありませんわ」

　起きずに寝てろ、と言う前に、毅き然ぜんとした声で制された。

　威圧感は無いものの、言う通りにしなければと思わせる声音に、秋晴は自然と背筋を硬く伸ばして聞く体勢になる。

　動きを見るとまだしんどそうなのに、セルニアは凛りんとした表情をこちらへと向けてきた。

　そして──




「今日は随ずい分ぶんと世話を掛けましたわね。そのお礼を言わせて頂きますわ」




　…………この驚きをどう表現すればいいのか、凄すごく困る。

　だって、あのセルニアが、素直に礼の言葉を口にして──しかもそれだけじゃなく、頭まで下げたんだから、驚くなという方が無理だ。

　当然、秋晴はあたふたと慌あわててしまい、

「や、えーっと、だな……わざわざ礼を言われる程のことじゃないというか、むしろ礼を言うべきなのはこっちだろ？　試験に付き合って貰もらったんだから」

「そうだとしても、礼を述べなくて良い理由にはなりませんわよ。秋晴、貴方あなたは医者に掛かったら『相手は仕事だから』と感謝をしない人種ですの？」

「いやちゃんと礼を言うけど……」

「なら、私の行動に一つとして誤りが無いことも分かるものでしょう。恩とは受けた側が感じ取るものですわよ」

「…………」

　言われて秋晴は、夏の海でセルニアが溺おぼれた時のことを思い出す。そういえばあの時だって、キチンとお礼をされた。

　……あー、うん、こういうヤツなんだよなぁ。単純で感情的で突っ走り気味だけど、筋は通すのがセルニアだった。

　ケンカ友達みたいなポジションとして見ているのが一番落ち着くんだから……不用意に距離を詰めたくなる、無自覚な言葉は良くないよなぁ……

　純粋に嬉うれしいという気持ちもあるけど、それ以上に複雑な感情が湧わき上がって胸の内で渦うずを巻くので、秋晴は上う手まく返事が出来なかった。

　こちらがどんな葛かつ藤とうを抱いだいているかなんて知るはずもないセルニアは、更に微笑ほほえみを浮かべる追加攻こう撃げきをしてきて、

「後日に改めてお礼をさせて頂きますわ。勿もち論ろん、受けてくれますわよね？」

「…………あー、うん。断る理由も無いし」

　そんな気の利かない言葉を言うのが精一杯という不ふ甲が斐いなさに、自分でも情けなくなる。

　しかも試験が終わるまで、まだ一時間以上も残っていた。

　つまり、こんな状況の後で、一時間以上も二人きりという……どうしたことでしょう、ただの試験が拷ごう問もんに似た何かに早変わりしています。

　……駄だ目めだ、色々と耐えられそうもない。一いつ旦たん、リセットかけないと。

「もう少し寝とけよ。俺おれは、その、洗面所にいるから。何か用があったら呼んでくれ」

「そうですわね……なら、お言葉に甘あまえさせて頂きますわ」

　やっぱり素直なセルニアの声を聞きながら、秋あき晴はるはどぎまぎしている胸を押さえて洗面所へ逃げ込み。

　ドアを閉めて、視線をシャットアウトしてから──

「…………だああっ、なんだよあれ!?　反則過ぎねぇか?!」

　頭を抱かかえて小声で叫ぶという、思い切りの悪いことをして。

　それからはひたすら時間が経たつのを待ちながら、「気の迷いか何かだよなぁ……」と、消化しきれない感情をどうにか落ち着けようとする作業をするばかりだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「そうですわね……なら、お言葉に甘あまえさせて頂きますわ」

　倦けん怠たい感かんはどうしようもなくあったのでそう言うと、セルニアは起こしていた体をベッドに横たえた。

　そして目を閉じると、洗面所のドアが閉じられた音が聞こえてくる。

　滅めつ多たに病気をしないからか、こういう状況にはあまり強くなかった。それでも、一人になったからといって心細くならないのは、すぐ近くに秋晴が控えていると知っているからなのかもしれない。

　礼を言った時の、あの唖あ然ぜんとしたような顔を思い出すと……笑みが零こぼれそうになる。

　本当に、捻ひねくれているのか純粋なのか分かりにくい男だと思う。

　言動がこちらの気に障さわることが多くて、苛いら々いらさせられる。

　……けれどたまに、琴きん線せんに触ふれる部分を見せてくる。

「全く……病気になんてなるものじゃありませんわね……」

　きっとこれは、弱っているからだ。

　あんなに粗そ野やで生意気な庶しよ民みんのことが、




　──こうも気になるだなんて。




　好きか嫌きらいかと訊きかれれば、ハッキリ「嫌い」と答えることが出来るのに。

　それなのに、離れると『清せい々せいした』というより、微かすかに寂さびしさに似た感情が疼うずく。

　今までこんな風に気持ちが動いた相手はいない。

　宿しゆく敵てきと認めた彩さい京きよう朋とも美みに対して抱いだくものと、酷こく似じしているようでかけ離れている。

　自分でも分からない、判断出来ない、未経験の感覚だった。

　こうなったら──見極めるしかない。

　幸いというべきか、機会を作る理由はある。時期さえ噛かみ合えば、向こうも断れないはずだ。

　うじうじと、膝ひざを抱かかえ内に籠こもって悩むなんて、自分らしくない。

　この風か邪ぜが治ったら出来るだけ早急に勝負を仕掛けようと、心に決め……

　セルニアはゆっくりと、微睡まどろみの中に落ちていった。







あとがき




　九月に九巻が出て、何となくめでたい気分になっています。上こう月づきです。

　そんなわけで『れでぃ×ばと！』も九巻目、次は十巻という二ふた桁けた台に。思えば遠くに来たものです。一巻の時は「これから薄うす着ぎの季節だぜ！」って感じだっのに、今はもうどんどん厚着になっていく……

　ちなみにこのあとがきを書いているのは夏なので、作中で雪山とか出て来るのに違和感有りまくりです。こちとらシャツに短パンでも暑いっていうのに、奴やつ等らは凍とう死しの危険ってどういうことだろう。




　最近は新居を探して不動産屋に物件を紹介して貰もらう毎日なのですが、なかなか決まりません。流石さすがにこの本が出ている頃には引っ越しているはずですが、現在はどこも決め手に欠けていて迷いまくりです。

　……というか、一番好感かん触しよくな物件が、選よりに選って既すでに知り合いの作家さんが住んでいるマンションだったのが悪い。階は違うし互いの部屋に入り浸りもしないだろうけど、なんかとてつもなく気まずい……！

　最寄りのスーパーでばったりとか、マンションのエレベーターで一緒になるとか、想像しただけでもう駄だ目めです。仕事場や飲み会で顔を合わせたり話したりするのは平気なのに、ちょっと不思議。

　ちなみに新居は池いけ袋ぶくろ近辺で探しているので、友人からは「治安とか平気なの？」と訊きかれます。平気かどうかと問われると……若じやつ干かん、大丈夫じゃないような気も。

　でも治安の良い住宅街でも何が起こるかは分からないので、あまり心配しても始まりません。大体、今住んでいるマンションだって交番の斜はす向むかいに建っているのに、普通に空あき巣被害にあったしね！　空き巣の人も度胸ありすぎだと思いました。




　さて、近きん況きようはこれくらいにして、本巻の話に移ります。軽いネタバレもあるので未読の方はご注意を。

　まず二十一話。雪山遭そう難なん未み遂すいな話です。これまで陰で従育科を支えてきた深閑みかんがメイン。

　他のキャラとは違って上下関係がハッキリしているだけに、なかなか進展は難しいですが……同じ苦労キャラなだけに、意外と共通する話は多くて盛り上がるかもしれません。ただし深閑は不器用な秀才、秋あき晴はるは器用な努力家という大きな差があるので、肝かん心じんなところで食い違いそうな予感。

　二十二話は四し季き鏡かがみ姉妹の、主に妹がメインの話。確か三巻のキャラクター紹介の所に、沙さ織おりさんの趣味が『量販店と百円ショップ巡めぐり』と書いたはずですが、この巻でワンコイン女という新たな不ふ名めい誉よ呼称がつきました。めでたくない。

　そして何気に四し季き鏡かがみはこの巻の全話に登場という快挙を達成。成長の跡があんまり見受けられないのが切ないですが、その辺りは今後に期待ということで。

　ラストの二十三話は、恒こう例れいの従育科試験の話で、メインはドリルなセルニアです。

　ちなみに普通の上育科生は奥の部屋を寝室にしているのですが、セルニアの場合は奥を衣装部屋として使っている為ため、入ってすぐにベッドがあるという造りに。あんまり親しくない人は招まねきづらい仕様になっています。

　風か邪ぜでダウンしたおかげというか怪け我がの功こう名みようというか、ようやく自分の気持ちに向き合えそうになったわけですが──どういう結末になるかは、次の巻までお預けです。




　さあそんなこんなで次の十巻ですが、今のところ冬に発売予定です！　年内か来年かの発表は、もう少しお待ち下さいな。

　あ、あと、帯でバーンと書かれていると思いますが、アニメ化しますー。そっちの情報もまた後日に、雑誌か電撃文庫のホームページでチェックしてみて下さい〜。

　ではでは、また次の巻で！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの板橋区民。現在引っ越し計画中なのでこの巻が出る頃には違う区にいるかも。画像は冬に買ったコーヒーメーカー。便利すぎて外に出る理由がまた一つ減りました！
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むにゅう

最近は家にこもって仕事をする事が多いので、少し日差しの強い日に外にいるだけで、すぐに肌がひりひりしてきてしまいます。もし、真夏の暑い時に海に行くような事があったらどうなるんだろう……。










れでぃ×ばと！⑨








上月こうづき 司つかさ
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